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　　　　序章









　棺ひつぎに土をかぶせたのは、牧師の他ほかには自分しかいなかった。

　眼前の墓には、一時間ほど前に母の体が納められたばかりだ。墓前に立つ者は、七歳にして喪主を務めた自分だけ。牧師も既に帰っていて、今は一人きり。

　閑とした庭の墓前とは違い、館やかたの方からは華やかな音楽が漏れてきている。葬儀に参列するという名目で集った親族が、舞踏会を催しているのだ。

　曲目が変わった。神話に登場する聖女を称たたえる交響曲だ。麗しい聖女の清廉さと儚はかなさを表現する調べが、この薄曇りの寒空の下にも届いてくる。

「っ……！」

　その美しい音色を遠く聞きながら、拳こぶしを固く握り、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　葬送曲など聞こえない。あちらは別世界だ。彼かれ等らにとって自分の母の死など、一族が集まる機会以上の意味を持たない。

　だがそれでもまだ、この場に来ただけましなのかもしれない。

　……何な故ぜなら、形式上は母の夫であるはずの奴やつに至っては、この場にすら────！

「シリュウおにいさま、笑って？　笑うとしあわせになれるって、私のお母さまが言っていたわ」

　その時だった。不意に小さな人差し指が、自分の眉み間けんをそっと押さえた。

　気付けば眼前に初対面の少女がいる。自分を兄と呼んだということは、義理の妹の一人か。自分より少し年下に見える、幼いながらも目を見張るほど端整な顔立ちの少女だ。

　新雪のように白い肌。灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。艶つやめく長い銀髪を、さらりと風が撫なでていく。

「この言葉、正しいと思うわ。だってお母さまに『だからお母さまはふこうなの？』ってきいたら、お母さまがもっとふこうそうな顔になったもの」

　鈴を転がすような澄んだ声。少女が無邪気そうにくりくりと指を動かし、自分の眉間の皺しわを伸ばしてくる。

　そして。

「だからね、おにいさま。私といっしょに、笑って──？」

　そう首を軽く傾きかけてくるのと同時だった。

　聖女の交響曲が一層壮大に鳴り響く。薄曇を割って陽光が祝福するように降り注いでくる。少女が屈託なく微笑ほほえみかけてきたその瞬間、暗く澱よどんでいた世界が、晴れやかに色彩を一新させた。

　思わず、息を呑のんだ。

　透き通るほどに肌の白い、神の寵ちよう愛あいを受けたかのように麗しい少女。

　母の墓前には誰だれもいない。だがこの少女だけは来てくれた。

　あの一族のそばを離れて、こうして自分のもとへと来てくれた。

「うん──そうだね。ありがとう」

　彼女の母親が言っていたらしい。笑うと幸せになれる、と。

　そんな少女の言葉どおりに、自分はそっと柔らかく、笑みを浮かべてみせた。

「ひうっ？　あ、う、あ……」

　だがその直後だ。何な故ぜか唐突に少女が落ち着きを無くし、やがて泣き出してしまった。

「ど、どうしたの？　大丈夫？」

　困った。これはどういうことだろう？　自分より年下の子供の面倒など見たことが無いので、まるで訳が分からない。

「ほら、じっとしてて？　もう大丈夫だからね」

　とにかくポケットからハンカチを出し、少女をなだめながらそっと涙を拭ふいてやる。

「あ……」

　されるがままの少女が、涙を流すのをやめて、大粒の瞳ひとみでこちらを見上げてくる。

　微かすかに潤みをたたえたままの、宝石のような灰色の瞳。

「そうだよ。君はとてもかわいらしいから、泣いている姿も絵になるけどね。だけど世界で一番綺き麗れいなのは、さっきみたいに笑っている君だ」

「……ん」

　泣いたせいか、少し顔の赤くなった少女が小さく頷うなずいた。

　その瞳ひとみにはもう涙は無い。ハンカチ越しに頬ほおを撫なでられる少女は、何かを確かめるように、しばらくじっとこちらを見上げて。

「ありがとう、おにいさま」

　やがてそう言って、思わず見み惚とれてしまうほど、美しく微笑ほほえんだ。




　少女が頬を緩ませる。一点の曇りもない微笑みを向けてくれている。

　そんな少女に微笑み返しながら、彼女の母親の言葉を、一人密ひそかに噛かみしめる。

　ああ、愛らしい麗しの義ぎ妹まいよ。その言葉に従おう。望みどおりの幸せな未来を夢見て、これからは笑って生きるとしよう。

　笑って、笑って、顔に笑みを張り付けて。

　…………そして必ず、今この胸に誓った宿願を、成し遂げてやる。




　その誓いから、十年もの歳月が流れた。






第一章◆共闘へと至る長い道









　爆発、爆発、爆発──！

　轟ごう音おんとともに地面が爆はぜる。砂さ礫れきが視界を埋め尽くす。砲撃の雨が降り注ぐ。

　だが止まらない。トレーラーの暴走は止まらない。砲撃をかわす。爆風を突き破る。タイヤに乙女のような悲鳴を上げさせて、アクセルを全開に吹かしてステアリングを際どく切り続ける。

　軍事基地を備える敵国の都市、リドゥン。市民の姿も無く、砲火が空を埋め尽くすばかりの市街地には、フィガロ魔皇国とセツキガルド共和国の両国の軍が展開している。

　セツキガルド共和国の軍事基地も、今や残っているのは二つだけ。ここリドゥンと、その先にある国境を背にした都市のみだ。他ほかの都市は既に占領されて、今ではフィガロ魔皇国領セツキガルド州として扱われている。

　もはや物量で圧倒的に劣る敵軍だが、砲火の苛か烈れつさはこちらを凌りよう駕がしている。残存兵力の大半をここに投じているようだ。ここで押し返せなければ終わりだと踏んでいるらしい。

　そんな敵軍の決死の攻撃に、数で勝るはずの魔皇国軍が隊列を乱される。前線の一部は瓦が解かいして後退すら始めている。やはり魔皇国の軍そのものは脆ぜい弱じやくなのか。

　だがそんな状況下でただ単機、コンテナを積んだ大型高速トレーラーが、敵陣深くまで果敢に抉えぐり込んでいく。

　十七歳のフィガロ魔皇国の皇族、シリュウ＝スィグアの駆るトレーラーだ。

「──ぐっ!?」

　かわした砲弾が車体の横で炸さく裂れつ。運転席のサイドガラスが爆はぜる。飛来した瓦が礫れきに額を削られる。その痛みに顔を歪ゆがめつつ、降り続く砲火の雨を潜くぐり抜ける。

　今日はトレーラーの燃料タンクに穴を開けられていない。後方の僚軍からは援護射撃も一応ある。それはひとえに自分が運ぶ積み荷が特別だからだろう。

　苛か烈れつさを増す砲弾の雨。閃せん光こうと轟ごう音おんと爆裂の衝撃。生存本能が警鐘を鳴らす。引き返したい。引き返したい。だがまだ引き返せない──！

（っ!?　くっ──！）

　ッッッ爆音──!!　ステアリングを切る。かわすと同時に砲弾が炸裂する。爆音と熱波を置き去りにして、トレーラーを新たな弾幕へと飛び込ませる。

　砲火の雨は降りやまない。怒ど涛とうのごとく迫りくる。

　まだか。まだか。まだ突撃を続けなければならないのか──！

『くふ』

　焦じれるシリュウを尻しり目めに、無線が鼻を鳴らす音を拾う。

『粘るのうシリュウ。対戦車ミサイルの一つや二つ、喰くろうても構わぬのじゃぞ？　汝なんじの身は四散しようとも、妾わらわもアンセムも傷一つ負わぬのじゃからのう』

　積まれたコンテナ内の嘲ちよう笑しようを無線が拾った。声の主はディーヴァ。二十一歳にしてセツキガルド州の総領事に就く、フィガロ魔皇国の第五皇女だ。

『なれど、妾の血潮を守らんとするその忠義は褒めてやっても良いぞ？　汝の肉を巡るは卑しき負け犬スィグアの血。その全すべてが朽ち果てることになろうと、フィガロの系譜フイガロエルヴエである妾の血の一滴の方が尊いからのう』

「……敵の前線近くまで、無事に御身をお届けします」

　吐き出しそうになった罵ば声せいを呑のみ込み、いつもの忠実なる負け犬のまま答えた。

　かえって腹が据わった。自殺行為のカミカゼ役。だがそれもいつものこと。

　僚軍に戦果をもたらすべく、生存など望みようが無い役割を押し付けられることなど、戦地にあってはいつものこと……！

　なおも砲火は降り注ぐ。突破するたびに弾幕が苛烈さを増す。

　突破、突破、突破突破突破。シリュウは戦火と死線を紙一重で潜り抜け続け──。

　そして、敵陣に肉迫したところで、真打が満を持して登場する。

『死ななんだか。しぶとい負け犬じゃのう。まあ良い、いずこへなりと失うせておれ』

　ッ！　声と同時に跳ね飛ぶ鉄板。全長十一メートルのコンテナの上面が外れ、積み荷が白日の下に晒さらされる。

　巨大な人間だ。

　いや違う。コンテナの中で身を起こした深紅のそれは、全長九メートルの人型兵機だ。

　頭部こそ厳いかめしい多面体構造ではあるが、その全容はバレエダンサーを思わせる長身痩そう躯く。腰のパイロンに備わる兵装は、華きや奢しやな体躯に似つかわしくない、無骨な大剣のみ。

　人類最強の有人兵機にして、世界唯一の魔導兵機────輅ロ機キ。

「さて、匹ひつ夫ぷらめよ。汝なんじ等らは狩場の野の兎うさぎか？　あるいは気高き荒野の獅し子しか？　この地は尊血に相応ふさわしき、栄滅表裏の戦いくさ場ばか──？」

　輅機のスピーカーから漏れる、女の鋭く冷ややかな声。

　ディーヴァの駆る輅機『アンセム』が、腰に佩はいた剣を手にして敵陣を見据えて、

「この鉄てつ屑くずにフィガロの尊血を吸わせる価値──示すが良い！」

　怒号一喝。アンセムがトレーラーから飛び出して敵陣のど真ん中へ。

　ツッッツツッッッツッッッ──!!　途端に敵が集中砲火。死に物狂いの連続攻撃。

　戦車、装甲車、自走砲。居並ぶ敵機による容赦なき弾幕がアンセムを呑のみ込む。

　だが、

「早はよう示せ、匹夫らめが！」

　爆炎を切り裂いて剣が閃ひらめく。見る間に近場の敵機を駆逐していく。

　なおも続く集中砲火。しかしアンセムはものともしない。舞踏のごとく凛りん然ぜんと。刃が戦火に咲き乱れ、たやすく足下の戦車を両断し、炎上させていく。

　汎はん用よう兵器では歯が立たない。霊金アンジュライトで造られる輅機には、対戦車ミサイル程度では脅威になりえない。圧倒的な破壊力と耐久性、そして人型兵機ならではの運動性能が、輅機を無双の兵機にしている。

　戦況が一変した。

『全軍前進！　殿下のアンセムに続け！　全軍前進！』

　無線が鋭い声を拾う。劣勢だった後方の僚軍がようやく攻勢に転じる。

　──と、しかし敵陣の後方で四つの閃せん光こうが。

　トレーラーからの距離はメートルにして四千弱。アンセムからはおよそ三千。

　超近距離弾道ミサイル『イグリット』だ。まともに喰くらえば輅機とて無事では済まない。トレーラー程度なら余波だけでも一巻の終わりだ。

　だが刹せつ那な、ディーヴァのアンセムが空手の左腕をイグリットにかざし、

「《炎爆弩プロズ・デクラ》!!」

　かざした掌てのひらから魔法を発動！　更に幾度も連発！

　十を超える神速の炎の弩いしゆみが中空を走り、瞬く間に二マイルもの大気を切り裂き──四発全すべてのイグリットを穿うがち尽くす！

　大爆発────ッッッ!!

　…………。

　爆発による閃せん光こうが、少し遅れて衝撃と熱波がトレーラーを揺さぶり、やがてゆっくりと引いていく。

　目的を果たせずに爆散した弾道ミサイル。それの放たれた方角に左腕をかざし、深紅の輅ロ機キが戦場に悠然と立っている。

　輅機はフィガロの系譜フイガロエルヴエのみが、つまり魔皇国の皇帝オルドネスとその血を引く者達のみが扱うことのできる、世界唯一の魔導兵機だ。輅機の腕前のみで第五皇女にまで成り上がった女の魔法は、上昇中の弾道ミサイルを見事に撃墜した。

　……っ!?　共和国軍に動揺が走る。敵の動きが一瞬止まる。

　だがそれも束つかの間まのこと。敵達がアンセムに更に苛か烈れつな砲火を浴びせる。

　砲火、砲火、砲火砲火砲火──。爆発と煙を纏まとうアンセム。それに群がって必死の抵抗を見せる無数の陸戦車両。

「……」

　そんな敵達を、一いち瞥べつして。

　そして深紅の巨人は、遂ついにそれを詠うたい始める。

「──〈御使いフィグはかく語りき。燃ゆる紅、天あめ焦こぎの〉」

　皇女ディーヴァが詠唱する。固有の最強の魔法を練り上げる。

「〈重ねし力の責を負い、詠うは焔ほむらを纏いし魔弾〉」

　なおも苛烈さを増す砲撃。しかし巨人は揺るがない。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！」

　深紅の巨人の詠唱が終わる。破壊の時の始まりだ。

　第五皇女が左手を天頂にかざし、そして今、声も高らかに『神代の詩エク・セ・レスタ』を発動する。




「────《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》!!」




　────圧!!　アンセムの周囲に過重力。万物が押し潰つぶされ地盤が沈む。かざした掌てのひらからは無数の鉛のつぶて。炎を纏って天高く舞い上がり、辺り一帯に降り注ぐ。歩兵が、装甲車が、建造物が。過重力に押し潰される全すべての物が、鉛に穿うがたれて粉砕される──。

　そして、残される黒煙と炎。

　焦土と化した大地には、深紅の巨人がただ一機。

　優美にして高雅な立ち姿。重力の枷かせを課し、鉛の雹ひようを降らせたアンセムが、周囲数百メートルの敵を瞬く間に殲せん滅めつさせた。

　統一暦一九九九年。魔皇国による全世界への宣戦布告から十年が経たった今、西から中央にわたるヨーロッパと一部の北アフリカの国々は、魔皇国の占領下に置かれている。

　魔法と輅ロ機キ。フィガロの系譜フイガロエルヴエにしか扱うことのできないこの二つの武力が、フィガロ魔皇国の侵略の要かなめだ。

　もはや趨すう勢せいは決した。主力部隊を壊滅させられた共和国軍が転進し、退却を始める。

　敵も相当な覚悟で臨んだ反攻だったはずだ。実際に前線はあちらが押していた。だがその戦局は例に漏れず、輅機というバランスブレイカーによって決定づけられた。

『敵全軍の退却を確認！　全軍、前進せよ！　これより本作戦は掃討戦へと移行する！』

　僚軍が更に勢いづき、逃げる敵軍を追って前進していく。

　一方、圧勝の立役者となった皇女は敵を見過ごす。

「……逃げたか、他愛もない。もはや匹ひつ夫ぷらめの命運もこれまで。所しよ詮せんはここも戦いくさ場ばではなく狩場。狩場ごときに、フィガロの尊血は釣り合わぬ」

　どうやら軽度の貧血に見舞われているらしく、ディーヴァが低い声で呟つぶやいた。

「生きておるのじゃろうシリュウ。直ちに迎えに来て、妾わらわに早はよう想そう調ちようを解かせるが良い」

「……御意」

　額の傷から滴る血を拭ぬぐい、シリュウはトレーラーを物陰から出す。

　魔法は術者の左腕を流れる血液を代償に発動される。その際に消費する血液の量は、発生させる物質の総エネルギー量と術者の魔力との割り算になる。輅機は魔力の増幅装置でもあるので、輅機と想調すれば生身で同じ魔法を放つ場合よりも、消費する血液の量を抑えることができる。

　とはいえ、十を超える神速長距離の《炎爆弩プロズ・デクラ》の発動と、そして何より神代の詩エク・セ・レスタは、さしもの第五皇女にも大きな負担を及ぼしているらしかった。

　シリュウはアンセムのもとへとトレーラーを走らせる。……と、

『おやおやシリュウ様、未いまだに生きておいでとは重畳！　進軍の邪魔なのでもっと隅を走っていただきたいものですなあ？』

　突如として死角から機影が。僚軍の急襲用装甲車がわざと脇わきを掠かすめて追い抜いていった。

　奥歯を噛かみしめると、シリュウは逃げる敵軍を眺めながらトレーラーを駆る。

　領土の殆ほとんどを奪われながら、なおも共和国軍が抵抗を続けている。だがそれももはや風前の灯ともし火びだ。この戦闘でも敗北を喫し、残された都市はたった一つだけ。今後はアンセムが出なくとも、全土掌握は時間の問題だろう。

　だが、敵軍の撤退を眺めてシリュウは思う。

　──ただこの様子だと、もう一度敵の反攻を受けることになるだろうな。

　魔皇国には輅機がある。才に恵まれた者がひとたび駆れば単機で戦場を支配できる、無双の魔導兵機が。

　輅機は最強の軍事力だ。だが最強ゆえに、それは弱点にもなりうる。

　そんなことを感じつつ、シリュウはディーヴァのもとへと辿たどり着いた。

「……ふむ」

　悠然と呟つぶやくと、ディーヴァがアンセムでコンテナに乗り込んだ。

　シリュウはディーヴァを出迎える為ために、運転席から降りてコンテナの後部扉を開ける。

　するとそこには、長身の女がいた。

　長い焔ほのおのような朱髪と、刃のように鋭く吊つり上がる紅こう瞳どう。艶なまめかしくもしなやかな肢体の、思わず息を呑のんでしまいそうな美び貌ぼうと威圧感を誇る第五皇女。『紅の戦姫』と謳うたわれるディーヴァが、アンセムとの想そう調ちようを解いて姿を現している。

　約やく慕ぼという行為を経て相手の体内に入ったフィガロの系譜フイガロエルヴエは、たとえ同化中に相手が傷付こうがその影響を受けない。それが想調という魔法だ。

　想調する前と変わらず、ディーヴァは左手の甲の他ほかには傷一つ負っていない。確かにアンセム自身も傷付いていないが、仮に大破していたとしても、ディーヴァはこの状態で出てきたはずだった。

「ディーヴァ様、お手を」

　コンテナから降りるのを補助するべく、義理の姉にうやうやしく手を差し伸のべる。

　するとディーヴァが薄く笑い、その白く美しい手を伸ばしてきて。

　ッ！　シリュウの頬ほおを、したたかに打った。













「遅い。犬が主あるじへの忠節を欠くとは何事じゃ」

「……申し訳ありません」

　神妙に頭を下げるシリュウ。その口の端から一筋の血が滴る。

「ぬ？　ほう、額のみならず、口の中も切ったようじゃな」

　ディーヴァが声を低く弾ませた。

　そして妖あやしく微笑ほほえみ、その美び貌ぼうを近づけてきて、滴る血を赤い舌で舐なめ取っていく。

　それを無表情でやり過ごしていると、ディーヴァがつまらなそうに鼻を鳴らした。

「ふん、不ま味ずいのう。卑しきスィグアの血とは、かくも不味いものか」

　べ、とディーヴァが赤いものの混じった唾つばを地面に吐き捨てる。

　そして皇女は、戦火に焼ける街を薄目で蔑さげすんだ。

「いかに至らぬ軍とはいえ、追撃くらいは務めを果たすじゃろう。あとはあやつらに任せて、汝なんじは妾わらわを領事館まで送り届けるが良い」

「……御意」

　シリュウはうやうやしく頭こうべを垂れる。対するディーヴァがアンセムを一度見やり、シリュウを置いてトレーラーの助手席へと向かった。

　……分かってはいたが、今日も功を上げられなかったか。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエがコックピットの無い輅ロ機キに搭乗できるのは、想そう調ちようできるからだ。但し想調も魔法の一種なので、輅機で活動するだけでも僅わずかながら血液を消費してしまう。だからこそシリュウは今回も、微々たる血液の節約の為ためだけに、敵陣深くまでディーヴァを乗せたアンセムを送り届けさせられた。

　軍事訓練では部隊を盥たらい回しにされ、行く先々で憂さ晴らしとばかりに過酷な扱しごきを加えられている。だが実戦で与えられる任務は、危険度は高いが功績は得られないものばかり。あるいは兵へい站たん部の管理などの、重責ではあるが功績にはなりにくいものしか無い。死に物狂いで培った戦闘機をはじめとする兵器の腕前も、ここでは発揮する機会すら無い。

　──やはり俺の立場では、主君に恵まれでもしない限り、功績を上げることなど不可能に近い。

　成り上がらなければならない。だが自分は、フィガロ魔皇国領セツキガルド州の総領事補佐官だ。二年前に主君として宛あてがわれたのは、第五皇女ディーヴァだ。

　他ほかに当てが無い以上、今後も功績からは程遠い任務に明け暮れるしかない。

　しかし。

　大願成就には程遠い。だがいずれ、必ず……！

　怨えん嗟さの炎を胸にくゆらせながら、戦場と化した街を眺める。

　アスファルトのめくれた道路。黒煙を上げる建造物。遠く響く砲声と、朽ち果てていく敗者達の兵器。

　そんな滅びゆく都市を眺めて、シリュウは密ひそかに、今は亡き祖国を思い出した。
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　統一暦一九五四年。地中海沿岸の小国、バイワー公国のとある貴族の嫡子が、『大天使フィグ』なる存在に触れた。嫡子オルドネスはその時にフィグと契約を交わし、魔法という異能と輅ロ機キにまつわるオーバーテクノロジーを得る。

　その五年後、公国の保護国だった大国エスノワ共和国が、隣国エーデブルクによる侵略を受け、国土の大部分を占領されてしまう。この時にオルドネスは起たった。輅機を中心とした軍事力を背景にバイワー公国の統治者となり、勢いをそのままにエスノワ共和国の国土の全すべてをエーデブルクから奪還する。更には戦乱に乗じて、エスノワの被保護国の全てを併合した。

　これを機に、オルドネスはフィガロ魔皇国を建国した。フィガロ魔皇国は近隣諸国と同盟を結んでエーデブルクに対抗し、戦争に勝利して、ヨーロッパに安寧をもたらした。以後、フィガロ魔皇国は西側諸国の中心国家の一つとして、同盟国と共栄していく。

　だが、一九八九年。現在から数えて十年前となるこの時、フィガロ魔皇国は突如として全世界に対して宣戦布告を行い、同時に近隣諸国を侵略する。この頃ころになると戦力の中心となるフィガロの系譜フイガロエルヴエの数も増えており、かつ三十年もの友好関係が諸外国を油断させていたことから、近隣諸国は瞬く間に滅亡と占領の憂き目を見ることになる。

　そんな国家の一つが、フィガロ魔皇国と同盟を結んでいたはずのシリュウの祖国、スィグア王国だった。




　な、なんで……？　どうして……？　どういうこと、なの……っ？

　十年前のあの日。七歳になったばかりのシリュウは、ただただ幼い体を震わせていた。

　絢けん爛らん豪華な玉座の間。だがそこにはおびただしい量の血が塗り込まれており、王や家臣や兵士達の骸むくろが無造作に打ち捨てられている。辺りには肉の焼け爛ただれる刺激臭や臓ぞう腑ふの臭においが立ち込めていて、胃や肺が悲鳴を上げて何度も何度も嘔おう吐とを繰り返してしまう。

　そんな幼い王子の黒こく瞳どうは、ただ侵略者の命じたとおり、彼かれ等らの行いを凝視していた。

「ひぐぅっ！　あああっ！　……お、お願、い、しますうう……っ！」

　玉座の間の壁際で、美しい女性が切れ切れに悲鳴を漏らしている。

　怯おびえる自分と、父の亡なき骸がらの眼前で。スィグア王国の王妃である母が、魔皇国の巨きよ躯くの皇帝に片手で喉のどを掴つかまれて持ち上げられ、もう一方の腕で衣装を引き裂かれていく。

　痛みと恥辱に美しい顔を歪ゆがませる母。だが彼女は苦痛に耐え、必死に嘆願する。

「……どうか、王子の……っ！　シリュウの……命だけは、お許しをぉぉぉ……っ!!」

　伴はん侶りよの骸むくろを前にして、涙と涎よだれで顔を汚しながら。彼女はただひたすらにへりくだり、一人息子の助命を仇きゆう敵てきに請う。

「……フ。ヌフフ！　ヌハハハハハハハハ……っ!!」

　それに対して、皇帝オルドネスは猛たけ々だけしく哄こう笑しようして。

　戯れのつもりか、願いを聞き届けてやった。




　戦後、スィグア王国の領土は『フィガロ魔皇国領スィグア州』となり、国民は無理やり魔皇国の民にさせられた。事実上の隷属民だ。

　国王の亡なき骸がらは、鴉からすについばまれて朽ちるまで市中に晒さらされた。王妃はやがて皇帝の子を孕はらませられ、出産を前に自ら命を絶った。

　そしてシリュウは生かされて、唯一のスィグア王国民にして皇帝オルドネスの義理の息子、という扱いにさせられる。

　戯れに皇族にさせられたが、皇位継承権など無い。当然ながら後ろ盾も無い。祖国を滅ぼし、民を貶おとしめ、両親を殺した男が統べる国で、亡国の王子は今もなお飼い殺されている。
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　あれから十年もの時が過ぎた今、シリュウは異国の地で、滅びゆく街を眺めていた。

　口の端から再び血が滴る。それを乱暴に拭ぬぐい去り、第五皇女に付き従って歩く。

　そして、仇敵の娘の背後で。

　押し潰つぶさんばかりに、固く固く奥歯を噛かみしめた。




　かつては怯おびえることしかできなかった。

　だが母を失い、これ以上失うものが何も無くなったあの日、自分は復ふく讐しゆうを胸に誓った。

　どんな恥辱も受け容いれてやる。

　どんな嗜し虐ぎやくも甘んじてやる。

　だが必ず、這はい上がってみせる。

　さあ、俺から全すべてを奪い去り、そして今なお俺をその腹の内に捕囚するこの国よ。







　────俺を贄にえとして亡き滅べ。
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　リドゥン攻略の翌朝。シリュウは州都ノール市の領事館のそばにある、フィガロ人専用の高校の門をくぐっていた。

「……セツキガルドの全土掌握を目前に控えておきながら、奴やつは何な故ぜまともに取り組もうとしない」

　口先で人知れず呟つぶやいた。

　ディーヴァは政務にも戦後処理にも関かかわろうとしない。だから補佐官という名目の小間使いの自分にも特に公務が無い。実戦の翌日なので軍事訓練も無い。結局、ディーヴァに学校にでも行けと命じられたので、久方ぶりに登校することになった。

　堂々と教育を受けられることは喜ばしい。だが今の自分に必要なのは、教養よりも成り上がりの機会だ。

「つっ」

　額にふと痛みを覚えた。顔をしかめた拍子に昨日の額の傷が開いてしまったらしい。

　さすがに傷口を洗っただけでは応急処置としても不充分だったか。嘆息混じりに傷口を手で拭ぬぐうと、そのまま校舎内へと入る。

『…………』

　校舎内の廊下を歩いていると、生徒達による侮ぶ蔑べつの視線を浴びた。

　ぬるい血が顔を滴り落ちる。だがすれ違う生徒に心配そうにする者などいない。

　それも当然だ。敬うべき皇族でありながら、敗戦国の国籍も持つ隷属民でもある。それがシリュウ＝スィグアという男なのだから。

「あら……？　まあ、お義に兄い様さまっ？　どうなさいましたのそのお怪け我がはっ？」

　と、不意に鈴を転がすような澄んだ声。学友達と廊下を歩いていた少女が、こちらに気付いて駆け寄ってきた。

　背中まで届く艶つややかな銀髪。新雪のように白い肌。灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。華きや奢しやでありながら、柳腰でどことなく扇情的な体つき。

　十五歳の第五十七皇女、エトラ。この地で十年ぶりとなる再会を果たした、母の葬儀の日に出会ったあの少女だ。

　エトラは州議会に当たる『統治議会』の議長も務めているが、議会が閉会中の間はこうしてこの学校に通学しているらしい。そのエトラが乳白色のハンカチを取り出し、シリュウの顔を流れる血を楚そ々そと拭ってきた。

　皇女の前だ。改めて忠実なる負け犬に徹さなければ。

「エトラ様？　おやめ下さい、ハンカチが汚れてしまいます」

「何をおっしゃいますのお義兄様。それより手当てをなさるべきですわ」

「いえ、これくらい放っておけば治ります」

　エトラが柳りゆう眉びをひそめ、その細い首を左右に振る。

「無む頓とん着ちやくが過ぎます、お義に兄い様さま。救護室で手当てをしてもらいましょう。──申し訳ありません皆さん。皆さんは先に教室に戻っていて下さい」

　一度学友達に向けて振り返ったエトラが、そっと手を取ってくる。

「さあお義兄様、救護室へ参りましょう。私もお供させていただきますわ」

　楚そ々そとした笑みと、細くしっとりとした指の柔らかさ。

　再会してからも大して話をした訳でもないのに、こうも親身になってくれるとは。さすがは『白銀の聖女』と謳うたわれる皇女だ。

　……まあ、こういう少女だからこそ、あの日も一族のもとを離れて母上の墓前に来てくれたのだろうな。

「迷惑を掛けてしまってすみません。それではご厚意に甘えさせていただきます」

「迷惑だなんて、お義兄様は本当にもう。さあ、共に参りましょう？」

　困ったように苦笑するエトラに手を引かれて、シリュウは救護室へと辿たどり着いた。

「失礼します。……あら？　先生はご不在のようですわね。それではお義兄様、そちらの椅い子すに腰掛けて下さい。私が手当て致しますわ」

「エトラ様が？　とんでもない、そこまでお手を煩わせる訳には」













「このくらいはさせて下さい。血の繋つながりは無くとも、私はあなたの妹なのですから」

　まるで大したことではないかのように告げて、棚から救急箱を出した皇女が向かい合わせになるようにシリュウを座らせた。

「それでは失礼しますわ」

　エトラが身を乗り出してきて、ふぅ……、と額の傷に息を吹きかけてくる。

　少女の吐息のくすぐったさと、眼前に迫る胸の微かすかな揺れ。

　……皇女なら皇女らしく、もう少し気を付けるべきだろうに。

　居心地が悪くなって目を逸そらす。そんなシリュウの仕草に気付く様子も無く、エトラがシリュウの黒い前髪を掻かき上げて、沁しみますよ、と断ってから消毒液を掛けてきた。

「はい、消毒は完了です。痛くありませんか？」

「大丈夫です。それにしても、随分と手際が良いのですね」

「ふふ、お褒めにあずかり光栄です。私の場合、多少は医療の現場に慣れていますからね。と言ってもご存じのとおり、患者の立場としてですが」

　エトラの常人よりも白い頬ほおに、ほんのりと朱が差した。

　なるほど、そういえばそんな話を聞いたことがある。

　肌の白さがその証左だが、生来エトラは血が乏しい体質らしい。そのせいで魔法を使ったり輅ロ機キを駆動させたりということを控えざるを得ないこともあり、皇位継承順位でも序列をつけられている中では最下位に甘んじている。フィガロ魔皇国の皇位継承順位は、誕生順ではなく当人が上げた功績によって決められるのだ。

　政務などを放棄しているディーヴァとは違い、エトラはこのとおりの人物だ。特にセツキガルド州に赴任した今年からは、この若さで外交官や統治議会の議長として政務にも携わっており、そちらの手腕は既に貴族連中にも認められつつあるようだ。

　しかしそうした皇女であっても、皇位継承順位の上昇は望めそうにない。母親がフィガロ人ではなく、体質的に戦功も望みにくいエトラには、後ろ盾となる貴族家が無い。支持基盤も地縁も無いので、王宮内で成り上がることは難しいだろう。

　とはいえ、魔皇国の皇族には珍しく人徳はあるらしい。先程もそばに学友達が取り巻いていたとおり、損得を抜きにエトラをただ慕っている者達も見受けられる。

　まあ実際に人格者なのだろう。皇女であるにもかかわらず、自分なんぞにもこうして手ずから看護をするくらいなのだから。

「あとはガーゼをテープで留めて……はいお義に兄い様さま、手当て完了ですわ」

　眼前に、エトラの曇り一つ無い笑顔が広がった。

　忠実なる負け犬は深々と頭を下げる。

「誠にありがとうございますエトラ様。僕のような者にまで、このような」

「──お義兄様」

　と、不意にエトラが人差し指で、シリュウの唇をそっと押さえた。

「先程も申しましたでしょう？　私はあなたの妹ですのよ、お義に兄い様さま。それに私は常々、戦場の最前線に立っておいでのお義兄様の傷を、こうして癒いやして差し上げたいと願っておりました」

　そっと指を離すエトラが、その細い首を軽く傾ける。

「血の少なさが仇あだとなり、私はフィガロの系譜フイガロエルヴエでありながら戦場の前線に立ったことがありません。そんな私がこうして暮らしていけるのは、お義兄様や皆様がいつも命を懸けて私達を守って下さっているからです。ですので、こうしてお義兄様の傷のお世話をさせていただけて、本当に嬉うれしいのです」

　祈るように、エトラが両手を胸元で握り合わせる。

「お義兄様。どうか次もまた、ご無事で戻ってきて下さいね」

　切れ長の双そう眸ぼうを細めて、少女が薄い唇から楚そ々そと言葉を奏でた。

　……なんとも、中あてられてしまいそうな清らかさだ。

　だが確かに負け犬といえど、犬死には自分としてもごめんだ。

「ええ、必ず。あなた様の御み心こころに誓って」

　忠犬を装う復ふく讐しゆう者も、ここは素直にそう答えておいた。

　聖女と謳うたわれる少女を前にして、シリュウは密ひそかに思う。

　どうやらエトラはあの日のまま、真まっ直すぐ育ってくれたらしい。

　良い女性だ。奴やつの娘とはとても思えないほどに。

　だが──人を見る目は途方もなく悪いらしい。

　この少女の父親と国を討ち滅ぼす。それこそが、自分の生きる目的だというのに。

「ところでお義兄さ、あ……」

　と、そんな折に鐘の音が響いた。予鈴のようだ。

「ああ……恨めしいですわ。せっかくお義兄様とお話しする機会を得たというのに……」

　エトラが華きや奢しやな肩を落とした。嘆くほどのことでもないと思うのだが。

　そのエトラが、どこか不安げに顔を覗のぞき込んでくる。

「それでは、私は教室に向かいます。……ですがお義兄様、私はお義兄様ともっとお話がしたいのです。ですので、折り入ってお願いがございます。どうか今日、領事館に戻った後で、改めて手当てをさせていただけないでしょうか……？」

　微かすかに震える薄い唇。低い目線からうかがってくる、うっすらと濡ぬれた灰色の瞳ひとみ。

　いずれ自分は彼女すら滅ぼすだろう。付き合いを深めるつもりはない。

　だが。

　……あまり無む碍げにすると、あの日のように泣かれてしまうかもしれんからな。

　そう心中で独りごつと、顔に笑みを張り付けた。

「改めるような傷ではありませんよ。ですがありがとうございます。エトラ様さえ構わなければ、ご厚意に甘えたく願います」

「構わないのですか……？　ありがとうございます、お義に兄い様さま……！」

　エトラが両手でこちらの手をそっと握り、頬ほおを赤らめて微笑ほほえんだ。

　……やはり、昔と変わらないな。

　そんな義ぎ妹まいと別れの言葉を交わし、シリュウは廊下を教室へと歩き始めた。
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　思えば教科書の内容などとうに予習し尽くして理解している。近代史に至っては、どう都合良く改かい竄ざんされているのか分かったものではない。

　久方ぶりの学校での授業だが、ここで新たに得られるものはなさそうだ。

　そう痛感していた四限目。教室に不意に、シリュウのＰＣＤの着信音が鳴り響いた。技術先進国フィガロの英知を結集して皇族向けに開発された、多機能型携帯電話機だ。

　教室中の視線が非難がましく突き刺さる中、ＰＣＤを取り出して発信元を確認する。

　やはりか。シリュウは短く嘆息し、声色を整える。

「すまない。第五皇女殿下からだ」

　途端に突き刺さっていた視線が宙を泳ぎ、無数の息がひそめられる。

　そんな中、ＰＣＤと付属のＣＣＤカメラの両方を机上に設しつらえて着信に応じた。

「遅い。申し開きはあるか」

　冷ややかな声に機先を制される。ＰＣＤの画面に映るディーヴァが睨にらみつけてきた。

　その場に起立して、カメラの前でうやうやしく頭を下げる。

「お待たせして誠に申し訳ございません。僕が愚鈍なばかりに、ディーヴァ様にはいつもご迷惑をお掛けしております」

「まったくじゃわ。まあ良い、頭を上げよ」

　御意、と答えながら一つ息を吐き出し、頭を上げる。

「失礼しました。ところでディーヴァ様、何かご用命でしょうか」

「うむ。実に由ゆ々ゆしき事態じゃわ。ゆえに汝なんじには務めに励んでもらわねばのう」

　言葉とは裏腹に、ディーヴァが薄く笑みを浮かべる。

「統治議会の盆暗ども二名が、以前に妾わらわを陰で揶や揄ゆしておったらしくてのう。その件を問うてやると、是が非でも詫わびの印を献上したいと申してきおったのじゃわ。実に美しいと評判の逸品でのう？　その一つがこれより、領事館に届く手て筈はずになっておる」

「美しい……詫びの印を？」

　顔をしかめかけて、押しとどめる。

　どういうことだ。……それはつまり、例の真ま似ねをまた繰り返すということか。

　その訝いぶかしみを肯定するように、ディーヴァが鋭く吊つり上がる瞳ひとみを細める。

「くふ……直ちに戻れ。良いな」

　そうとだけ命じると、ディーヴァが通信を切った。

　……おい。なんだそれは。結局はそれか。

　功を上げる機会を妨げるだけでなく、あんな真似をまたしても繰り返すというのか。

「……失礼する」

　一言だけ低く告げると、シリュウは支度を整えて教室を後にした。
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「んひぃ……っ!?　んんンっ、んんンんんンンんんん……っ!!」

　よがり苦しむ少女の声が、その小さな口から漏れ響いていた。

　詫わびの印として召し出されたペドレッティ家の十四歳の娘を、ディーヴァがベッドに組み敷いて執しつ拗ように責め抜いている。長い髪は振り乱れ、美しい顔は涙と涎よだれを撒まき散らし、白い内うち腿ももは赤い血を滴らせている。

「くふ……」

　その内腿に伝う血を、艶なまめかしい裸体を惜しげも無く晒さらすディーヴァが、恍こう惚こつと笑みを浮かべて左の掌てのひらで拭ぬぐった。

　……趣味の悪い真似を。より凄せい惨さんな恥辱を生娘に与える為ために、わざわざ隷属民の男の目の前で嬲なぶるとは。

　床に膝ひざをついて控えるシリュウの口内で、ぎり、と奥歯が音を鳴らした。

「ふむ、また果てたか。生娘じゃった割には締まりの無いことよ。なれどさすがに反応も鈍くなってきたのう。妾わらわの手で慈悲をくれてやるのも飽いたわ」

　抵抗の失うせた少女に、ディーヴァがつまらなそうに鼻を鳴らす。

　だがふと何かを思いついたらしく、嗜し虐ぎやく的な笑みでこちらに振り返り、告げた。

「シリュウよ。この娘、孕はらませよ」

　──ぞわり。その主命に、全身が粟あわ立だった。

　何だと？　一体何をさせたいのだ？　……年端もいかない憐あわれな娘が、こともあろうに負け犬なんぞに、その身を更に穢けがされるというのか……っ？

「……ぃ……、……ぃ……」

　そんな折、少女がこちらを見つめ、弱々しくしゃくり上げた。

　既に心が折れてしまっているらしい。少女はもはや声も無く、いとけなさも残る体を震わせて、ただただ怯おびえるばかりだ。

　そんな少女を前にして、シリュウは。

（──っ！）

　密ひそかに歯は噛がみして、そしてディーヴァに粛々と頭こうべを垂れた。

「申し訳ありませんディーヴァ様。以前も申しましたとおり、僕は不能ですので」

「……何じゃと？」

　一瞬表情を凍らせたディーヴァが、嘲あざ笑わらいながらベッドから降りる。

「くふふ、言われてみればそうじゃったのう？　それに思い返せば汝なんじは負け犬。犬が人間の雌めすに劣情を催すはずも無いか」

　微み塵じんも隠さぬその体。裸身のディーヴァが無造作にこちらに近づいてきた。

　そして、伏せられたシリュウの頭を、ぐ、とその素足で踏みつける。

「呆あきれて物も言えぬわ。またしてもそれを理由に妾わらわの命に背くつもりか？　犬畜生ならば獣欲くらい湧わかせてみせよ」

「……お言葉ながら、犬にも美醜を判ずる目はございます。あなた様にすら湧かぬものを、どうして他ほかの女性に湧かせることができましょうか」

「ほう？　至言じゃな。去勢もせぬうちから不能になるとは、実に使えぬ負け犬じゃのう」

　悠然とした笑い声とともに、頭に乗せられていた足がどけられた。

「留意するが良い。昨今の汝は、いささか妾の不興を買いすぎておる」

　ディーヴァがクローゼットのロングコートを引っ掴つかみ、ベッドの少女に放り投げる。

「それをくれてやるので帰るが良い。こたびのペドレッティ家の罪、これにて以後は不問とする」

「……あぁ……ご、ご恩おん寵ちようを賜り、感謝申し上げます、殿下……」

　憔しよう悴すいする少女が身を正し、ディーヴァに平伏する。そして下賜されたコートを羽織り、ふらつきながら辞去していった。

「ふむ。麗しき娘じゃったが、あまりにたやすくて敵かなわなんだわ。容姿も肝要じゃが、やはりより貞淑な娘を犯したいものじゃのう」

　ディーヴァが実につまらなそうに鼻を鳴らした。

　そして。

「なれど何より……生娘でなければ、手て籠ごめにする価値も失うせようがのう」

　何やらふとそう独りごち、ディーヴァが妖あやしげな笑みを浮かべて左の掌てのひらを眺める。

「……ディーヴァ様？」

「ぬ？　……くふ、気に留めるでない。血の卑しき汝には関かかわりの無いことじゃわ。尊血なる紅の戦姫には、貞淑で高潔な生娘が欠かせぬというまでのこと」

　ディーヴァが掌に舌を這はわせる。白く細いその指は、少女の血に濡ぬれていた。

　ぎり、と再び歯噛みする。セツキガルド州はディーヴァの天下だ。この第五皇女の目に留まって毒どく牙がから逃れられた女などいない。

　いや、ただ一人だけ例外がいた。その少女の名を口にしながら、ディーヴァが嗤わらう。

「白銀の聖女、エトラ。あれはいずれ犯してやらねばならぬ。あの清楚可憐な雛ひな菊ぎくを無残に手折ってやった時、あれはどのように鳴くのかのう……？」

　──堪たまらず、密ひそかに目を剝むいた。

　腹違いとはいえ、実の妹すら嗜し虐ぎやく欲の対象なのか。……あのような真ま似ねを、あの時母上の墓前に来てくれた唯一の少女にすら、繰り返すというのか……！

「……お言葉ながら殿下。広大な世界全土の平定には、一族の結束が不可欠です。それゆえに皇帝陛下も、皇位継承権者同士による無む闇やみな闘争を厳しく禁じておいでです。禁を犯せば輅ロ機キと皇位継承権を剝はく奪だつされましょう。そういった不用意な発言も、何なに卒とぞ控えるべきと存じます」

「……ほう？　やはり昨今はやたらと、犬が主人に向かって吠ほえおるのう」

　冷ややかに笑い、ディーヴァがひたりひたりと歩み寄ってきた。

「ここには汝なんじと妾わらわしかおらぬ。汝が黙れば陛下の耳には何も届かぬ。不用意な言葉を収めるには、汝の唇を封じるのが最良じゃな」

　ディーヴァが睦むつみ合うように首に両腕を絡ませてきて、その美び貌ぼうを迫らせてくる。

　そして、唾つばを吐き掛けてきた。

「畜生風情ふぜいが要らぬ口を利いた罪、これにて不問とする。失うせよ」

「……ありがたき幸せ」

　うやうやしく一礼して、ディーヴァの私室から辞去した。

　領事館の片隅に住まうシリュウは、廊下をしばらく歩いて自室に入る。

　そして、鍵かぎすら設しつらえられていないその扉を閉めた。

「……やはり奴やつの娘だ、あの総領事は」

　腹の底で蠢うごめく感情を押し殺し、シリュウは顔を乱暴に拭ぬぐった。
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　既に放課後だ。学校に戻ったところでもう授業を受けることはできない。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったシリュウは、普段は深夜に行っている鍛錬に励むことにした。

　さすがに自室で銃器の腕前を磨くことは難しい。できることといえば、筋力トレーニングと剣術の鍛錬くらいだ。

　この時代に実戦で剣を使う者など、輅機を駆るフィガロの系譜フイガロエルヴエくらいだろう。だが独力でできる武力鍛錬など限られている。これが必要になる機会を信じ、励み続ける。

　するとその時、ＰＣＤに着信があった。義ぎ兄けいの一人だ。

「あいつか」

　なるべく多岐に亘わたって鍛錬したいところではあるが……負け犬の俺に力を与えようとする物好きなど、こいつの他ほかにいるはずも無いか。

　七年前、他の皇族と同じ教育を受けることを唯一許された時期を思い出しつつ、利き腕の手首のみで素振りしていた剣を止めた。

　ＰＣＤの付属品のＣＣＤカメラを眼前に置き、着信に応じる。ＰＣＤの画面が切り替わり、短めの金髪をひっつめた眉び目もく秀しゆう麗れいな少年の顔が映し出された。

「お待たせ致しましたゼウル殿下。シリュウでございます」

『ようシリュウ、生きてて何よりだ！　ああ別に堅苦しいのは無しでいいぞ？　ここには俺しかいねえからな』

　十八歳の第三皇子、ゼウルが気さくに笑った。その挨あい拶さつは笑いごとでもないのだが。

「人目が無くとも立場というものがあるだろう。まったく、相変わらずだなお前は」

『細けえことは気にすんな。そのうちハゲちまうぞ──って、あん？　どうしたそのデコのガーゼは。怪け我がでもしたのか？』

「少しな。昨日戦場で、瓦が礫れきの破片がぶつかって浅く切れただけだ」

『おわマジかよ。ま、大したことねえなら何よりだ。じゃあ今度会った時に舐なめて治してやるよ』

「勿もつ体たいないお言葉だ。次に会うまでに完治させておくことをその言葉に誓おう」

『けっ、そうかいそうかい。体ていよくスキンシップを拒むお前にお義に兄いちゃんは絶望を隠しきれねえよ』

　へーんだ、とゼウルがわざとらしくいじけた。……まったく、ガキかお前は。

　呆あきれて溜ため息を漏らす。片や戦勝国の次期後継の有力候補で、片や敗戦国の隷属民。そんな立場の違いを、この第三皇子はまるで気にする様子が無い。

「阿あ呆ほうかお前は。そもそも性懲りもなく俺に電話してくる時点で阿呆だ。俺なんぞに甘い顔をすると、何かと周囲がうるさいだろうが」

『んー。ま、いい顔をする奴やつはさすがにいねえな。だが知ったこっちゃねえよ』

　ゼウルが肩を竦すくめて一いつ蹴しゆうする。

『皇位継承順位も三位まで一気に駆け上がった。期待以上の結果を出し続けてきたんだ。俺が誰だれと付き合おうが誰にも文句は言わせねえよ。それがたとえ、皇帝陛下親父であってもな』

　胸を自然に張っての言葉。仇きゆう敵てきの息子が、照れも臆おく面めんも無く笑った。

「……どこまで阿呆なんだ、お前は」

　わざわざ諫かん言げんしてやったというのに、とモニター越しに心の底から呆れ果てる。

　そして、微かすかに笑った。

『つーか電話くらいさせろよ。ぼっちなんだよ。お前の他にはろくに友達なんていねえんだよ。人生に潤いってモンがまるで無えんだよ……』

「皇子なんてものは孤独なものだろう。あと男の俺に潤いを求めるな」

『しょうがねえだろー？　お前男のくせにそこらの女より美形だし』

「やめろ、虫むし唾ずが走る」

『おいおいまた拒むのかよぉー。つーかアレか？　綺き麗れいどころを侍はべらせてる男の余裕ってやつか？　ディーヴァとエトラっつったら、皇室の中でも屈指の美女美少女だもんな』

「血の繋つながるお前には美しかろうが関係無いだろう」

『ドアホっ！　その背徳感が逆にいいんじゃねえかっ！』

　知るか。

『つーか会合でも無けりゃ顔も合わせねえし、兄弟って感覚もかなり薄いしなあ』

　あっけらかんとゼウルが言った。いや、言い訳になっていないぞ。

「お前という男は……。まあいずれにしても、エトラはともかくディーヴァは願い下げだな。ディーヴァもこんな負け犬なんぞ願い下げだろうが」

『ん？　なんだよ、またディーヴァに何かされたのか？』

「なに、今日は顔に唾つばを吐き掛けられた程度だ」

『はぁあ!?　なんだよそのご褒美、訳分かんねえ！』

「お前の方が分からん」

『ドＭってことだよ！　言わせんな恥ずかしい！』

「本当に恥ずかしいな」

　ったく、お前ばっかりなんなんだよ……とゼウルがぶつくさ文句を垂れる。

『つーかま、お前と違って余裕があるからこそご褒美だなんて思えるんだがな。俺は奴やつより地位が低くもなけりゃ、ましてや魔皇国に恨みがある訳でもねえし』

「俺を前にしてよくそんな話ができるものだな。俺はスィグアの負け犬だというのに」

『はは。気が利かなくて悪いな。だがそういう性分だ、諦あきらめろ』

　なじられたゼウルがあけすけに笑う。

「阿あ呆ほうめ。既に諦めているさ」

　そう皮肉って、口の一端をやんわりと吊つり上げた。

　母が命を絶って以来、自分は皇帝の命じるまま、皇族の家々を数年おきに転々とさせられた。その過程で、七年前にはゼウルの家に預けられていた。

　そして幼き日のゼウルは、スィグアの負け犬に、本懐を打ち明けさせてみせた。

『ま、所しよ詮せん俺おれ等らは世界の敵だからな。輅ロ機キが無けりゃとっくに滅んでたろうよ』

「輅機があろうと、他国が何らかの戦略兵器の開発に成功すればそれまでだろう」

『かもな。西と東の超大国が魔皇国との開戦を先延ばしにしてるのも、その時間を稼ぐのが目的な訳だし。仮にどこかが何か開発してりゃ、歴史も大きく変わってただろうな』

「いずれ変わるさ。新兵器が無くともな」

『相変わらず気き障ざな奴やつだな。そんなことだから俺以外に友達がいねえんだよ』

「性分だ。放っておけ」

　自虐的に小さく肩を竦すくめる。

『そうだったな。じゃ、首を洗って待っててやるよ』

　口を凛りんと横に広げ、ゼウルが笑った。

　ゼウルだけは自分の復ふく讐しゆう心を知っている。それを知った上でかつて、ゼウルは己と同じ教育を自分も受けられるように手配してくれた。

　フィガロ魔皇国に飼われてから十年。生き抜く為ための技能を、自助努力以外で磨くことが唯一できたのが、ゼウルのもとにいた約一年間だ。

　自分は必ず復讐を遂げる。だが密ひそかに唯一、復讐を取り下げる道も考えている。

　──この男が次期皇帝になるのなら、あるいは。

『お。とと、いかんいかん。危うく本題を忘れるトコだった』

　不意にゼウルが声を落とした。どうしたというのか。

『ついさっき、勅が下された。ベルトランの野郎がバーランド州の総領事を解任されて、三日後にそっちに赴任することになった。たぶんだが、空席になってるディーヴァの親衛隊長の任に就くんじゃねえかな』

「ベルトラン？　ああ、ディーヴァの双子の弟の出で涸がらしか。何な故ぜそんなことに？」

『どうやら任務そっちのけで好き放題やってたらしくてな。フィガロの系譜フイガロエルヴエは戦果さえまともに上げてりゃ大概のことは許されるが、奴はダメだ。ただでさえ輅ロ機キを駆っても大して強くねえ上に、戦場からは逃げ回って女狩りに耽ふけった挙句、身み籠ごもらせまくってたらしい。あまりにも使えねえってことで、今回の左遷と輅機の剝はく奪だつが決まったんだとよ』

「……何だと？」

　ひくりと、瞼まぶたが微かすかに疼うずいた。

　輅機を剝奪されるということは、事実上の皇位継承権の剝奪ということか。今後ベルトランが要職に就くことはないだろう。

「……そうか」

　ベルトランの赴任も面倒だが、それに至るまでの経緯も嫌な話だ。現在の主君のディーヴァもいずれ危ういかもしれない。あれにも双子の弟と同様の悪癖がある。

　あのとおりの女だ。今よりも皇位継承順位を上げることは無いだろう。それどころか、これ以上道楽が過ぎれば、功からは遠い地域に配置転換させられるかもしれない。

　そうなれば更に状況が悪化する。今でさえ、自分は功を上げることが難しいというのに。

　そもそも既にディーヴァは年下のゼウルの後こう塵じんを拝している。紅の戦姫などと持もて囃はやされてはいるが、やはり真面目まじめに活躍する者でなければ将来性は乏しいだろう。

　この国を滅亡させるにしろ、ゼウルの皇位戴たい冠かんへの道を支えるにしろ、どちらにしても自分は成り上がらなければならないというのに。

「……とはいえ」

『ん？』

「あ、いや。何でもない」

　適当にごまかしながら、頭の片隅で思う。

　ただ、ベルトランのような総領事の失脚は、その州の者達にはきっと朗報だ。

『お、そうだ。それと三日後のことだがな、ベルトランの他ほかにもそっちに──ん？　悪いシリュウ、来客だ。ちょっと待っててくれ』

　ゼウルが画面の外に消えた。かと思いきや、ゼウルが慌てて戻ってきて手を合わせる。

『悪い、ちょっとこっちでトラブルが起きた！　話はまた今度な！』

　一方的に詫わびを告げるなり、ゼウルが通信を切った。

　上の空になっていたシリュウも、通信を切りながら思う。

　自分は所しよ詮せん負け犬だ。不本意ながら、主君と一いち蓮れん托たく生しようの身だ。望んだところで仕方ないが、どうせ付くならディーヴァではなく、もっと有望な皇族の下が良かった。

「……いや。誰だれの下であろうと、復ふく讐しゆうは必ず成し遂げる」

　そう頭を切り替え、ＰＣＤとＣＣＤカメラを片づける。

　と、その時だ。部屋のドアが慎つつましくノックされた。

　銀に艶つやめく長い髪。はにかんで朱に染まる白い頬ほお。顔こそ少し伏せ気味ではあるが、若齢の割に凛りんと姿勢の良い立ち姿が、身分の高貴さを静かに体現している。

　ドアを開けると、そこには白銀の聖女エトラがいた。

「エトラ様？　ご機嫌麗しゅうございます。それで、僕に何かご用が？」

「ええ、お義に兄い様さま。今朝の約束どおり、改めて治療をと思いまして。……その、お邪魔しても宜よろしいでしょうか？」

　上目遣いのエトラが、手にした救急箱を控えめに掲げた。

　……しくじったな、思わず失念してしまっていた。立場を考えればこちらから出向くべきだったのだが。そう後悔しつつ、ドアの対面にある窓をちらりと振り返る。

　窓の向こうの景色は、二階建ての別館に埋め尽くされている。その別館にエトラは一人、出番に欠けるエトラ専用の輅ロ機キ『ウィンダム』と共に住んでいた。

「こちらが出向くべきところを、本当に申し訳ありません。汚いところですが、宜しければどうぞ中へ」

「ふふ、全く汚くなどないではありませんか。それでは失礼します」

　ドアを開けたまま中に促す。するとエトラが微笑ほほえみ、中に入って自らドアを閉めた。

　シリュウはベッドに、エトラはベッドの前まで運んだ椅い子すに腰掛けて、向かい合う。

「お義に兄い様さま、それでは手当てを致します。痛かったらそうおっしゃって下さいね？」

　どこか楽しげに声を弾ませて、エトラがこちらに手を伸ばしてくる。

「ガーゼの下は……傷口は綺き麗れいに乾燥しかかっています。あとは傷口が汚れないよう、新しいガーゼで保護するだけで良さそうですね……」

　囁ささやくように言いながら、エトラが身を乗り出してきて、ふぅ……、と額の傷に息を吹きかけてくる。今朝よりも少し暖かいせいだろう。襟元のボタンが幾つか外されていて、白い鎖骨や胸の谷間が楚そ々そと覗のぞいていた。

　……いや待て。無防備さに拍車がかかっているぞ、この皇女様は。

　なんとなく目を逸そらすシリュウをよそに、エトラが甲か斐い甲が斐いしく手当てを施していく。そして新たなガーゼをそっと貼はり直すと、椅い子すに腰を下ろして微笑ほほえんだ。

「はい、出来ましたわお義兄様。お手間を取らせてしまって申し訳ありません」

「こちらの台詞せりふですよ。本当にありがとうございます。宜よろしければ、お礼に紅茶でも飲んでいかれませんか？　安物ですが、ちょうど茶菓子もございますので」

「え──？」

　そう誘った刹せつ那な、不意にエトラが身じろいだ気がした。

　だが気のせいだったのか、実に嬉うれしそうにはにかむ。

「まあ、宜しいのですか……？　このままお義兄様のお部屋にいても……？　その、それではせっかくですので、お言葉に甘えさせていただきます」

「はい。では奥で用意して参りますので、どうぞこちらでおくつろぎ下さい」

　社交的な笑みを作ると、シリュウは中扉を通って狭いキッチンに入った。

　中扉越しにエトラの感嘆の声がする。

「お義兄様はご立派ですね。激務をこなしながら、ご自身の世話もなさっていて」

「とんでもない。激務と言うなら外交官や議会の議長として活躍なさっているエトラ様の方が。それにご自身の世話をなさっているのは、あなたも同じではありませんか」

「いいえ、私は一人で全すべてをやっている訳では。……ああ、ですが、そのとおりですね。私もある意味では、寄る辺なき身と言えるかもしれません」

　不意に、エトラが少し声を落とした。

　エトラにも専属の使用人などいない。ディーヴァの使用人が二階の渡り廊下を通じて別館に入り、交代で世話をしに赴いている状況だ。

　──寄る辺なき身、か。そうかもしれんな。オルドネスの実子という点では俺とかけ離れているが、エトラも敗戦国の女性から生まれたのだから。

　エトラはフィガロ魔皇国が建国当時に併合した小国、アメアの姫の娘だ。その王家は既に取り潰つぶされていて、後ろ盾となる貴族家も当然無い。

　ディーヴァあたりとは立場が違う。あれはバイワー公国時代から続く名家出身の母を持ち、今も譜代貴族に支えられているのだから。加えてエトラは体質のせいで、戦いの中で功績を上げることも難しい。皇位継承順位で最下位に甘んじているのもそのせいだ。

　そうした事情が重なり、エトラは人望こそあるが、次期皇帝候補者という意味では無視されている。

　とはいえもちろん、シリュウと比べれば立場は雲泥の差だ。片やれっきとした魔皇国民で、皇位継承権も持つ第五十七皇女。片や隷属国との二重国籍を有する、皇位継承権の無い皇子。フィガロの系譜フイガロエルヴエの方は崇あがめられ、もう一方は蔑さげすまれている。

「……だが、構わん」

　蔑みたければ好きにすればいい。その侮ぶ蔑べつごと、この手で亡き滅ぼしてくれる。

　そう考えていると湯が沸いた。シリュウは表情を取り繕い、用意を整えて部屋に戻る。

　──ん？

　と、中扉を開けたところでふと足を止めた。

「あら？　お義に兄い様さま、どうかなさいましたか？」

「え？　……あ、いえ」

　何だ？　何やら部屋の様子に微かすかに違和感を覚えるのだが、気のせいか？

　だが何にしても、皇女殿下を無む闇やみに待たせる訳にもいかないか。

「いいえ、失礼しました。それでは今しばらくお待ち下さい」

　気を取り直し、持て成しの準備を進める。その慣れた手つきにエトラが顔の前で両手の指先を合わせ、感嘆の声を漏らした。

「あら？　ふふ、お義兄様ったら」

　あらかじめ温めておいた互いのカップに湯を注ぎ、その湯をポットに戻す。するとエトラが不要だとばかりに苦笑した。

　自分なんぞを信用してくれることがもどかしい。だが素直に、ありがたくもあった。

「どうぞ。お口に合えば幸いです」

　ミルクと砂糖の量を確認すると、紅茶と併せて茶菓子のエクレアを振る舞う。

　エトラが礼を告げ、躊躇ためらうことなくカップを唇に寄せ、香りを楽しんでから嚥えん下げした。

「おいしい……甘味と酸味に隠れた苦みが仄ほのかに利いていて、とても優しい味がします。ふふ、お口に合って私も幸いです」

「勿もつ体たいなきお言葉。では僕も失礼して」

　いたずらっぽく微笑ほほえむエトラとともに、シリュウも紅茶とエクレアを堪たん能のうし始めた。

　微かに広がるアールグレイの香り。領事館の一室で、義理の妹と談笑する。

　傍はた目めにはのどかな光景に見えるのかもしれない。確かに自分でも、精神がいくらか浄化されていく気はする。

　だが、やはり所しよ詮せんはお笑い種ぐさだ。何せ無邪気に微笑む少女と向かい合う男は、彼女の国を滅ぼさんと企たくらむ卑劣漢なのだから。




「……やはり、似ている」




　その時だ。こちらを眺めていたエトラが、無意識とばかりに呟つぶやいた。

　シリュウは一度瞬まばたきする。

「似ている？　何がでしょうか」

「え……？　あっ、その……すみません」

　エトラがうつむいて顔を隠す。

　だがやがて、再び顔を上げて、真まっ直すぐこちらを見つめてきた。

「すみません。その……私とお義に兄い様さまは、やはり似ていると感じまして」

「エトラ様と僕が？　なるほど、気のせいです」

　冗談にしてもありえないな。魔皇国の姫君様と隷属国の負け犬が似ているなどと。

「な……っ？　もう、お義兄様！」

　ふいっとエトラがそっぽを向く。

「もう、ふと感じただけです。そう否定しなくても良いではありませんか。そもそも私達は兄妹きようだいなのですから」

「勿もつ体たいなきお言葉です。ですがお控えください。僕はフィガロの血を引かない、名ばかりの兄ですので」

「まあ？　まだそんなことをおっしゃるだなんて、お義兄様は本当に酷ひどい人ですわ」

　エトラが頬ほおを膨らませた。そして無遠慮に、こちらを覗のぞき込んできて。

「良いのですか？　あまり他人行儀になさいますと、私はまた泣いてしまいますよ？」

「は……？」

　思わずだらしなく口を開けた。

　いや、確かに初対面では泣かれてしまった。だがここでそれを持ち出してくるとは。

「……降参です。幼い頃ころならともかく、今のあなたを泣かせたとあっては事が事です」

「ええ、お義兄様。十年前とは訳が違いますからね？」

　くすりとエトラが微笑ほほえみ、満足げに姿勢を正した。

「ですが、その……お義兄様、あの時は申し訳ありませんでした。お話の途中で、突然泣いてしまうだなんて」

「いいえ、お気になさらずに。それにしても、あの時は何な故ぜ涙を？」

　一度、エトラが紅茶を口に含んで飲み込む。

「……おそらく、あの場の雰囲気に飲まれてしまったのだと思います。申し訳ありません」

「ああ、それならば納得です。当時はエトラ様も五歳で、あの日は葬儀でしたから」

「……ええ、そうですわね」

　エトラが手にしたカップを皿に戻す。

　そして一つ、くすりと柔和に微笑ほほえんだ。

「ですが、嬉うれしく思います。私達が初めて言葉を交わした日のことを、お義に兄い様さまも憶おぼえて下さっていたのですね」

　一瞬だけ、シリュウは瞳ひとみを薄くして。

「もちろんです。エトラ様との思い出を、どうして忘れることができましょうか」

「ふふ、光栄ですわ」

　エトラが声を弾ませる。柔和な笑みを無邪気そうに浮かべる。

　そんな少女を、無言の笑顔でじっと見つめる。

　……憶えて下さっていた？　当然だ。どうして忘れることができようか。

　あの可か憐れんで慈悲深い少女と初めて会ったあの日、自分は復ふく讐しゆうを誓ったのだから──。

「あら……？　お義兄様、お顔にチョコレートが付いていますわ」

　と、不意にエトラが目をぱちくりさせた。

「え？　ああ、そうですか。これは失礼を……」

　我に返り、口くち許もとを適当に触りながら首を捻ひねる。

　一体どこだ？　そんな感触は無いのだが。

「あらあら。くすくす、それではお義兄様、私が拭ふいて差し上げます」

　エトラがおかしそうに笑い、今朝とは別のハンカチを取り出した。

　うら若き皇女が、こちらに身を乗り出して、無防備に迫ってくる。

「じっとなさっていて下さいね、お義兄様……」

　エトラがその左手を、こちらの右みぎ頬ほおに添えて。

　そして、刺し繍しゆうの細やかなそのハンカチで、そっと左頬を拭ぬぐってきた。

　一つ、息を呑のんだ。

　細い指先のしっとりした感触。眼前に迫る美しい顔かんばせ。長い睫まつ毛げがそっと伏せられ、桜色の唇は瑞みず々みずしく濡ぬれている。

「お義兄様。もう少しですわ……」

　囁ささやくような声と、微かすかに漏れてくる吐息。

　少女の唇から奏でられるものが、間近の自分の唇を、誘うように撫なでてくる。

「ああ、お義兄様……もっとお話を。私はお義兄様と、もっとお話がしたいのです……」

　鈴を転がすような声。無邪気に言葉を紡ぐ唇。うら若き少女の、仄ほのかに漂う甘い匂におい。

　……ああ。聖女とはよく言ったものだ。他人を疑うことなど知らないのだろう。

　いっそのこと、再会できない方が良かったのかもしれない。彼女の信じる義理の兄は、彼女を妹などではなく、憎き仇きゆう敵てきの娘として意識しているのだから──。

「────シリュウ！　シリュウはおるな！　……む？」

　と、刹せつ那なに無遠慮にドアが開いた。

「ひぅ!?　ディ、ディーヴァお姉様？」

　我に返り、驚くエトラとともに鍵かぎの無いドアを見やる。

　焔ほのおのような朱髪に、艶なまめかしい肢体。そこには第五皇女のディーヴァがいた。

　ディーヴァがこちらを眺め、その紅こう瞳どうを薄くする。

「ほう？　汝なんじ等らも色を知る年とし頃ごろということか。男と女が二人きりで、そうも睦むつまじくしておるとはのう。なれど汝も皇女なれば、慎みは持つべきじゃのう」

「え……？　あっ!?　ち、違います……！」

　赤い顔のエトラが慌てて身を離す。

「誤解です……！　そもそも私達は兄妹きようだいなのですから、決してそのようなことは……！」

「兄妹とはいえ血の繋つながりなど無いじゃろうに。なれど、ならばこそ慎むべきじゃのう」

　ディーヴァがまなじりを下げ、淫いん靡びに唇を三日月形にする。

「それに、皇族とは人にして神に近きもの。凡百の道理で計ることなどできぬ。兄弟姉妹であればこそ、その禁忌を犯す背徳に酔いしれることもあろう？」

「な……っ？　わ、私はともかく、お義に兄い様さまに失礼です……！　おやめ下さい……！」

「くふふ、愛うい奴やつじゃのう。分かっておる。ほんの戯れを申したまでじゃわ」

　ディーヴァが実に愉快げに笑みを浮かべた。

「時にエトラ、シリュウを返してもらうぞ？　憩いの席はまた別の機会に設けるが良い」

「え……？　あ、は、はいっ。……その、失礼します……っ」

　エトラが少し涙目になり、頭を下げるなり慌てて去っていく。

　領事館の一室には、シリュウとディーヴァだけが残された。

「まったく、実に愛い奴じゃのう。…………のう？　シリュウ」

　ディーヴァが冷ややかに睥へい睨げいしてくる。

「……くふ。犬畜生風情ふぜいが人間の女に懸想したか？　それは重畳。処断覚悟であれを犯す際は、必ず妾わらわに先を譲れ。……なに。あれの視覚を奪いて犯せば、汝の他ほかに誰だれがおったかまでは分からぬじゃろうて」

　低く静かに響き渡る、第五皇女の淫靡な声。

　……阿あ呆ほうめ、何を言っている。禁忌の背徳に酔いしれているのは貴様だろうが。

「お言葉ながら申し上げます。不用意な発言はお控え下さい。お戯れが過ぎましょう」

「む？　まったく、またそれか。留意するが良いと先刻も申したじゃろうに」

　ディーヴァが短く息を吐き出し、無遠慮に迫ってシリュウの頭を抱き寄せる。

　っ──!?　額に鋭い痛みが走る。額のガーゼとかさぶたをディーヴァが歯で剝はがし、舌先を尖とがらせて傷を抉えぐってきた。

「シリュウ。汝なんじは負け犬じゃ。犬が人間の雌めすに懸想しようと詮せん無ないじゃろうに」

　冷ややかに放たれる警告の言葉。だがそれだけでは終わらない。

　その声を不意に弾ませて、ディーヴァが愉快げに──こうと語る。

「くふ……そうじゃのう。汝が盛っておるのなら、妾わらわがスィグア州の総領事も兼任できるよう陛下に陳情してくれよう。スィグアの雌犬どもの躰からだ、話の種に味わってみるのも一興じゃわ。無論汝にもおこぼれはくれてやるぞ？」

　────途端、凍りついた。

　スィグアの雌犬ども。その言葉に、指先が微かすかに震えてくる。

「嬉うれしいか？　そうじゃろうのう。人間の雌には不能な汝も、同じ犬が相手ならばさぞや猛たけるじゃろう。妾と共に味わうことを許してやるぞ？　どうじゃ？」

　……どうじゃだと？　どうも糞くそもあるか。ふざけるなよ……っ。

　嗤わらうな、嗤うな、もうやめろ……！

　スィグアの民を、父上と母上の民を虐げて、やかましく嗤うんじゃない────っ！

　だが。思わず腹の底から湧わき上がりかけたものを、とにかく無理やり呑のみ込んで。

「……お戯れを、ディーヴァ様。しかしながらそのお心遣い…………感謝します」

　忠実なる負け犬は、静かに、静かに、温和な笑みを浮かべてみせた。

　ここでぶちまけては台無しだ。今はとにかく耐えるしかない。

　それに何にしても、とにかく今はディーヴァの用件を承るべきだ。わざわざここへ出向いてきたということは、それなりに急を要する件があるということだろう。

　時流を読むならば、まず間違いなくセツキガルド侵攻に関する件だ。全土掌握も目前となった今、方面軍の頭領が日がな一日遊び呆ほうけている訳などないのだから。

　まだ気が静まらない。だがそういうことなら、多少のことは許してやらなければ。

「くふふ、同胞を詰なじられても笑いおるとは。先の言葉は覆そう。汝は実に愉快な忠犬よ」

「……勿もつ体たいなきお言葉」

　いいから用件を言え。そう苛いら立だつシリュウの傷口を、ディーヴァがじっくりと舐なめる。

　そして、シリュウの頭を離し、用件をこうと告げてきた。

「さてシリュウ。妾に詫わびたのはペドレッティ家のみじゃろう？　ファブリス家にも詫びの機会を与えよ。あやつが寄越すものが汝にも獣欲を湧かせる品であれば、そやつとのまぐわいを許してやっても良いぞ」

　──思わず、凍った。

　耳を疑った。だがディーヴァはそうと告げるなり、不ぶ躾しつけに去っていった。

　総領事の去った部屋で、忠実なる負け犬が立ち尽くす。

　持て成す相手のいなくなった茶が冷めていく。

　そのティーセットを、シリュウは呆ぼう然ぜんと眺めて、そして。

「…………何な故ぜ……っ、そうなるのだっ！」

　何だそれは？　それを言いに来たのか？　この期に及んでまだそれを望むのか？

　セツキガルド共和国は風前の灯ともし火びだ。うまくやれば命令一つで陥落するだろう。

　だというのに何故、それを差し置いて嗜し虐ぎやく欲に走る？

　何故そうまでして奴やつは、少女達を母上と同じ目に遭わせようとするのだ──？

　やはりダメだ。あれを頂く世界などあってはならない。だが。

「だと、いうのに……っ！」

　前髪を乱暴に掻かき上げる。何故だ。一体どうしてだ。

　どうして自分には、この国を滅ぼす術すべが、力が未いまだに備わっていないのだ──。





　　　　●






　落日からしばらくして、二十二時。シリュウは自室に戻るなり拳こぶしをわななかせた。

　あの後、一人でファブリス家に向かった。娘を差し出そうとする申し出を独断で拒み、戦地復興への出資の約束を取り付け、その宣誓書と詫わび状を受け取って領事館に戻った。

　ファブリス家の少女へと向けられるはずだったディーヴァの嗜虐欲は、シリュウが一手に引き受けることとなった。

　結局あれは道楽に耽ふけったまま一日を終えた。紅の戦姫などと謳うたわれてはいるが、あれはあまり輅ロ機キを駆ろうとはしない。不向きの公務に至っては携わることすらしない。

　やはりあれの下では成り上がれない。そしてそれだけではない。

　先程、奴が冷ややかに言い放った台詞せりふが、腹の底に刻み付けられたまま消えない。

　────そうか。つまりはその娘にも劣情を催さなかったということか。あの雌めす犬いぬの胎はらから産まれたとは思えぬ不能ぶりじゃわ。汝なんじの母は、番つがいの雄おすを殺した仇かたきに股またを開く淫いん売ばいじゃったのにのう。

「…………っ、畜生っ！」

　ふざけるな。淫売だと？　恥辱に耐えて俺を守り抜いた母上を、言うに事欠いて奴の娘が淫売呼ばわりだと……!?

「だが……っ！」

　復ふく讐しゆうしてやる。奴やつ等ら一族を滅ぼしてやる。だがそう思いながら何も果たせていない。

　人の道を語るつもりなど無い。自分は外道だ。破滅と復讐、その為ために生きてきたのだ。

　奴を滅ぼす。この国を滅亡させる。必ずだ。

　そうと誓ったあの日から、死に物狂いで生き抜いてきたはずだというのに……っ。

「吠ほえることだけは立派な負け犬め！　貴様は一体何をしている！　仇に尻尾しつぽを振りながら、牙きばを砥とぐのは何の為だ……！」

　結局このまま終わるのか。成り上がることもできず、守ることも滅ぼすこともできず、何も果たせずに野垂れ死ぬのか。

　歯ぎしりしながら部屋を横断する。カーテンを閉めるべく、窓際に向かう。

　……すると、その時だった。

　ふと、足を止めた。視界に飛び込んできたその光景に。

　エトラの部屋だ。

　別館のエトラの部屋のカーテンが開いていて、中の様子を窓越しに目撃する。

「────」

　呆あつ気けに取られた。理解するまで数秒を要した。

　湯あたりでもしたのだろう。長い髪を湿らせたエトラが、華きや奢しやながらも程良く丸みを帯びた裸体を晒さらし、タオルを片手に無防備に体を冷ましている。

　奴やつの娘のそんな姿が──そこにはあった。

　……やめろ。何をしている。見てはならない。そんな真ま似ねは許されない。

　そう思っている。

　思っているはずなのだが、体を動かすことも、目を逸そらすこともできずにいて。

「……っ！　畜生っ!!」

　しばらくして、乱暴にカーテンを閉めきった。













　最低だ。この屑くずめ。一体どのくらい覗のぞき続けていた？

　これでは奴やつ等ら一族と────フィガロの系譜フイガロエルヴエの連中と変わらないではないか！

「くそっ、この下げ衆すめ！　……これでは本当に、ただの負け犬ではないか……っ！」

　相手はエトラだったのに。いかに奴の娘とはいえ、あの日母上の墓前に来てくれた少女だというのに。

　いつの間にか掌てのひらが痛む。爪つめが食い込むほど拳こぶしが固められている。

　その拳を後方に引き絞り、自らの横っ面を殴り飛ばした。

「……阿あ呆ほうめ。貴様は負け犬だ。だが決して、負け犬のままで終わるな……！」

　頬ほおが痺しびれる。顎あごが痛む。脳が揺さぶられて熱くなる。

　その脳を苛さいなんでいた熱がやがて、部屋の空気に冷まされると。

　シリュウは歯を食いしばり、鍛錬用の剣を手に取った。
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　いつも以上に体を苛いじめ抜くと、シリュウは鍛錬を終えて就寝した。

　短時間で効率良く回復するべく、泥のように眠る。

　そんな状態でも時間経過と危機察知の感覚を得られるようになったのは、一体いつ頃ごろからだっただろうか。それは分からないが、就寝からおよそ二時間が経過した夜半頃。

　──不意に、気配を察した。

　っ!?　刹せつ那なに目を覚ます。同時に人影が馬乗りになってくる。

　気が動転しかける。無理やり気を静めて思考を巡らせる。何事だ。ディーヴァか？　それとも別の誰だれかが寝首を掻かきにでも来たのか──？

「……夜分遅くに失礼しております、お義に兄い様さま」

（!?　エトラ……？）

　鈴を転がすような声。エトラだ。自分に馬乗りになっているのは、白銀の聖女だ。

「エトラ……様？　その、こんな夜更けに、何のご用です？」

「用、ですか？　くすくす」

　エトラのシルエットが前かがみになり、少し顔を迫らせてくる。

　布団越しに感じる少女の重みと、さらりと垂れ下がる長い髪。

「……ねえ、お義兄様。どんなご用でしたら、お義兄様は嬉うれしいのですか……？」

　妙に艶なまめかしい、少女の囁ささやき。

　……どういう、ことだ？

　そっと息を呑のむ。何かを示唆する言葉だったことは分かる。だが理解が追いつかない。

　こういう雰囲気を纏まとうエトラなど、自分は知らない。

「お義に兄い様さま、答えて下さい。どんな用件なら、お義兄様は嬉うれしいのですか……？」

「……すみません。少々混乱していて、見当もつきません」

「ふふ……お義兄様ったら、嘘うそばっかり」

　エトラがそっと、その細い指で頬ほおを撫なでてくる。

「分かりますわよね、お義兄様。女が夜更けに殿方の寝所を訪れたのですよ？　お義兄様も本当は、期待してしまうことがあるでしょう？」

　頬を這はう艶なまめかしい感触。思わずぞくりと気が遠のく。

　おい、やはりおかしいぞ。このエトラは、一体誰だれだ……？

「……お戯れを。まるで夜よ伽とぎに来たかのようなお言葉ではありませんか。ですが、僕はそのような期待は抱いておりません。エトラ様をそういった対象として考えることなど、恐れ多くてできるはずもございません」

「本当に？　お義兄様？　それが真実だと誓えますか？」

　瞳ひとみが闇やみに慣れてくる。エトラが妙に詰問してくる。

　気取られてはならない。自分は忠実なる負け犬だ。狼ろう狽ばいを押し留とどめ、堂々と答える。

「もちろんです。僕の良心に誓って、エトラ様を下劣な目で見たことなどありません」

　エトラの顔を真まっ直すぐ見上げる。エトラも真っ直ぐ見下ろしてくる。

「…………くす」

　そのエトラが、口を横に広げて笑った。

「お義兄様の良心？　よくものうのうとおっしゃいましたわね。それともお義兄様は、私が気付いていないとでも思っておいでなのかしら？」

　エトラが妖よう艶えんに目を細めて、鋭く告げてくる。

「お義兄様。今こ宵よいお義兄様は、私のしどけない姿を、覗のぞき見ておいででしたわよね」

　──っ!?

　呼吸が止まる。背筋が凍る。思わず目を剝むきかけて、それを見せまいと耐え忍ぶ。

　気付かれていただと？　いや、まさか。あの時そんな素振りは無かった。

　……ならば、まだだ！

「その、突然何を……？　よく分かりませんが、勘違いでしょう。証明のしようが無くて申し訳ありませんが、事実無根です」

「証明？　できますわよ、証明なら」

　エトラが愉快げに笑った。

　そしてポケットからＰＣＤを取り出し、点灯するモニターをこちらに見せる。

「お義兄様もご存じでしょう？　ＰＣＤに付属されるＣＣＤカメラには、動画通信機能の他ほかに録画機能もございます。そして私は今日、お義兄様がキッチンでお茶を用意していらっしゃる間、この部屋に一人でおりました。ここまで申せば、もうお分かりですわよね」

「──っ!?」

　まさか。迂う闊かつだった。そして今度こそ隠さずに目を剝むいた。

　あの時覚えた違和感の正体。エトラが乗り込んできた理由。エトラの自信の裏付け。

　それらの答を、エトラが高らかと宣言する。

「この動画があなたの下劣ぶりの証拠ですわよ、お義に兄い様さま──！」

　湯上がりの裸体を晒さらす少女と、その少女を見つめる少年──。ＰＣＤの画面には、あの時のこの部屋と、この部屋から見えるエトラの部屋の様子が映し出されていた。

　昼間にカメラを仕込まれたか……！

　心中で歯は噛がみする。罠わなか。なんという失態だ。だが悔やむのは後だ。

　手を尽くせ。このままでは破滅だ。成り上がるどころではない。口を封じなければ。

　どうする。奴やつの娘だ。殺すか？　可能だ。余裕だ。だがエトラを？　あの日の少女を？

　くっ！　考えろ。どうする？　ならばどうする？

　俺を罠に嵌はめたこの敵を、果たしてどうやって討ち滅ぼす────!?




（────否いな）




　その刹せつ那な、思考が正解を探り当てた。

　暴力？　抗弁？　平身低頭？　違う。そうした観点とは根本的に違う。

　今この状況で、俺が取るべき行動とは────！

「──まったく、失望したぞエトラ。ああいった光景は偶然の産物だからこそ価値があるというのに、わざと見せつけられたのでは興きよう醒ざめもいいところではないか」

　唐突にシリュウは、呆あきれ果てたように大きく溜ため息をついて、そして。

「俺に話があるならば、まずは詫わびとしてその布団をどけさせてもらおう。せっかくお前が跨っているというのに、直に触れ合えないのでは無粋もいいところだろうが」

　静寂の闇やみに浮かびあがる軽薄な声。

　確信を持って、尊大かつ無神経に告げた。

　──沈黙が、下りた。

　エトラが無言で見つめてくる。

　侵入者のその視線を、臆おく面めんなく真っ向から受け止める。

　そうした義ぎ兄けいの反応に、腹上から冷ややかに見下ろしていた白銀の聖女は、やがて。

「…………ふふ。ふふふふ。──あはははははははははははっ！　素敵よ……！　なんて矮わい小しようで図ずう々ずうしい下げ衆すなの、お義兄様は──！」

　小声ながら高らかに、そして何より満足げに、感嘆混じりの笑い声を上げた。

　だから確信する。生き延びた。昨日以上の死線を潜くぐり抜けた。

　この場で採るべき最善策を、自分は選び取ることができた。

「まったく。あなたの肝を試すはずが、私が肝試しをさせられた気分だわ」

　ひとしきり笑ったエトラが、安あん堵ど混じりの溜ため息を漏らす。

「ねえお義に兄い様さま。私が本当は何をしに来たのか、もうお分かりですわよね？」

　試すように投げ掛けてくる、第五十七皇女の凛りんとした微笑。

「脅迫に見せかけた取引だろう？　もっとも断れば切り捨てられる以上、やはり俺にとっては脅迫だがな」

　自じ嘲ちようの苦笑を浮かべながら、シリュウも一つ溜め息を漏らした。

　忠実なる負け犬が偽りであるように、どうやら白銀の聖女も幻想に過ぎなかったらしい。

「正解よ。あんな下げ衆すなことを言う男しか取引相手のいない自分の運命を呪のろうわ」

「奇遇だな。俺も運命が呪わしい。あの日の幼い聖女様が、まさかこうも捻ねじ曲がるとは」

「心外ね。私を歪ゆがませた原因はお義兄様にもあるというのに」

　ん？　眉まゆをひそめたが、それに対する返事は無かった。

　エトラの右手にはＰＣＤが。だがそれは既に用済みらしい。エトラが動画を停止させて、ポケットに収め直した。

　エトラにあれを見せられた当初は、破滅させられるのではと思った。だがやがて、エトラの本当の目的を悟った。

　自分を陥れるだけなら、さっさと誰だれかにあの動画を見せて訴えれば良い。そうしなかったということは、エトラの目的が別のところにあるということだ。

　そうと気付けば察するに、エトラの目的は三つ。

　一つは自分を脅迫すること。一つは自分という人物の器を確かめること。

　そしてもう一つは、自分が使えそうなら、味方に引き込むことだ。

　父親がオルドネスなので、エトラは紛まがうこと無き皇族として尊ばれている。だが皇室内での勢力図を考えた場合、セツキガルド州にたった一人で赴任してきていることからも分かるとおり、エトラには味方がいない。

　父親が父親なだけにエトラを蔑さげすむ臣民はいないが、母親に限れば自分同様に併合された国の出身だ。母方の伝つ手てには、魔皇国内で有力な家も人物もいない。

　加えて、エトラ自身にも問題がある。勤勉で政務能力もあるらしいが、虚弱な体質のせいで魔法や輅ロ機キを駆使することが難しいことだ。魔皇国においては、軍務面で功績を上げられないハンディは致命的だ。

　貴族達も王宮内で成功するべく、自らが担ぐべき神輿みこしを求めている。だがエトラは次期皇帝候補としてはあまりにも脆ぜい弱じやくで、取り入ったところでメリットが無い。

　地縁にも有力者は無く、わざわざ新たに支えようとする貴族もいない。人望こそあるらしいが、それは敵を作らないことには繋つながっても、味方を作ることには繋がらない。

　──だからこそ、俺なのか。

　エトラは勢力として孤立無援だ。だから自分に罠わなを仕掛けた。

　そしてどうやら自分は、利用価値があることを、エトラに認めさせることができたらしかった。

　破滅は免れた。だが安あん堵どはできない。最大の問題は、これからだ。

「エトラ、お前は何をするつもりだ。俺を従わせる目的とは一体何だ」

　義ぎ妹まいを鋭く見据えると、腹上の義妹も鋭く見下ろしてくる。

「あなたと同じですわ、お義に兄い様さま」

「俺と、同じだと？」

「ええ」

　闇やみに浮かび上がる精せい緻ちな顔。

　す──、とその灰色の瞳ひとみを薄くして、白銀の聖女が凛りん然ぜんと答える。




「フィガロ魔皇国を、滅ぼしたいの」




　ぞくりと澄んだ、鈴を転がすような声。

　皇女の薄い唇が、言葉の続きを紡いでいく。

「バイワー公国が隣国からエスノワ共和国を奪還してフィガロ魔皇国を建国した時、エスノワの被保護国も全すべて併合しましたわよね。私の母はその亡国の一つ、アメアの王女でした。国は戦いに敗れて滅亡し、お母様は皇帝オルドネスの側室にされました。その後のお母様やアメア人の扱いについては……お義兄様なら、よくご存じですわよね」

　攻め滅ぼした国の王侯貴族を改易し、王家の女は側室という名の慰み者にする。民はフィガロ国籍にした上で、事実上の隷属民として扱う。エスノワ以外の国は、大抵がそのように扱われる。

　無論、シリュウの祖国、スィグア王国も。

「生まれながらに魔皇国の人間だった私ですが、物心ついた頃ころから疑問に思っておりました。私は敬われているのに、どうしてお母様や近しい者達は蔑さげすまれているのか。どうしてアメア州の民達は、よそから流れてきた民に虐げられているのか。それら全てを理解したのは、私が少し成長した後のことでした」

　法で区分されている訳ではないが、その成り立ちの過程から、フィガロ魔皇国には階級格差が明確に存在している。

　旧バイワー公国民が最上位。次いで旧エスノワ共和国民。それ以外の者達は、最下層に位置づけられた事実上の隷属民だ。

「フィガロの系譜フイガロエルヴエの私だけは丁重に扱われました。ですが、お母様や民は……。そのあたりに関しては、私などよりスィグア人のお義に兄い様さまの方がご存じでしょう？」

　暗い光をその奥に宿す、淡い灰色のエトラの双そう眸ぼう。

「私には、それが許せない。この国の在り方が許せない。お母様達の国を滅ぼし、今もなお虐げるこの国が。いかに私が皇帝の娘で、私自身は人として真っ当に遇せられていたとしても。……いいえ、だからこそ私は、この手でこの国を滅ぼすのよ」

　妖あやしく細める少女の瞳ひとみ。その指先が頬ほおを這はい、爪つめを喉のど仏ぼとけに立ててくる。

「ですが、事を為なすには力が必要です。その力が私には足りない。皇女といっても序列は最下位。国家転覆など果たせる訳もない。序列を上げようにも、成り上がる為ための地盤も無い。母の家柄の弱い私は、後ろ盾が無くて孤立しているのです」

「だから、まずは俺を引き込もうとしているのか」

「ええ。私と同じく孤立しておいでですが、こと軍務面において有用な、あなたを」

「勿もつ体たいない評価だな。しかし孤立しているからどうだというのだ？　俺が魔皇国の滅亡を図っていることなど、お前の勝手な想像にすぎんだろう」

「いいえ、想像ではなく確信ですわ。……だって」

　静寂に沁みわたる澄んだ声。切れ長の双眸を、少女がぞくりと薄くした。

「だってあなたは──私とお義兄様は、似ているから」

　エトラの垂れ下りる髪が、そっと耳をくすぐってくる。

「初めてお会いした時、私は泣いてしまいましたわよね。あの時はただ、笑ったはずのあなたの瞳が恐ろしくて堪たまらなかったのです。ですが、当時はどうして恐ろしいと感じたのかを理解できなかった。それを私が理解したのは、今から五年前のことです」

　エトラが顔を迫らせる。互いの瞳に、互いが映る。

「五年前、私はようやくアメアと魔皇国の関係を理解した。私は魔皇国を恨んだ。同時にフィガロの血が流れる自分を憎んだ。恨んで、憎んで、蔑さげすんで。そうしてある日、鏡を覗のぞき込んだ時──私は鏡の中の私に、あの時のお義兄様と同じ瞳を見たのです。だから確信した。あなたも私と同じだと。まだ幼かったはずのお義兄様は既に、フィガロ魔皇国を滅ぼすと胸に誓っていたのだと」

　少女の瞳に映り込む、暗い光を宿した瞳。

「この地で再会して確信を深めました。カミカゼのような自殺行為の役割を与えられながら、お義兄様はいつも致命傷を避けて生還なさいましたわよね。それが何よりの証拠。あなたは今も恨んでいる。魔皇国を滅ぼす為に、生存する義務を自らに課している。だからこそ私は今、あなたとこうして、話をしているの」

　そっと頬を撫なで伝う、少女の細く冷たい指先。

「申しましたわよね、お義兄様。私はお義兄様ともっとお話がしたかった。──お義兄様とこうして話をすることを、ずっとずっと、夢見てきた」

　妖あやしく薄めた少女の瞳ひとみ。

　澄んだ声音が沁みわたり、やがては闇やみに消えていった。

「とんだ悪夢だな」

　静かに呟つぶやく。

「ええ。あの日からずっと、私はうなされ続けているのです」

　くすりと微笑ほほえみ、エトラが身を起こした。

「覚めてしまってもおかしくない悪夢でした。でもねお義に兄い様さま、あなたが悪いの。あなたが生還なさるから。私に欠けているものを、羨うらやむほどに有しているから」

　冷たく澄んだ少女の声。

　エトラが腹上から見下ろして、見み惚とれるほどに凛りん然ぜんと語る。

「私には血が少ない。魔力を有しているのに戦うことができない。だからお義兄様、あなたと想そう調ちようしたい。想調して、あなたの戦闘技能や運動能力と、何より血液を得たいの」

「……そういうことか」

　一つ長く息を吐き、納得した。

　魔皇国で成り上がろうにも、血が少ないエトラには肝心の戦闘能力が無い。だからそれを補う為ために、エトラは想調によって自分の肉体を得ようとしている。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエが想調できる相手は輅ロ機キだけではない。人間を相手に想調して、相手の体内に入って同化することも可能だ。その際、一つの肉体に二人の精神が宿ることになる。

　人間を相手に想調する大きなメリットは三つ。

　一つは輅機が相手の場合と同様に、想調した相手の肉体がどれほど損傷しようとも、フィガロの系譜フイガロエルヴエは無事であること。

　一つは輅機が相手の場合とは異なり、魔法によって消費する血液が、想調した相手のもので済むこと。

　そしてもう一つは、相手と互いに強く想おもい合っていればいるほど、魔力が強くなることだ。魔力が強くなれば魔法の威力が高まるだけでなく、血液の消費量も抑えることができる。

　魔法とはつまり、形あるものを形無いものに、形無い想おもいを形あるものに変換する行為や現象のことだ。人間同士で想調する場合、互いに心を通わせているほど想いの純度が上がり、本来よりも魔力が強くなる。

　だが、人間との想調には大きなデメリットもある。想い合う気持ちが弱ければ、本来よりも魔力が弱まってしまうことだ。このデメリットがあるので、フィガロの系譜フイガロエルヴエもあまり人間とは想調しようとしない。

　そしてもう一つ。高貴で気高きフィガロの系譜フイガロエルヴエにとって、屈辱的なデメリットもある。

　……その点はさすがに、うら若き少女には、問題があるものなのではないだろうか。

「俺と想そう調ちよう……か。だが構わないのか？　俺と想調するということは、まあ、つまり俺と約やく慕ぼするということでもあるだろう？」

　言葉選びに難儀しながら尋ねてみると、一瞬エトラが身じろぐ。

「それも……承知のうえよ。その、今ここで実践して証明しても構わないわ」

「そうなのか？　なんというか、随分と剛ごう毅きなことだ」

「ええ。だって……その。何も失わないまま、復ふく讐しゆうを果たせるとは思わないもの」

　エトラが何やら一度咳せき払ばらいをして、凛りんとうなずく。

「だから構わないわお義に兄い様さま。誰だれかと想調しなければ、私は満足に輅ロ機キを駆ることすらできないもの。下劣な欲望を滾たぎらせていたあなたなら、さぞや血の気も多いでしょうしね」

　エトラがその細い指で、シリュウの唇に触れる。

「私はね、魔力だけなら稀け有うなものを有しているの。そんな私には何よりも、まずは血液が必要なの。その為ためなら──構わないわ」

「そうか。……いや、そうかもしれないな」

　目指す道は険しく果てしない。だが自分達が挑むと誓ったものは、そういうものだ。

　ならばこちらも怖おじ気けづいている場合ではない。覚悟を決めるとしよう。

　だが、あくまでもそれは、エトラと組むならばの話だ。

「お前の覚悟は分かった。そっちは納得しておこう。だが口説き文句がそれだけならば、お前と組む訳にはいかないな」

「脅迫材料まであるのにつれないこと。それも当然ね、私はまだ自分の目的とメリットを語っただけだもの。けれどお義兄様は、必ず私の提案に応じることになるわ。私の計画は、お義兄様にもメリットがあるもの」

　美び貌ぼうに浮かぶ冷たい微笑。エトラも双そう眸ぼうを薄くして、鋭く宣告してくる。

「私に従いなさい、お義兄様。共にディーヴァを陥れ、その地位を簒さん奪だつして、セツキガルド州を私達が成り上がる為の地盤にするのよ」

「な──？」

　思わず、心臓が跳ねた。

「地位の簒奪……だと？　そんなこと、容易にできるものではないだろう」

　ディーヴァは第五皇女だ。屈指の輅機の使い手だ。たとえうまく陥れられたとしても、アンセムを出されればひとたまりもない。

「平時であれば難しいかもしれません。ですがもうすぐ、その機会が訪れます」

「機会？　……何だ」

　シリュウを見下ろすエトラが、凛りん然ぜんと宣告する。

「お義兄様はまだ知らされていないようですが、来訪者がいます。セツキガルド州に皇帝が──オルドネスが査察に現れます」

「!?　奴やつがっ？　……いや、そういうことか！」

　堪たまらず声を荒らげ、そして気付く。昼間にゼウルが通信で何かを言いかけていたが、あれはこのことだったのか。

　……ああ、そうか、そうなのか。

　大天使フィグの加護を直々に受ける、あの絶対者が。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきが、およそ十年ぶりに、自分の前に現れるというのか──!!

「あれは私達の敵ですが、ディーヴァをも凌しのぐ輅ロ機キの使い手が来訪することは好機です。簒さん奪だつの策も既に考えております。軍内に潜伏するセツキガルド共和国側のスパイも何人か把握しております。当然、その符丁も。それらとお義に兄い様さまの能力と、そして私達の曲がりなりにも皇族であるという地位を利用して、このように計画しております────」

　エトラが計画の概要を語る。他者を陥れる青写真を披露する。

　静かなる青い炎を孕はらむ、凍いてつくほどに暗い策謀──。

「以上が私の策略です。お義兄様、今が好機です。これを機に魔皇国内での地盤を得て、国家転覆への第一歩としましょう」

　視界を埋め尽くす美び貌ぼう。エトラが口付けしそうなほど顔を迫らせて、告げる。

「──私に降くだりなさい。シリュウ＝スィグア」

　覆い被かぶさる華きや奢しやな肢体。銀に艶つやめく長い髪。憎悪を宿した切れ長の双そう眸ぼう。

　そんな復ふく讐しゆう者の誘いに、スィグアの負け犬は。

「──いいだろう！」

　そうか……！　ならば乗った！　是非とも乗せてもらおうではないか──！

　実際悪い話ではない。そもそも条件さえ整えば、ディーヴァよりもエトラの方が成り上がる素養を持っているのだ。表向きには勤勉で、後ろ盾は無いが人望も政治手腕もある。最大のネックとなる虚弱体質も、確かに自分と想そう調ちようすれば解決の目途が立つ。

　正直に評せば、簒奪の計画そのものは綱渡りに等しい。しかしようやく開けた道だ。この機を見過ごしておけるほど、自分の前途は明るくない。

　計画には不安が残る。だがうまく手を加えれば、実現できる見込みもある。

　これが唯一の可能性。ならばそれに縋すがりつき、この手で掴つかみ取るまでだ。

「いいだろう白銀の聖女。共に成り上がり、大義無き復讐を遂げようではないか……！」

「ええ、お義兄様。私達の血塗られた道の果てに、卑しき破滅のあらんことを」

　囁ささやくようにエトラが答え、長い睫まつ毛げを妖あやしく伏せた。

「さあお義兄様……それでは契約の印として、約やく慕ぼを交わしましょう」

「ああ、分かっている」

　両者はこれより共犯者となる。互いに互いを利用して、亡国の王子と姫が大いなる咎とがを犯す。

　そんな皇女の頭と背中に両腕を回し、覆い被かぶさるエトラを更に抱き寄せる。

　そしてシリュウも、目を伏せて──、

　……うん？

　と、しかしそこでふと気付いた。

　エトラの華きや奢しやな肩が、微かすかに震えている。

　……参った。さすがにまた意識してしまう。これは一体、どうすればいいのか。

「エトラ。その……今はやめておくか？」

　目を開けて尋ねてみた。するとエトラも目を開けて睨にらんでくる。

「……野暮な男ね。気付かないフリくらいできないのかしら」

「……あいにく男女間のマナーには疎い」

「奇遇ね。私もよ」

「そう、なのか？　とんだ女め狐ぎつねかと思ったが思い違いか」

「バカね、女狐よ。……強い自分に化けなければ、こんな真ま似ねなんてできないもの」

　どこか情けなさそうに、エトラが一つ溜ため息をついた。

　だがゆっくりと瞬まばたきをして、覚悟を決める。

「待たせてごめんなさい。いいわ。……けれどせめて、少しくらい口説きながら約やく慕ぼして」

「そうか。……その、愛しているぞ、世界中の誰だれよりもな」

「こういう嘘うそは下手ね。気休めにしても酷ひどいわ」

「悪かったな。言葉を選ぶ余裕があるほど女には慣れていない。それにお前を世界で一番綺き麗れいだと思っているのは事実だ」

「そう……なの？　そ、そう。……まあ、いつかもそんなことを言っていたものね」

　エトラが落ち着かなそうに咳せき払ばらいする。

　その華奢な肩の震えが、そっと収まった。

「不本意だわ。そんな酷い気休めで、少しとはいえ気が休まってしまうなんて」

　最後にそうと呟つぶやいて、エトラが静かに目を伏せた。

　……難儀なものだな、お互い。エトラが瞑めい目もくした隙すきに、心臓に手を当てて気を静める。

　そして同時に痛感する。

　──だが、穢けがれを恐れていては前に進めないのが、俺達の道か。

　エトラの言ったとおりだろう。きっと、何も失わずにはいられない。

　眼前の少女を見つめて、そう思った。

　自分の唇が妙に乾いている気がする。だがこの際、その不安に無視を決め込む。

　エトラが瞳ひとみを閉じている。松葉のように長い睫まつ毛げと、銀に流れる長い髪。

　その長い髪に触れる手で、シリュウはそっと、少女を抱き寄せる。

　そして──その薄い唇に、唇を重ねた。

　微かすかに湿った柔らかな感触。仄ほのかに混ざり合う互いの味。鼻から漏れる人肌の呼気が、互いの頬ほおをくすぐり合う。

　これが約やく慕ぼだ。二人は今、約慕を果たしている。

　そしてその直後、眼前のエトラが突如として消滅した。

　瞼まぶたを開けると天井が見える。少女の姿はどこにも無い。

　だがやがて、自分の体が勝手に身を起こして、頭の中からの声を聞く。

【どうやら、うまくいったみたいね】

　鈴を転がすような声。フィガロの系譜フイガロエルヴエの皇女、エトラの念話だ。

【朗報だ。脅迫された挙句『うまくいきませんでした』では笑い話にもならない。お前も唇を差し出しながら空振りしたのでは、泣くに泣けんだろうしな……】

【む……もう構わないわよ。文字どおり、犬に噛かまれただけだもの】

【まあ、そう思ってくれるなら何よりだ】

　拗すねたエトラと緊張気味の自分に苦笑しながら、頭の中で言葉を交わす。

　二つの意識が一つの肉体を共有している。約慕を果たしたエトラが、シリュウと想そう調ちようして同化したのだ。

【まったくもう……そんなことより、私の魔力も大して落ちていないわね。何よりだわ。魔力が強ければ強いほど、消費する血液の量が少なくて済むのだから】

　頭の中に、エトラの溜ため息をつく声が響く。

【本当は魔法の試し撃ちでもしたいところだけれど、さすがに深夜なので控えるべきね。それでは想調を解くわよ、お義に兄い様さま】

　そうと呟つぶやいて、エトラが想調を解く。

　背中まで伸びた銀の髪。宝珠にも似た灰色の瞳ひとみ。華きや奢しやでありながら女性らしい丸みを帯びた、どこか艶なまめかしい姿態。

　ベッドの上に再び現れたエトラが、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「やはり呪のろわしいわ。この忌まわしい血によって受け継いだ力を使わなければ、抗あらがう術すべも無いだなんて」

「そうか。だが手段を選ぶような贅ぜい沢たくもできん。利用できるものは、利用するさ」

「ええ、そうしましょう。私もお義兄様も、お互いに」

　どこか冷たさを孕はらむ声。エトラが神妙な調子で告げる。

　シリュウは自虐的に、微かな笑みを浮かべた。

「……いよいよ、始まるのね」

　何かを諦あきらめたかのように、エトラが嘆息しながら独りごつ。

「もう後戻りはできない。この国を破滅させて、そして私も破滅するだけ」

「そうなるな。国を滅ぼせたとして、何の咎とがめも受けずに済むことなどないだろう」

「ええ。そのとおりね」

　寝そべるシリュウの腹の上。エトラが自じ嘲ちよう気味に、くすりと小さく笑った。

　夜が更けていく。闇やみが更なる深しん淵えんへと向かう。

　閑と寝静まる領事館。その片隅で、少年と少女が見つめ合う。

　互いの瞳ひとみに映るものは、夢見るほどに恋い焦がれた、遠く遠く暗い未来。

「……少し話が長くなったな。お前が長居していたのでは気取られかねん。いずれ話を詰めておく必要はあるが、今は別館に戻るがいい」

「そうさせてもらうわ。それにいつまでもここにいては、狂犬に噛かまれかねないものね」

「安心しろ。そんな度胸のある犬でもない」

「あら、国家を滅ぼす度胸はあるのに？」

「別に大したものでもないだろう？　どこぞの娘でも持っているものだ」

「そうだったわね。忘れていたわ」

　互いに顔を見合わせながら、やはり自嘲気味に笑った。

「計画についてだが、俺の方も多少考えがある。それも後で話すとしよう」

「ええ。具体的な話は、また夜が明けた後で」

　シリュウの鼻先に、エトラが指先で軽く触れてくる。宵よい闇やみに紛れたまま、深夜の密会は人知れず終わろうとしていた。

　と、非難めいた声でエトラが溜ため息をつく。

「それではあなたから降りさせてもらうわ。正直落ち着かなかったのよ。……その、下げ衆すな男に、直に触れ合わせろだのと言われて」

「な？　いや待て、真に受けるな。今も布団越しなので何も分からないから安心してくれ。まったく、とても俺に裸体を見せつけた女とは思えないな……」

「なっ、あれは！　……まったくもう」

　エトラが嘆息して、そっと声を落とす。

「もう、だって仕方ないでしょう。反逆者になるのだもの。正体を暴かれてしまったら、身の安全を保証するものは何も無くなるわ。……だからせめて、最初に素肌を見られる男くらい、自分で選びたかったのよ」

「そうなのか？　光栄だ」

「……む。どうせなら共謀者にというだけのことよ。妙な勘違いはしないで」

「そうなのか？　残念だ」

「……もう、まったく」

　唇を尖とがらせてそっぽを向くと、エトラがベッドから降りた。

　そして背を向けて、もう一つ嘆息する。

「それではね、お義に兄い様さま。……この身がどうにかなる前に、せめて復ふく讐しゆうは果たさせて」

　どこか諦あきらめたような声で告げると、エトラが扉へと向かっていった。

　その声と背中の小ささに、シリュウもふと気付かされてしまう。

　……そうだな。覚悟を決めたからといって、簡単に割り切れる訳でもない。

　裏切りの意味を知っている。その上でこの十五歳の少女は、覚悟を決めている。

　エトラの右手がドアノブに迫る。

　十年が過ぎても体の華きや奢しやな、あの日の少女の儚はかなげな背中。

「──誰だれにも手出しなどさせんさ、お前には」

　少女の背中が、その動きを止めた。

「俺は犬だ。その犬に唇を差し出してまでお前は俺を選んだ。ならばその唇に忠誠を誓おう」

　年相応の小さな背中に、言葉をぶつける。

「後悔はさせない。お前の体一つくらい、守ってやる」

　仇きゆう敵てきの娘の少女。しかし唯一母の墓前に来てくれた、穢けがれた道を共に歩んでいく少女。

　振り返らないまま、エトラが呟つぶやく。

「気き障ざな男だこと」

「性分だ。諦めろ」

「そう」

　エトラの右手がドアノブに触れる。

　そして、顔を凛りんと上げて。

「期待なんてしない。けれど少しだけ──信じているわ」

　そうと言葉を残して、共謀者の少女が凛然と去っていった。

　残された者は少年一人。皇位継承権の無い皇族は、微かすかに黴かび臭くさいベッドから降りる。

　不意に額に痛みが走る。額の傷口に手を当てる。

　ディーヴァに抉えぐられた傷口が、僅わずかに膿うんで濡ぬれていた。

「ただの負け犬でいるのは、ここまでだ」

　雌伏の時は過ぎ去った。宿願成就への道が開く。

　情けも容赦も犬が喰くえ。




　──これより俺は、悪鬼と化す。




　さあ、始まりだ。

　額の傷口の膿うみを、シリュウは爪つめで強引にこそぎ落として。

　そして闇やみの中で一人、静かに口元を歪ゆがめて、笑った。






第二章◆踊れ白銀、身を尽くし









『おはよう、お義に兄い様さま。素敵な朝ね』

　せっかくのエトラの言葉だが、あの鈴を転がすような声を聞いた訳ではない。肉声でもＰＣＤ越しでもなく、ただ互いの部屋の窓越しに、唇の動きを読み取っただけ。

「願わくはその美しい声で目覚めたかったのだがな。カナリアの囀さえずりもお前には敵かなわん」

『え？　そ、そう。私もお義兄様の声は好きよ？　あなたと話をする時は、常にこうして声だけがそばにあってほしいものね』

　ＰＣＤをその手に握り、エトラが落ち着かなそうに目を逸そらした。

　深夜の逢おう瀬せの翌朝。シリュウは芝生を隔てた先の別館にある部屋を見つめて、約束どおりエトラとの密談を果たしていた。

　シリュウはエトラの唇を読み、エトラはＰＣＤを耳に当てている。シリュウの部屋に仕掛けたままのＣＣＤカメラを経由して、この部屋の音声をオフラインで拾っているのだ。

『ところでお義兄様、今の気き障ざなセリフは何なの？　寝ぼけているのかしら』

「いや、昨夜はうまく口説けなかったのでな。次回に備えて腕を磨いておこうと思った」

『……もう結構よバカ。次からは初めてという訳でもないのだから』

　エトラが赤い顔で睨にらんできた。……やはり女はどう扱えばいいのか難しい。

「それにしても、いつまでＣＣＤカメラをここに仕掛けておくつもりだ？　プライバシーなどあったものではないな」

『そうね。けれど仕方ないでしょう？　私達には必要なことだもの』

　エトラが嘆息まじりに気を取り直す。

『電話だと通信基地局に履歴が残るのであまり良くないわ。だから私はカメラに付いている集音マイクで声を拾っているのよ。お義兄様の方は、きっと読唇術くらい会得しているのでしょう？』

「多少はな。昔かじった程度だ」

『不便でしょうけれど、しばらくは我慢してもらえるかしら。明後日あさつての今いま頃ごろには電話で話していても特に怪しまれないはずよ？　何せその頃には、私はここの総領事で、あなたはその親衛隊長兼補佐官になっているのだもの』

「違いない。ディーヴァを陥れて、お前にはその後あと釜がまに座ってもらわなければ」

　昨夜に聞いた策略を思い出して、シリュウはエトラと共に密ひそかに笑う。

　条件は厳しい。だが不可能ではない。ディーヴァが相手ならば、可能性はある。

　可能性すら無かった今までとは違う。手立てがあるなら、後は実現させればいいだけだ。

　──その為ためにも、詰めておくべき点を詰めておかなければな。

　まずは致命的な懸念を除かなければ。シリュウは前髪を掻かき上げ、双そう眸ぼうを薄くする。

『あら……？』

　と、ＰＣＤを覗のぞき込むエトラが、何かに気付いて呆あきれたように溜ため息をついた。

『まったく、軍議が終わるまでは接触を控えるつもりだったのだけれど……仕方ないわね。今から少しだけそちらに行くわ。昨日そちらに忘れていった物を用意しておいて。もののついでに回収するわ』

「どうした急に？」

　呼び掛けてみるが、既に中継は切ったらしい。エトラが窓から離れて姿を消す。

　それから数分後、言葉どおりエトラがシリュウの部屋に現れた。

「おい、これでは台無しだろう。怪しまれないように電話も控えているというのに」

「すぐに帰るなら今までの付き合いと同じなのだから平気よ。それに、忘れ物を取りに来たという大義名分もあるもの」

「忘れ物？　ああ、昨日のハンカチか」

「ええ。それと、これもよ。ほら、そこに座って」

　おっと？　突然エトラにベッドに座らされた。

　続いてエトラが昨日の救急箱を手に取り、道具を用意して近づいてくる。

　そして昨日と同様に、体を前かがみにして迫らせて、額の傷の手当てを始めた。

　ん……？　思わず声を上げかける。

　肉迫する小さな美び貌ぼうと、細い指先のしっとりとした感触。

「訳が分からないわね。昨夜は暗くて気付かなかったけれど、化か膿のうしているではないの」

　間近の唇が非難がましく動く。

　まさか自分は咎とがめられているのか？　何な故ぜなのだまったく。

「ディーヴァに傷を抉えぐられたのだ。気に食わなかったので膿うみを一度こそぎ落とした」

「それで余計に傷を酷ひどくしているのだから世話は無いわね」

　エトラがピンセットで膿を取り、改めて傷口を消毒する。

　少女特有の甘い匂においと、眼前で微かすかに揺れる胸。

　……その、何のつもりなのだ、これは。

「エトラ、胸が近いぞ。それともまだ俺を籠ろう絡らくするつもりなのか？」

「な……!?　変に意識しないで。こうする為ために仕方なくやっていることなのだから」

　顔を赤らめるエトラが息をそっと吹き掛け、傷口の乾燥を促した。

　そして顔を少し離し、今度はガーゼで傷口を保護し始める。

　迅速で、それでいて柔らかな手つき。少女の指先が顔に触れてくる。

　……何故か落ち着かない。何を言えば良いのか分からない。

　エトラと共にいると、たまにこうして、普段の自分というものを見失いそうになる。

「はい、終わったわ。これで化か膿のうはしなくなるはずよ」

　エトラが道具を仕舞い始めた。

「そうか、感謝する。しかし傷口は更に痛むようになったな」

「この方が治りは早いわ。痛むのは最初のうちだけよ」

「痛み無くして得るもの無し、というやつか」

「ええ。だから痛みを伴っているのよ、私の計画も」

　エトラが皮肉げに苦笑する。そしてそっと、ガーゼ越しに傷を撫なでてきた。

　なんとなく押し黙り、エトラの行為に身を任せる。

　……なるほど、確かに最初だけだ。今はもう、じんわりと温かいだけ。

「痛」

　と、不意にエトラが目をしばたたかせて涙を流す。

「どうかしたか？」

「左目に睫まつ毛げか何かが入ったみたい。もう涙と一緒に出たみたいだから平気よ」

「そうか」

　一言呟つぶやくと、シリュウは自前のハンカチでその涙を拭ぬぐってやる。

「あ……」

　ふと、エトラが声を漏らした。そして、されるがままに瞳ひとみを閉じる。

「甲か斐い甲が斐いしいわね。どうせ汚すなら昨日私が忘れていったハンカチにすればいいのに」

「聖女の涙だ。汚れるどころか利り益やくがあるさ」

「……それも口説く練習かしら？」

「いや。単に口をついて出ただけのものだ」

「そうだったの。変態的な発言だから気を付けた方がいいわ」

「残念だ」

「ええ、本当にね」

　瞳を閉じるエトラが、どこか楽しげに声を弾ませた。

　松葉のように長い睫毛。エトラの色白の美び貌ぼうがすぐそばにある。

　エトラの涙も消え失うせた。シリュウはハンカチをポケットに戻した。

「くす」

　唐突にエトラが笑った。

「どうかしたか？」

「いいえ。ただ、今のことであの日のことを思い出しただけよ」

　エトラが灰色の瞳を開く。

「懐かしいわね。初めて会った時のことをつい思い出してしまったわ。あの時はお義に兄い様さまに泣かされてしまったけれど、こうして涙を拭ってくれたのもお義兄様だったわね」

　くすり、とエトラが微笑ほほえみかけてくる。

「下げ衆すのくせに優しいところもあるのね。泣いている仇きゆう敵てきの娘を慰めるだなんて」

「……む」

　なんとなく言葉に詰まり、顔を背ける。

「俺の方こそ意外だったぞ。あの日の幼い聖女様に、まさか脅迫されることになろうとは」

「なっ、だからあれはっ？　……心外だわ。あの日の物憂げなお義に兄い様さまが、こうも無神経に育つなんて……！」

　エトラが赤い顔で声を震わせた。

　だがやがて、気を取り直すように嘆息し、柔らかく苦笑する。

「でも、それがお義兄様の性格なら特別に許すわ。どのようなものであれ、本性を曝さらけ出すことなんて、私もあなたもここだけでしか許されないものね」

　すぐそばから奏でられる、鈴を転がすような澄んだ声。

　一人で果たすはずだった宿願を、今はこの距離で、共に果たそうとしている。

「たしかにな。ありがたいことだ」

　自虐的に苦笑する。こんな姿を曝け出せる女性など、たしかに母以外では初めてだった。

「ただあいにくだな。俺にはゼウルがいるぞ。俺の本性を知りながら、あいつは時として俺に支援すらしてくれた」

「親密だとは噂うわさで聞いていたけれどそれほどなのね。ではゼウルお兄様もあなたに気き障ざな言葉で口説かれているのかしら」

「逆だな、俺が口説かれている。俺が女なら落とされていたかもしれん」

「まあ気持ち悪い。けれど妬やけてしまうわね」

　くすりと笑うエトラに、シリュウは片かた眉まゆを上げる。

「まったく、まさかあいつに惚ほれているのか？　実の兄との禁忌に酔うあたり、お前もやはりフィガロの系譜フイガロエルヴエなのだな」

　ゼウルも似たようなことを言っていて、ディーヴァに至ってはエトラの貞操すら狙ねらっている。まったく救いようのない一族だ。

「あら……？」

　エトラが突然きょとんとして、やがて愉快げに笑う。

「そう。そう受け取ったのね。てっきり気障な自己陶酔者かと思っていたけれど、本心ではあまり自分を愛していないのね、お義兄様は」

「……どうした、何がおかしい？」

　訳が分からず眉まゆをひそめる。一体何を笑っているのだ？

「怖い顔ね。そんな顔をされたら、また泣かされてしまいそうだわ」

　言葉とは裏腹に、エトラが更に頬ほおを緩めた。

　少女が人差し指を立てて、そっとシリュウの眉み間けんのしわを伸ばしてきて、そして。

「お義に兄い様さま、笑いなさい？　笑うと幸せになれるって、お母様が言っていたわ」

　一瞬だけ目を見張った。十年前と同じ、あの日の言葉が繰り返されている。

　あの日に自分は復ふく讐しゆうを誓って、そして今は、こうして二人でいる。

「……ままならないものだな。笑みなら顔に張り付けて生きてきたというのに」

　嘆息混じりに呟つぶやき、口くち許もとを緩める。

「そういうところも似ているようね、私達は」

　とても不本意だけれど、とエトラが皮肉げに肩を竦すくめた。

「それでは私は帰るわ。これも持って帰るわね」

　救急箱を手にしたエトラが、アイロンがけの済んだ昨日のハンカチを回収した。

　そこでようやく気付いた。この少女はわざわざ、改めて傷を治しに来てくれたのか。

　いかに共謀者とはいえ、負け犬の自分を相手に──わざわざ。

　ならばこちらも報いてみせよう。踵きびすを返そうとしたエトラの手を掴つかみ、シリュウは復讐者の歪いびつな笑みを浮かべる。

「エトラ、もう一分だけ待ってくれ。手当ての礼の代わりに、お前の昨夜の計画を更に詰めておこう」

「……詰める？　私の計画を？」

「ああ。今のままでは、致命的な欠陥があるからな」

　昨夜も思ったが、エトラの計画には足りない部分がある。それはフィガロの系譜フイガロエルヴエが絶対者として君臨している理由に通じるものだ。

「仮にディーヴァを今の地位から引き摺ずり下ろせたとする。だがこの地にいるからといって、お前が総領事に繰り上がる可能性は無きに等しい。理由は明白だ。白銀の聖女には、紅の戦姫と比較するまでもなく、軍事面で絶望的に信頼が無いからだ」

　エトラの眉まゆが動く。

「軍事面……ね。確かにそうね。いくら政務で信頼を得ようと、この国では皇族にはまず戦闘能力が求められる。まして国境にある州の総領事になるということは、方面軍の頭領になるということでもあるものね」

「ああ。そうでなければ、お前とディーヴァの皇位継承順位は逆になっていたはずだ」

　このことは当然エトラも気付いていたのだろう。だからこそ想そう調ちようする相手を求め、自分と手を組むことにしたのだ。

　だが、ディーヴァを失脚させてから信頼を得ていたのでは遅い。

「今のままではエトラを総領事にするよりも、別の州で軍事面の実績がある兄弟を兼任させた方が良いという声が出るかもしれん。それを封じる為ために、お前にも軍事面での信頼が必要だ。言い換えるならば、戦功がな」

「……そうね」

　今のエトラには戦功が無い。これでは総領事の地位を得ることは難しい。

　だが挽ばん回かいする機会なら残されている。一昨日おとといの戦場で予見できたことがあるのだ。

　あれを利用すれば、ディーヴァを陥れる前に、戦功と信頼を得られるはずだ。

「安心してもらっていい。逆に軍事面で絶対的な力を有してさえいれば、お前が総領事になることに何ら問題は無いということだ。だから戦功は多少で構わない。ゼロで無ければいい。虚弱な皇女エトラも、いざとなれば敵軍を圧倒することができる──それを国内外に証明できさえすれば、オルドネスもひとまずお前を昇格させるさ」

「証明？　そうした機会がまだ私に残されているとでも？」

「ああ。但し、それを活いかすも殺すもお前次第だがな」

　くぐもった笑い声を漏らすと、シリュウは口の端を鋭く吊つり上げる。

「血の乏しいお前だ。戦功を上げることは難しい。だが、やってもらう。その血が尽き果てようともやってもらう。ディーヴァを失脚させるのは明後日あさつてだ。時間の上でも難しい。だが、やってもらう。機会が乏しくともやってもらう。俺の予想が正しければ、一度だけならチャンスがありそうだ」

　エトラの計画だけでは戦功が足りない。ならば自分の策で補えば良い。

「血は乏しくとも、魔力そのものは相当なものなのだろう？　ならば手段はある。お前の稀け有うな能力を、国内外に知らしめてほしい」

「私の……魔力を？」

「ああ」

　お前の全すべてを利用してみせる。だからお前も、俺の全てを利用するがいい。

「白銀の聖女エトラ。お前に一つ、戦功を上げてもらう」





　　　　●






　州都ノール市の中心部。防音林を間に挟んで領事館と隣接するように、軍事基地が設しつらえられている。その基地の作戦室で開かれている軍議に、シリュウはこの日の昼、セツキガルド州総領事の補佐官として参加していた。

「さて、それではリドゥンの調査の結果について報告します」

　議長に指名された二人の将校が、資料を片手に席を立った。

　侵攻作戦も既に大詰めとなっている。攻略対象のセツキガルド共和国も、残すところはイスティノという都市が一つだけだ。現在開かれているこの軍議は、セツキガルド共和国への武力侵攻の手段について議論する、最後の機会となるだろう。

「先日制圧したリドゥンですが、結論から申しますと、街の中に脅威はありません。かつてはこちらが占領した都市の施設に時限式の爆弾が仕込まれていたこともありましたが、リドゥンにそうした物品は確認できませんでした。また、住民すらいないのでゲリラの心配もありません。監視衛星が何度か上空から状況を撮影しましたが、その写真を解析しても、機影などの動きは確認されませんでした」

「一度後退させていた前線軍ですが、以上の理由により、イスティノ攻略に向けてリドゥンまで再前進させても問題無いものと判断します。報告は以上です」

　将校達が着席した。一同の視線が、この場における絶対者に集中する。

「ふむ、なるほどのう」

　第五皇女ディーヴァの口から、そんな言葉が漏れた。

　相変わらず公務には興味を示さない総領事も、今回ばかりは侵攻計画に関かかわる軍議なので、一応こうして参加している。

「ならば明日リドゥンに戦力を集め、明後日あさつてリドゥンよりイスティノへと侵攻し、セツキガルドの制圧を完了させるが良い。攻略作戦の仔し細さいは汝なんじ等らが決めよ」

　御意、と一同が畏かしこまった。

「恐れながら総領事殿下。今回の作戦、殿下にはご出陣いただけるのでしょうか」

　尋ねたのはガリンシャという少佐だった。セツキガルド方面軍における軍閥の長だ。

　だが。

「ガリンシャ。今のあれは、妾わらわの尊血を賭とすに相応ふさわしき敵か？」

　紅の戦姫が双そう眸ぼうを薄くする。

「あれは敵ではない。逃げ惑う獲物に過ぎぬ。死に損ないの匹ひつ夫ぷどもくらい、汝等のみで始末をつけるが良い」

「御意。失礼しました」

　凛りんと高雅に告げたディーヴァに、ガリンシャが厳然と頭こうべを垂れた。

　──相変わらずだな。まあたしかに今のセツキガルドには、貴様の崇拝する『戦い』など無いのだろうが。

　都市への侵攻とはいえ、これはもはやただの殲せん滅めつ戦だ。フィガロの血統と戦乱に美学を見出すディーヴァには、こんな作戦に自らが参加する価値など無いのだろう。今や敵軍は風前の灯ともし火びで、手順さえ正しく踏めば制圧などたやすいことは明らかなのだから。

　実際、敵軍は相当追い詰められているだろう。それに関しては同意見だ。

　だが……な。ディーヴァの隣の席で、密ひそやかにほくそ笑む。

　しかしおそらく、一度だけ。そしてその一度が、自分とエトラにとっての好機なのだ。

「失礼します総領事殿下。私から、陳情がございます」

　その好機を掴つかむべく、少女が作戦室に声を響かせた。

「恐れながら総領事殿下。今回の戦い、私にも輅ロ機キウィンダムを伴って従軍させていただきたく願います」

　白銀の聖女エトラだ。前線に立ったことの無い第五十七皇女が、シリュウとの打ち合わせどおりにそう進言した。

「エトラ殿下？」

「突然、何を？　お体に障さわりますぞ？」

　作戦室が俄にわかにざわめく。ディーヴァも眉まゆをひそめて首を傾かしげる。

「どうしたのじゃエトラ、汝なんじが戦いくさ場ばに立とうなどと。そもそも共和国軍はリドゥンでの敗北で既に壊滅したも同然。フィガロの系譜フイガロエルヴエの力を必要とする戦いにはならぬぞ？」

「はい。だからこそ、このようにお願い申し上げております」

　エトラが真しん摯しに微笑ほほえんで、穏やかな声色に意志の強さを滲にじませる。

「私は皇族でありながら、これまで戦場に立ったことがありませんでした。だからこそ、こうした機会を逃したくないのです。血の少なさゆえに戦うことの難しい私ではありますが、戦場の空気を肌で感じるという経験は、きっと何にも代えがたきものになりましょう。もちろん、ただ邪魔ばかりをするつもりはありません。お許しいただけるなら制圧直後にそのまま、敵勢力の首しゆ魁かいとの会合に入ることもできます」

　エトラがどこかいたずらっぽく笑い、言葉を続ける。

「お願い申し上げます、総領事殿下。セツキガルド全土の併合に向けて、戦後処理の交渉は不可欠でしょう？」

「……ふむ」

　ディーヴァが双そう眸ぼうを薄くして、エトラのその華きや奢しやな肢体を舐なめるように見つめる。

　そして、やがて白い歯を見せた。

「構わぬぞ。後方にて旗印となるが良い。但しエトラ。汝に流れる尊き血脈……ゆめゆめ安く失うでないぞ？」

「はい。お許しいただき感謝致します、総領事殿下」

　エトラがうやうやしく目礼し、楚そ々そと微笑んだ。

　一方、シリュウも心中で笑みを浮かべる。

　ディーヴァが何を懸念していたのかは見当がつく。エトラの美術的価値の損失はもちろんのこと、敗戦という恥辱でフィガロの尊血が穢けがされることを案じたのだろう。そして、そんな事態は起こりえないはずだと思い至り、許可を出したのだ。

　そうした油断に付け込もうとする者が、陣営の内外を問わず存在するとも知らずに。

「さて汝等らよ、聞いたとおりじゃ。次なる戦では妾わらわに代わり、エトラとその輅ロ機キウィンダムが軍を率いる。エトラの言葉を妾の言葉と思い、しかと従うのじゃぞ」

　そう断ると、ディーヴァが軍団長代行にエトラを、その副長にシリュウを任命した。

　肩書こそついたが、どちらも建前に近いものだ。魔皇国では皇族は輅機で前線に出るものなので、戦場での事実上の指揮権は軍閥の長にあった。

「妾わらわが関かかわる話は以上じゃな。妾は帰る。後は汝なんじ等らで決めるが良い。──おっと」

　話を切り上げようとしたディーヴァが、席を立ったところでふと声を上げた。

　そして。

「言い忘れておったがのう、明後日あさつての早朝、妾の弟のベルトランが着任する。そしてその日の正午過ぎには、皇帝陛下がセツキガルド州の査察にいらっしゃるご予定じゃ」

　…………！　途端に作戦室の空気が震える。左遷で寄越されるベルトランはともかく、皇帝オルドネスの来訪は、貴族達には危機にして好機だ。

「イスティノへの侵攻の開始は、陛下のご来訪と同日じゃ。陛下がいらっしゃる間にセツキガルド全土の平定を果たせるよう、しかと励むが良い」

『御意』

　言うだけ言うと、ディーヴァは退室していった。

　それからはリドゥンへの再前進とイスティノ攻略に向けたブリーフィングになった。少佐のガリンシャを中心として、貴族や軍人達が意見をぶつけ合い始める。

　俄にわかに活気づく作戦室には空席が一つ。両者の間に座っていたディーヴァがいなくなり、エトラの顔がよく見えるようになっている。

　軍議の最さ中なか、エトラが鋭利な笑みを投げ掛けてきて、無言で語る。

　──ここからが本番ね。

　シリュウも口の一端を吊つり上げ、無言で答えた。

　──ああ。簒さん奪だつと復ふく讐しゆうの始まりだ。

　殲せん滅めつ戦を控えての軍議。前向きな議論の裏で、復讐者達は後ろ暗く笑った。





　　　　●






　翌日の昼。リドゥンの軍事基地の格納庫の一つで、剣を佩はいた軍服姿のシリュウは、ノートパソコンのキーボードを叩たたいていた。

　重低音が轟とどろくこの第一格納庫には、トレーラーを含めた陸上輸送機やその積み荷のコンテナが大量に搬入されている。超近距離弾道ミサイルや、強力な破壊力を持つ各種砲弾など、イスティノ攻略に向けた兵器が次々と搬送され、重機で輸送機から下ろされる。

　最後の侵攻を明日に控えた魔皇国軍は、前線基地をイスティノに最も近いこの都市に移している。そしてシリュウはというと、各部門の担当者達の話を聞きながら、納入品の管理データと実物とを照合させていた。よくあることだが、今回はシリュウ専用の作戦中の臨時職、『兵へい站たん部顧問』という役職も押しつけられているのだ。

　そんな格納庫には、世界を震しん撼かんさせる最強の人型有人陸戦機が一機ある。

　雪原のように光を反射する、流線的で滑らかなその肢体。無骨な剣を佩はきつつも、その痩そう身しんが与える印象は華きや奢しやにして繊細。物も言わずただ、凛りんと艶つやめくその美び貌ぼう。

　第五十七皇女エトラの専用機、輅ロ機キウィンダムだ。全長九メートルほどの巨人が、銀色を基調としたその体を悠然と横たえていた。

　そのウィンダムを眺めて、エトラが恐縮する。

「すみません、たった一機で場所を取ってしまって。一度想そう調ちようして、場所を取らないように座らせたりすれば良かったのですが」

「輅機とはそういうものです。気に病む必要はありません。そもそも寝かせておかなければ危険です。転倒の恐れがありますので」

　白髪の方が多い将校が朴ぼく訥とつと答えた。少佐のガリンシャだ。前線基地の移動から作戦終了までは、方面軍全体の実質的な指揮はこの壮年の男が執ることになっている。

　エトラが肩を強こわ張ばらせる。

「遂ついに私も輅機を駆って戦場に立つことになるのですね。さすがに力が入ります」

「初陣で緊張なさるのは良い傾向かと。ですが心配は無用です」

　ガリンシャもウィンダムを眺める。

「予定どおりに事が運ぶなら、今回はウィンダムの出番はありません。後方で睨にらみを利かせていただくのみと考えております。昨日のブリーフィングのとおり、殿下には戦場では後方にて待機していただきます。我々が殿下のお力に頼るのは、作戦の終了後です」

　ガリンシャが顔をこちらに向けてくる。

「シリュウ様におきましても、昨日申したとおりです。臨戦時にはご自身の裁量で行動していただく所存です」

「そうか。楽ができそうでありがたいな」

「はい。シリュウ様にはいつも、最前線にて困難かつ危険な任務を担っていただいております。しかし今回は戦力の不均衡が著しいので、その必要性は無いと考えております」

「了解。やはりいつもよりは楽ができそうだ」

　朴訥と語るガリンシャに、さすがに小さく苦笑した。

　ガリンシャはディーヴァに求められでもしない限り、不必要にシリュウを危険に曝さらしたりなどしない。但し必要とあれば、ためらいなく死地に赴かせる男だ。

「恐れながら、鼓舞の意味で要人が最前線で戦う効果は小さくありません。そしてそうした任務をもし担っていただくとすれば、シリュウ様が最善です」

「はは。それも分かっているよ」

　悪意がある訳ではなく、人員の運用方法としてそれが最善策だから。そうしたある種の公平さは、正直に言えば嫌いではなかった。

　なおも納入品とデータとの照合を行いながら、シリュウは第一格納庫の中を見回す。

　軍人達が搬入を続けている。エトラから聞いたスパイの一人もこの格納庫にいるが、今は整備兵として真っ当に従事している。

　順調だ。僚軍という名の真の敵達は、非常に順調に事を運んでいる。

　侵攻の開始は明日だ。今日は搬送だけなので、必要以上の気負いは無いらしい。着々と任務を遂行しながらも、僚軍の兵士達はある意味でリラックスもしている。

　このまま順調にいけば、明日からの戦闘でも即座に勝利を収めることになるだろう。

　そう、もしも仮に、このままならば。

　そんなことを思った、その刹せつ那な。




　ッッッ…………っ!!




『なっ!?』

　突如として地揺れが起きる。直後に猛烈な轟ごう音おんに全身を殴られる。

　知っている。北から押し寄せたこの衝撃の正体を、肌が、血潮が、本能が察して叫ぶ。

　──爆撃だ！

「砲撃!?　敵襲か!?」

　基地に警報が鳴り響く。格納庫が騒然とする。状況を視認するべく兵が外に殺到する。

　シリュウもエトラやガリンシャとともに格納庫から出る。爆音が更に生々しくなる。

　黒煙と、そして砲声。北から北西にかけて、基地から一キロメートルほどのあたりで粉ふん塵じんが巻き上がる。その更に数キロメートル向こうからロケット砲が飛来する。

『こちら司令室！　ガリンシャ少佐、応答願います！』

　ガリンシャの無線に通信が入った。基地の司令室からだ。その通信によれば、リドゥンの北にある山地から敵が出現したとのことらしい。

「全軍に通達。戦闘態勢の整った小隊は即時出陣。迎撃せよ」

　ガリンシャが果断に初動指示を飛ばす。即座にそれが管内放送で通達される。

　その間にも押し寄せてくる砲弾の雨。不意をつかれた僚軍が色めき立つ。

「どこにこれだけの兵力が!?」「連中は総力戦で大敗を喫したばかりだろう!?」「まさかここで弾薬を使い果たすつもりか!?　奴やつ等らはイスティノの防衛を捨てたのか！」

　方々から飛ぶ困惑の声。しかし足はそれぞれ持ち場に向かう。

　出撃可能な小隊が出陣する。歩兵を随伴させる陸戦車両が北へと展開していく。

『敵の前進はまだ微速の模様！』『基地には絶対に近づけるな！　出撃準備の整っていない装備がまだ大量にある！』『迎撃！　迎撃せよ！　張り付かれる前に蹴け散ちらせ！』

　無線、肉声、管内放送。あらゆる声ががなり立てる。それを掻かき消す敵軍の砲火。地揺れが、爆発が、炸さく裂れつ音が、猛威を振るう敵軍の攻撃が僚軍を混乱に陥れる。

　予期せぬ砲撃。フィガロ魔皇国軍に激震が走る。

　そうした恐慌の渦中で、シリュウは乾く唇を人知れず舐なめる。

　やはり来たか──！

　魔皇国軍は世界最強だ。世界最強の絶対兵機、輅ロ機キを有しているからだ。

　だが、だからこそ魔皇国軍は致命的に弱くもある。建国以来、輅機さえ投じれば常勝であるがゆえに、軍事組織としてはそこかしこにほころびがあるのだ。この奇襲を許したものこそが、魔皇国軍の弱さだ。

　さあ、始めるぞ……！

「ガリンシャ少佐、僕も出る。前線部隊の背後の哨しよう戒かいくらいはできるはずだ。少佐は軍団長代行殿下の安全を確保次第、司令室に戻って指揮を執ってくれ」

「御意」

　返答の確認もそこそこに駆け出し、とある格納庫へ。

　あった。あれだ。目当てのトレーラーを見つけて乗り込む。

「さて、行くか……！」

　騒然とした空気の中、シリュウは単身で出陣する。

　そして基地を飛び出すなり──全速力で疾走！

　暴走暴走暴走。見る間に景色が背後に消える。フルスロットルで路地を走り抜ける。

　轟とどろく爆音。煽あおる熱波。砲弾が北の空を黒々と埋める。衝撃と轟ごう音おんが大地を揺さぶる。

『トーチカを押さえろ！　奪わせるな！』『三一八三小隊、敵の射程圏に侵入！』

　北へ北へと殺到する僚軍の部隊。無線の怒号と砲弾が飛び交う。

　その混乱に乗じて、シリュウは密ひそかに別方向へと車両を走らせる。

　なおも北の空では砲撃の雨が。だがこちらには狙ねらいを外したものが散発的に飛来するだけ。とはいえ砲火は凄すさまじい。爆発、爆発、轟音と熱波が街を押し潰つぶす。

　──そのまま戦い合ってくれ。俺と貴様等とでは、目指すものが違う！

　壊滅寸前の敵による急襲。だが自分は予測していた。先遣隊によるリドゥンの調査報告を聞いた時には確信すら得た。

　敵はリドゥンを完全に放棄して逃げた。住民すら撤退したのだ。それはつまり、敵がこの都市を壊滅させる勢いで魔皇国軍を攻撃できるということでもある。以前にあった施設の時限爆破よりも、遥はるかに大規模な破壊活動ができるのだ。

　敵にとっては、こうした展開も見越しての一昨日おとといの戦闘だったのだろう。共和国軍はあの時、ディーヴァのアンセムに屈したとはいえ、やけに撤退のタイミングが早かった。

　つまり元々二段構えだったのだろう。もしリドゥン攻防戦が劣勢なら一度撤退して、後で魔皇国軍がリドゥンに駐屯しにきた時に再起を賭かけるつもりだったのだろう。

　そして一昨日、敵は決断を下した。敵が総力戦の時として選択したのは、一昨日ではなく今日の方なのだ。

　一昨日おとといはアンセムへの対抗手段が尽きたからこそ、決戦の時を改めたのだろう。なるほど、悪くない判断だ。魔皇国軍には輅ロ機キがあるとはいえ、必ずしも無敵という訳でもない。輅機の弱点は、その猛威が一過性であることだ。

　輅機は絶対的な兵機だが、搭乗するフィガロの系譜フイガロエルヴエの血液の量という制限があり、運用時間が限られてしまう。そこを補って戦闘を継続する為ために、魔皇国軍は輅機だけでなく、戦車や戦闘機などの汎はん用よう兵器も運用している。つまり、汎用兵器部隊を壊滅させつつ、輅機の猛攻をどうにか凌しのいで時間切れまで粘れば、魔皇国軍を破ることも可能なのだ。

　但し、それはディーヴァのアンセムが前線に出ていた場合の話である。今の状況は敵軍にとってそれ以上に僥ぎよう倖こうなものだ。何せこの場には、アンセムがいない。

　アンセムという絶対的な兵機と、アンセムには担いきれない継戦能力を補う戦車などの汎用兵器。両輪である二つの軍事力のうち、その片方を欠いている。油断した汎用兵器部隊をここで潰つぶせば、追い詰められていた敵軍にも活路が開けてくる。

『Ｃ４区画の地対地が厄介だ！　航空支援はまだか!?』『敵軍の展開が早い……！　奴やつ等らめ、周到に準備していたのか！』『空に機影無し！　出せ！　制空権を取れ！』

　焦燥を孕はらむ無線の怒号。北で戦火が上がり続ける。しかし基地とはやや距離がある。

　敵はまだ南下してこない。攻撃は中遠距離射撃のみ。ここぞとばかりに僚軍が急ぐ。

『基地に敵を近寄らせるな！』『前進展開！　前進展開────！』




　──────ッッ!!




　刹せつ那なに虚を衝つく砲声が。基地から距離六千メートルほどの位置から超近距離弾道ミサイルが発射。イグリットが基地を目指して急上昇する。

　北からではない。魔皇国軍の背後、南からだ。

『な、南方よりイグリットの発射を確認っ！　目標はリドゥン基地っ！』

『直ちに撃ち落とせ！　最優先だ！　プライドット対イグリツト迎撃ミサイルを出せ！』

『不可能ネガテイブっ！　プライドット全機、北に展開中！　回頭も間に合いませんっ！』

　魔皇国軍が戦せん慄りつする。基地にはこの方面軍の兵装の実に三割が搬入されたばかりだ。それらが全すべて爆破されてしまう。

　何より基地付近の人的被害は甚大だ。士官、兵卒、職員、あまりに多くの者が一瞬にして命を散らしてしまう。

　イグリットが飛ぶ。弾道ミサイルが天を突く。この電撃戦に決着をつけ、更には決まりかけていたセツキガルド攻防戦の戦局をもひっくり返しかねない。

『イグリット降下開始！』『防衛手段は!?　何か無いのか!?』『ああ、神よ……！』『時間が無い！　総員、対ショック準備──!!』

　敵の起死回生の一手。弾道ミサイルが基地に迫る。

　無理だ、防げない、死は必定。僚軍の慟どう哭こくが耳をつんざく。

「……ああ、まったくなんてことだ。まさかここまでうまくいくとはな──！」

　だがそんな中で一人、単身基地から離れていたシリュウは歪いびつな笑みを浮かべる。

　嘘うそだろう？　出来すぎだ。あるいは天が初めて俺に味方したのか……！

　空を見上げて胸を震わす。腹の底から哄こう笑しようが湧わく。

　しかしそれは魔皇国が敗れるからではない。予想以上の好機だからだ。

　絶体絶命の危機の中、シリュウは独り、揚々と叫ぶ。

「さあ出番だぞ────エトラ!!」

　その叫びと同時刻。

　弾道ミサイルが迫るリドゥンの基地に、白銀色の輅ロ機キが敢然と躍り出る──。







　怒号と警報の鳴り響く基地の中、格納庫に横たわる輅機が一機。エトラはナイフで左手の甲を浅く切り、ウィンダムの約やく慕ぼ端末の一つに唇を寄せる。

　途端に視点が切り替わる。全すべてが普段より小さく見える。いや違う。自分が大きくなったのだ。今の自分の全長はおよそ九メートル。

　想そう調ちようだ。ウィンダムと同化した。だが落ち着いている暇は無い。

　想調者は立ち上がり、輅機のスピーカーを通じて宣言する。

「ウィンダム、出撃します！」

　疾！　麾き下かの兵士達を避けて走る。瞬く間に格納庫から躍り出る。

　鳴り響く警報。開けた視界。北の空は赤と黒。無視して南の空を睨にらむ。

　どこだ。どこだ。どこから来る？　輅機のアイセンサーを凝らして天頂を見つめて、

　────来た！

　見つけた。秒速数キロメートル。猛然と迫りくるミサイルが一基。

　一瞬にして大きく迫りくるイグリット。神速のそれを目掛け、エトラは天高く左腕をかざして発動する。

「──《鉛防壁プロン・エズイド》ォ!!」

　暗転。途端に頭上に現れる圧巻の障壁。異常極まりない大規模な鉛の壁。

　輅機を介しての魔法。辺り一帯を覆い隠すほど広大で分厚いすり鉢状の障壁を展開。

　その展開と暗転の一いつ刹せつ那なの後に、イグリットが障壁に着弾する。

　大爆発────ッ!!

（──くうううぅぅぅううぅぅぅっ!?）

　大だい轟ごう音おんと大衝撃。絶大な負荷がウィンダムにのしかかる。掲げた左腕が押され、踏ん張る両足が地にめり込む。

　永遠とも思える大爆発。だが障壁や輅ロ機キに襲いくる衝撃も、数秒の後に薄れていき──。

　そして、消える。

　エトラも障壁を消滅させ、輅機の左腕をだらりと下ろす。

　爆発が行き場を失い、天に立ち上る。黒炎が舞い上がり、粉ふん塵じんが空を埋め尽くす。

　しかし、基地に被害は無い。

　輅機を介しての広大な《鉛防壁プロン・エズイド》が、イグリットを阻んでいた。

『ひ……被害状況を確認せよ！』『あれは、殿下のウィンダム……？』『ぶ、無事だ！　戦闘を継続しろ！』『殿下だ！　エトラ様が、我々をお守り下さったぞ！』

　無線の声に熱が戻る。指示応答と喝かつ采さいが入り混じる。称賛の声が湧わき上がる。

　対するエトラは、輅機の中で苦く悶もんに顔を歪ゆがませる。

　……分かってはいたけれど、想像以上だわ……っ。

　意識が白む。凄すさまじい吐き気がする。一気に左腕の血液を失って、痺しびれを通り越して感覚が失うせる。

　輅機を介せば魔力が膨れ上がる。その分、生身で同じエネルギー量の魔法を放つよりも血液の消費量は抑えられる。だがこれほどの規模の魔法を展開したのだ。この質量と衝撃耐性では、血液の消費量も尋常ではない。

　こうなることは分かっていた。だからこそ血の乏しい自分は戦場に立たずにいた。

　しかし倒れることなど許されない。確かに今は基地を守りきれた。

　だがきっと……まだだ。

『副長より全軍へ！　第二射が来るまでに敵のＴＥＬ輸送起立発射機の位置を特定し、無力化せよ！』

　無線でシリュウが指令を飛ばした。

　そうなのだ。きっとそのとおりだ。イグリットはおそらく、一度きりではない……！

『ＴＥＬの位置を特定！　Ｅ７地区です！』『爆撃機、急げ！　第二射を撃たせるな！』

　僚軍が敵のＴＥＬを捕ほ捉そくした。とにかくそれを潰つぶさなければ。

　だが急ぐ僚軍を尻しり目めに、南から第二射が放たれる──！

（んぃ……っ！）

　輅機と溶け合いながら歯を食いしばる。

　第二射が放たれた。これ以上の魔法はもう無理だ。立ち続けることすら覚おぼ束つかない。

　だがやるしかない。次のミサイルが降ってきた。これが今回の自分の役目。

　空より迫りくるイグリットを睨にらみ、左の腕で天頂を衝つく。

「《鉛防壁プロン・エズイド》ォォ!!」

　っ……!?　途端に体が冷える。左腕に巡ってきた血をまた失う。天地がひっくり返るような猛烈な眩暈めまいに襲われる。

　しかし魔法は放たれた。障壁が爆発を受け止める。両足が更に地にめり込む。

　させない、させない、やらせはしない！　手放しかけた意識を無理やり引っ掴つかみ、ただひたすらに永遠に似た数秒間を耐え抜き──。

　そして二発目も防ぎきって、展開させていた障壁を消した。

「っ……、っ……、っ……！」

　息も絶え絶えに顔を上げる。よろめく足で立ち続ける。

　どうにか防いだ。だがまだだ。眩くらむ瞳ひとみを凝らす。次を見逃さないように空を睨にらむ。

　立っていることすら不思議な体。それでも耐えなければ。

　この基地を防衛する為ために、意識を失ってでも立ち続けなければ……！

『出撃準備よし！〈イース１〉、ＧＢ‐４離陸します！』

　その時待望の報告が届く。直後に甲高い音が走る。爆撃機の発進だ。

　機影が見る間に南へと飛ぶ。ＴＥＬを目指して空を翔かける。

　敵の命を奪いに行く爆撃機。その一直線の軌道を、エトラは眩む瞳でじっと見つめる。

　……しばらく待っていなさい。私もいずれそちらに行くわ。だから、いつか──

　一瞬にして小さくなっていく爆撃機。その銃口が、地上に向けて火を噴いて。

　────いつか、地獄で会いましょう。

　南で大きな爆発が起きる。第三射が放たれる前に、僚機が敵のＴＥＬを撃墜した。

『目標の破壊を確認！〈イース１〉はそのまま周辺の哨しよう戒かいと支援を！』『三一二一より全軍へ！　北面の敵と依然として交戦エンゲージ中！　現時点で撤退の様子は無し！』

　無線の声が飛び交う。それが水中に潜っている時のようにくぐもって聞こえる。

　血を失いすぎた。さっさと意識を手放したい。感覚が遠のいて視界がぐるぐる回る。

　だが、もうひと踏ん張りしなければ。

「……軍団長代行より、全軍へ……！　まずは基地周辺の安全の確保を最優先……！　なお、これより戦闘終了まで、軍の指揮権はガリンシャ少佐へと移行……っ。私はこれより、イグリットへの警戒に当たります……っ」

　輅ロ機キの無線機能に命令を乗せる。ガリンシャから了解と復唱が返される。

　指揮権は正式に譲った。だがまだ油断はできない。最後まで、基地を守り抜かなければ。

　左腕の感覚が戻ってくる。代わりに全身が痺しびれてくる。猛烈な吐き気に襲われるが、想そう調ちようによって実体が無いので嘔おう吐となどできない。

　異様な耳鳴りと眩暈めまいがする。平衡感覚が失われる。のたうち回りたくなるほどの異常。

　しかしそれに耐えながら、エトラはウィンダムと想調したまま、万が一に備え続けて。

　そして、数十分の時を経て。

　僚軍が北の一団以外には敵がいないことを確認して、基地の安全が確保された。

『……ラ殿下！　…………！』

　無線から聞こえる称賛の声。だが遠のく耳が認識を阻む。体が弱いにもかかわらず輅ロ機キに乗ったことを絶賛されているのだと、白む意識の中でどうにか理解する。

　……バカね。こんな無茶をするつもりなんて、私も昨日までは無かったわよ……。

　昨日の朝までは戦場に立つつもりなど無かった。だが、こうした攻勢があるはずだとシリュウが予見していた。だからシリュウの提案に乗り、今回の作戦への参加を望んだ。

　その結果、シリュウの思惑どおりになっている。

　なおも称賛の声が聞こえる。政務でしか信頼を得ていなかった自分が、僅わずかとはいえ戦功と軍務面での信頼を得た。

　なおも想そう調ちようによって僅かながら血を失う。いよいよ意識が途切れ途切れになる。

　限界など、とうの昔に越えていた。

「……殿下、お体に障ります。もう安全ですので、どうぞ輅機との想調を解いて下さい。ウィンダムの格納庫への搬送は、私達が担当致しますので」

　足下の声を輅機の集音マイクが拾った。何な故ぜだか少し、危機感を覚える声。

　いつの間にか、辺りに整備兵達がいる。出陣するべき部隊は既に全すべて送り出したらしい。周囲の安全も確保されたので、そのように促しに来たのだろう。

　基地への攻撃はあれきりだ。どうやら自分は為なすべき役割をやり遂げたらしい。

　ならば、もういいだろう。

「……はい。では、お願いします……」

　意識を朦もう朧ろうとさせながら答えた。そしてせめて搬送しやすいようにと、機体を仰向けに横たわらせてから想調を解く。

　自らの足で地上に降り立つ。堪たまらず膝ひざを突いて体を支える。

　だが、その刹せつ那な────凍りついた。

　生身になった途端、ぞくりとした。先程の危機感の正体に気付いたのだ。

　想調を解くように促したあの声はたしか、把握しつつも泳がせていた、共和国軍のスパイの一人のもの──。

「……やってくれたな、お姫さん。化け物クラスの脅威になるのはディーヴァだけと踏んでいたが、お前も腐ってもフィガロの系譜フイガロエルヴエということか」

　底冷えする低い声と、額のあたりから聞こえる撃鉄の上がる音。

「っ……」

　無理やりどうにか顔を上げる。他ほかの整備兵達が唖あ然ぜんと遠巻きにしている。手を伸ばせば届く距離に、男が一人立っている。

　そして眼前には、鈍く黒光りする銃口が、突き付けられていた。

　今回の基地への襲撃は、敵にとっては起死回生の賭かけだった。だが成功したはずのその一手は、出撃できないはずの第五十七皇女に阻まれて失敗した。

　追い詰められたスパイは、遂ついにこうして暴挙に出たらしい。たとえ後で殺されるとしても、自らの命と引き換えに、フィガロの系譜フイガロエルヴエを一人殺すことにしたようだ。

（……く……っ）

　抵抗しなければ。だが体が思うように動かない。もはや魔法ももう出せない。

　動けないのは他ほかの整備兵達も同じだ。敵の間近に皇女がいるので誰だれも銃撃できない。

　誰もこの男を阻めない。動くに動けず、見送るだけ。

「あばよ姫さん。セツキガルドに、栄光あれ……！」

　男の指がトリガーに掛かる。両目を剝むいて見届ける。

　永遠にも似た一いつ刹せつ那な。時の流れが遅くなり、鼓動は異様に速くなる。

　ここまでなのか？　これが結末か？　ここで全すべてが終わるのか？

　何も復ふく讐しゆうを果たせないまま、ここで私は、死んでしまうのか…………？




　────白刃一閃ヒユン！




　刹那、一筋の光が閃ひらめいた。

　命が一つ散らされる。赤い鮮血が宙を舞う。

　しかしその血は、自分のものではない。

　息を呑のんで、ただ茫ぼう然ぜんと見つめる。

　眼前に銃口は既に無い。そこにはただ、自分と男の間に割って入った、黒髪の少年の背中があるばかり。

「ご無事ですか、エトラ様!?」

　少年が振り返る。手にした剣を振って血を飛ばし、即座に顔を覗のぞき込んでくる。

　そして黒髪の少年は、耳元でさりげなく、こうと囁ささやいた。

「……どうやら間に合ったようだな、エトラ」







　血液の足りない体を震わせて、少女が茫然とこちらを見上げてくる。

　少女に目立った外傷は無い。魔法を使う為ために浅く裂いた傷が左手にある程度だ。銃口を額に突き付けられていたが、その凶弾を受けた様子は無い。

　……さすがに、強行軍にもほどがあったか。

　シリュウは呼吸を整えながら、安あん堵どの息を漏らした。




　エトラがウィンダムとの想そう調ちようを果たした頃ころ、シリュウは基地からも前線部隊からも離れて隠おん密みつ行動をとっていた。

　イグリットが基地を襲ったのはその直後のことだ。だが魔皇国軍に大打撃を与えるはずのその弾道ミサイルは、ウィンダムを駆るエトラによって阻まれた。

　思惑どおりだ。共和国軍が反攻し、魔皇国軍が混乱している。エトラは予定以上に戦功と信頼を獲得できそうで、そして自分はこの安全圏で次なる策略の下準備を整えている。

「恐ろしいな。こうもうまく事が運んでくれるとは……！」

　天変地異の前触れか？　こんなことなど初めてだ。全すべてが自分の青写真どおりだ。

　無人の路地で一人、天てん佑ゆうを噛かみしめながら、前髪を掻かき上げる。

　その時だった。前髪を掻き上げたせいで、傷口に触れてしまった。

　額の傷だ。

　不意に傷口が熱を持つ。まるで何かを訴えるように。昨日の朝までとは異なり、化か膿のうすることなくかさぶたが出来ている傷口が。

　──昨日の朝、エトラが再び手当てをしてくれた傷だ。

「っ……!?」

　何な故ぜなのか。途端に胸が騒ぎだす。言いようのない不安に駆られてしまう。

　そして思い出す。迂う闊かつだったか？　だが事実、ウィンダムの格納庫にはスパイもいた。

　追い詰められた敵国の人間があいつの────エトラのそばにいる。

「っ──！」

　激しく舌打ちして引き返す。潰つぶれんばかりに奥歯を噛む。

　勘弁しろ。傷口が熱い？　だからどうした、気のせいだ。そもそもここから基地までどれだけある？　仮に何かが起きるとしても、今更どうにもできんだろうが！

　そう思う。思っている。だが両足は既に全力で基地を目指している。

　ここまでの移動には車両を使った。しかしあれはもう使えない。後の策略の為ためにあれはあの場所に停車しておく必要がある。そして無人の街には今、他ほかに移動手段など無い。

　だから走る。引き返す。鍛えた肉体で飛ぶが如ごとく。

　何をやっている？　貴様は所しよ詮せん復ふく讐しゆう者だぞ？　これではまるで阿あ呆ほうではないか。

　────だが、知るか!!

　瓦が礫れきの街。荒ぶる鼓動。悲鳴を上げる筋繊維。

　無人の都市を駆け抜けて。走って、走って、ただひたすらに走り抜いて────。

　そして、数十分後。

　シリュウはエトラと銃口の間に割って入り、剣を閃ひらめかせた。




「……どうやら間に合ったようだな、エトラ」

　整備兵達が遠巻きにする中、シリュウはエトラの耳元で囁ささやき、無理やり呼吸を整えた。

　北の空には戦火が上がる。しかし砲声は収まりつつある。

　共和国軍の起死回生の一戦も、じきに終わることだろう。

　灰色の瞳ひとみが虚うつろに開く。エトラがこちらを見上げている。

　そんな少女を見つめ返し、剣を鞘さやに納め直す。

　そして返り血を浴びた軍服を脱ぎ捨てて、少女の体を横抱きにした。

「宿舎まで運ぶ。寝ているといい」

　小声で密ひそかに告げた。エトラの唇が微かすかに動く。

「……酷ひどい汗ね……」

「ヒーローならば颯さつ爽そうと駆けつけたのだろうがな。だがあいにく、俺に正義など無い」

　小声で低く吐き捨てる。

　そんな相棒に、エトラが溜ため息混じりにうっすらと微笑ほほえんで。

「……相変わらず、気き障ざな男だこと…………」

　最後にそう呟つぶやいて、意識を手放した。

　いずれ戦闘は終わるだろう。軍の指揮権も既にガリンシャに委譲されている。

　総領事の地位の簒さん奪だつに向けた準備も先程済ませた。兵装の在庫確認の続きをしなければならないが、それは戦闘終了までは無理なことなので保留だ。

　自分が現在果たすべきことは、全すべて果たし終えた。

　ならば次は、夜だ。一度瞑めい目もくすると、シリュウは口を結んで開眼した。

『……ぐ』

　立ち尽くしていた整備兵達が、称賛の声を上げるべきかどうかを迷った挙句に押し黙った。白銀の聖女を守った少年の生まれを思い出したのだろう。

　まったく、どこまでも救えない国だ。

　背を向けたまま一つ息を吐く。そして整備兵達に軍医の手配を頼むと、エトラを抱いたまま将校用の宿舎へと歩を進める。

　さらりとシリュウの前髪が揺れて、額の傷口を撫なでた。

　……まったく。

　少女の寝顔を眺めて、もう一つ息を吐いた。

　前髪が傷を刺激する。だがもう熱は感じない。傷口は既に癒いえつつある。

　この傷は、腕の中の少女が昨日、特に理由も無く治療してくれたものだった。





　　　　●






　しばらく意識を失っていたエトラが、まともに会話できるくらいまで回復した。シリュウがそんな報告を受けたのは、夕食を済ませた後のことだった。

「調子はどうだエトラ？　見舞いと戦況の報告に来たのだが」

　エトラに宛がわれた部屋に入るなり、シリュウはベッドのエトラに声をかけた。

「見てのとおりよお義に兄い様さま。急に動くとまだ立ちくらみがするの」

「ならばそのまま寝ているといい。礼儀の必要な間柄でもないだろう」

「優しいのね珍しく。何か悪い出来事の前触れかしら？」

「おそらくな。どこぞで戦争でも起きるかもしれん」

　横たわったまま微笑ほほえむエトラに、シリュウも皮肉げに笑った。

「ところでお義兄様、人払いは済ませているのかしら？」

「そうでなければこんな口など利けないさ。『皇族以外の耳にはまだ入れられない報告がある』と言えば、扉の前で護衛に当たっていた連中もさすがに離れたぞ」

「それなら構わないわ。とはいえ、戦況の報告は特に必要無いのだけれど。今日の戦いの結果も、どうせあなたの読みどおりなのでしょう？」

「偶然にもな。敵の奇襲の結果も、お前が領事館に戻って療養することが決まったことも」

「そう。やはり何もかもが予定どおりのようね」

　シリュウは口の一端を吊つり上げる。

「順調だ。例の計画の準備についてもな」

「あら。それはとても素敵なことね」

　ベッドに臥ふせるエトラが肩を揺らして笑う。

　と、不意にエトラが顔をしかめた。動いた弾みに眩暈めまいがしたのだろうか。

　思わず駆け寄ろうとする。だがふと、自分にはそんな資格など無いことを思い出した。

「……大丈夫か？　無理に動こうとするのはやめた方がいいぞ」

「平気よ。今のは油断しただけ。あいにく貧血には慣れているもの」

　そう言って、エトラがゆっくりと息を吐き出した。

　──広いベッドに横たわる、十五歳の少女の、華きや奢しやで小さな体。

「……お前の軍務面での評価を改める動きも見え始めている。当然だな。軍事に関してはお飾りでしかないと思われていた姫君が、弾道ミサイルを二つ防いでみせたのだから」

　今日、エトラは英傑になった。そうなる為ための策を自分が授けた。

　その結果──少女は今、弱々しく臥ふせっている。

「すまなかった。お前がこうなると知りながら、俺は」

「──やめて」

　鋭い声と眼まな差ざし。その刹せつ那な、エトラがかつてないほど厳しく睨にらんできた。

「別の気遣いなら嬉うれしいわ。けれどそれはやめて。私を共謀者と認めているのならやめて。そんなものが介在してしまえば、私達は私達でなくなってしまう」

「……そうだな。どうかしていた」

　頭かぶりを振り、己の浅ましさを恥じた。

　承知していたはずだ。全すべては宿願を果たす為ため。その為なら、互いに互いを利用する。

　その覚悟はエトラもしていた。だから自分の策を受け入れたのだ。

　ならば二人の宿願の妨げとなるその気遣いこそ、エトラに対する否定に他ほかならない。

　短く息を吐き出し、自らを戒める。

　そしてシリュウは、皮肉げに口の一端を吊つり上げてみせた。

「すまなかったな。すまなかったと詫わびてしまって」

　ベッドに臥ふせるエトラも、皮肉げに苦笑する。

「そちらは聞き入れてあげても構わないわ」

　いたずらっぽさを孕はらむ言葉。その声は相変わらず、鈴を転がしたように澄んでいた。

「それにお義に兄い様さま。実際、策の発案そのものには感謝しないでもないわ。おかげで私が軍事的に有用であることを証明できたもの。ただディーヴァを追い出すだけよりも、遥はるかに総領事の後あと釜がまに据えられやすい状況を生み出せたわ」

「その為の策だ。そうなってくれなければ困る」

「ええ。だからこんな目に遭わされても、感謝しないでもないのよ」

　エトラがからかうように苦笑した。

　そして、声音を落ち着かせる。

「それに、他にも感謝しているわ。私が輅ロ機キとの想そう調ちようを解いた、あの時のことも」

　エトラが微かすかに目を細めて、自らの額にそっと触れる。

　銃口を突き付けられていたはずの額は、傷一つ無く美しいままだ。

「迂う闊かつだったわ。スパイが紛れ込んでいることは知っていたし、ディーヴァを陥れる為に彼かれ等らを利用しようとさえしているのにね。あの時、私は死んでもおかしくなかった。けれどそうはならなかった。鼓動も呼吸も続いている。復ふく讐しゆうも、続けることができる」

　怜れい悧りな中に、どこか穏やかさも孕む声。

　病床の義ぎ妹まいが、こちらをやんわりと見上げて、そして。

「ありがとう、お義兄様。私を守ってくれて」

　その薄い唇を、そっと横に広げた。

　なんとなく、一瞬呆ほうけた。

　救軍の皇女を庇かばってから四半日。称賛と感謝の声が初めて寄せられた。

　思えば自分にこうした反応を見せる者など、あの第三皇子以来だろうか。

「いや」

　短い言葉だけが、口から漏れる。

　……まったく。やはりこの国は、どこまでも救いようが無い。

　そう思いながら何な故ぜなのか、小さく笑みをこぼしていた。

「言っただろう。お前の体一つくらい守ってやると」

「ええ。けれど言ったでしょう？　期待なんてしないと」

「ならば期待以上の働きをした訳か。褒美が必要になるな」

「既に支払い済みよ？　何せあの白銀の聖女と、こうして二人きりで言葉を交わせているのだから」

「そいつは望外の喜びだな」

「ご堪たん能のうあそばせ、お義に兄い様さま」

　シリュウが肩を竦すくめると、エトラもベッドの上で肩を揺らした。

　既に夜も更けていた。衣きぬ擦ずれの音だけが、微かすかに響いている。

　人払いをした一室に集うのは、志を同じくする二人の復ふく讐しゆう者のみ。

　明日、その復讐の序章が、幕を上げることになる。

「弾道ミサイルを防ぎきったお前の魔力でも、ディーヴァには遠く及ばないのか？」

　エトラの魔力が稀け有うだとは聞いていた。実際に目の当たりにして、それが偽りではないと知った。

　そのエトラでも、ディーヴァとの武力衝突は、皇帝に任せなければならないものなのか。

「魔力そのものは僅きん差さではないかしら。血液の量の問題も、お義兄様の存在が解決してくれるわ。けれどやはり交戦エンゲージは避けるべきね。序列上位の皇族が有している切り札が、私には使えないもの」

「……それはやはり、あれか？」

「ええ」

　す、とエトラが目を薄くする。

「フィガロの系譜フイガロエルヴエ、その各人固有の最強の魔法。──神代の詩エク・セ・レスタ」

　短い嘆息が、エトラの唇から漏れる。

「神代の詩エク・セ・レスタには捧ほう貢ぐと呼ばれるものが必要なの。一定量の捧貢を集めれば神代の詩エク・セ・レスタを習得し、集めた量が増えるほど強力になっていく。その捧貢となるものは人それぞれなのだけれど……私にはまだ、それが何なのかすら見つかっていないのよ」

「捧貢、か。なるほどな」

　第三皇子のゼウルなら自身の捧貢も見つけているはずだ。尋ねてみればエトラの捧貢を探すヒントになるかもしれない。

　とはいえ、それは今すぐにできそうなことではない。

「今からそれを探していては遅いか。ディーヴァの地位を簒さん奪だつするのは明日だからな」

「得策ではないわね。当初の予定どおりオルドネスを利用するべきだわ。……ただ」

　そこで不意に、エトラが言葉を切った。

　ベッドの少女が左手を見つめる。そしてゆっくりと、その掌てのひらを左胸に当てる。

「まだ見ぬ私の捧ほう貢ぐだけれど──なんとなく今日、少し集まったような感覚があるの」

　それは朗報だ、とシリュウはエトラのベッドに腰掛ける。

「見当がつくならそれに越したことは無い。ではエトラ、今日は何があった？　何かこれまでとは違う特別なことでもあったのか？」

「やはり今日が初陣だったということかしら。か弱い聖女なんて戦場では足あし枷かせでしかないものね。それ以外で考えるとすれば、あとは──」

　エトラがいたずらっぽく首を軽く傾け、再び自らの額に触れる。

「まあ、そうね。今日はこれまでと違って、誰だれかさんに愛されたような気がするわ」

　ぐ……。なんとなく視線を逸そらし、双そう眸ぼうを薄くする。

「……妙な受け取り方はよせ。他意は無い」

「分かっているわよ。本気ならこんな冗談なんて言えやしないもの」

　くすりと再び笑い、エトラが手を下ろす。

「けれど、守ってくれたことには感謝しているわ。お姫様にでもなった気分だったもの」

「……阿あ呆ほう」

　どうも落ち着かなくなって短く吐き捨てる。するとエトラが、もう一度微笑ほほえんだ。

　身じろぎするとベッドが軋きしむ。エトラの美び貌ぼうがそこにある。

　銀の前髪が愉快げに揺れる。狭い額が時折覗のぞく。

　──今日、自分がこの手で守り抜いたもの。

　なんとなく、その額を眺めて。

　そしてなんとなく、触れた。

「え？」

　エトラが目を丸くする。頬ほおを染めながら髪を指先でもてあそぶ。

「……えっと、何かしら？」

「え？　……あ、いや。すまない」

　我に返って自分の行動に気付く。いつの間になんてことをしているのだ。

　早くやめなければ。そう思う。

　だがなんとなく、そのままでいてしまう。

「ええ。その、まあ別に、構わないけれど……」

　戸惑うように細くなる声。落ち着かなそうに、エトラが視線を泳がせる。

　だがやがて、何やらこちらを睨にらみながら、仕返しとばかりにこちらの額に触れてきた。

「ど、どうした」

「……そ、それはこちらのセリフでしょう？　お義に兄い様さまから始めたことではないの、バカ」

「そうだったな。それは……すまない」

「もう……」

　白いその頬を色付かせて、エトラが不ふ貞て腐くされるように呟つぶやいた。

　それからしばらく、何な故ぜかそのまま無言でいた。

　静寂が部屋に沁みわたる。衣きぬ擦ずれの音が微かすかに響く。

　掌てのひらも、額も、どこか穏やかな熱を帯びている。

　何なのだろう、これは。自分のしていることなのに、自分でもよく分からなかった。

「……すまなかったな、突然」

　間が持たなくなったことに気付き、シリュウはエトラの額から手を離した。

　エトラも小さく苦笑して、そっと手を離してくる。

「構わないわ。きっとそういう気分になることもあるでしょう。私達はずっと、一人きりだったから」

「そうだったな。一国を滅ぼすには、少しばかり貧しい戦力だ」

「ええ。けれど今は、あの頃ころとは違うわ」

「違いないな……ありがたい」

　口の一端を吊つり上げて、自虐的な笑みをこぼした。

　かつてはどうしようもなかった。復ふく讐しゆうを果たす道筋を当ても無く模索するばかりだった。

　だが今は違う。自分はエトラを得て、エトラも自分を得た。













　たとえまだ一国を滅ぼせないとしても、その第一歩なら今、ようやく踏み出せるのだ。

「本題に移るぞ」

　シリュウはその黒い双そう眸ぼうを薄くする。

「兵装の棚卸しのデータは改かい竄ざん済みだ。敵軍のスパイの符丁を教えてくれ。例の情報を、事前に匿名でリークしてやらねばならん」

「闇やみに紛れて本日最後の仕事を、という訳ね。けれど全すべてをあなたに説明するのは少し難しいわね。だから、その……私がリークした方が早いと思うのだけれど」

「その体でか？　無理だろう。それに今のお前が部屋から出るのはさすがに怪しまれる」

「む……察しが悪い男ね。あなたの体を貸しなさいと言っているのよ」

　ひと睨にらみしてきたエトラが、微かすかに頬ほおを赤く染める。

「だから想そう調ちようしましょう、お義に兄い様さま。私の魔法も組み合わせた方が、あなたも隠おん密みつ行動が取りやすいでしょう？」

　これには少し面食らった。……構わないのか？

「そうか。では頼む。……しかし、お前は極力約やく慕ぼを避けるものだと思っていたのだが」

「なっ、バカ。今更でしょう？　それにきっと、これから何度も繰り返すのよ、バカ」

「そうか。まあ、そうだな……」

　受け答えが妙に不ぶ恰かつ好こうになってしまった。それはエトラも同様だ。

　だが宿願成就は遥はるか先だ。望む未来を手繰り寄せる為ために、エトラも覚悟してくれたのだ。

　そう自分自身に言い聞かせると、シリュウは横たわるエトラに向き直った。

「ん……」

　エトラが瞳ひとみを閉じる。端整な顔が微かに強こわ張ばる。

　その強張りが伝でん播ぱしてくる。罪の意識が芽生え、触れ合うことにためらいを覚える。

　だが、そのことには無視を決め込んで。

　そして、少女のその桜色の唇に、唇を重ねた。

　そっとエトラの体が消える。その感触が薄れていく。

　約慕を経た二人は、二度目となる想調を果たした。

　エトラが落ち着かなそうに呟つぶやく。

【……まったく、天使も無粋な真ま似ねをするものね。人間の約慕端末を口にするだなんて】

【まあ、そうだな】

　何と答えれば良いのか分からず、そうとだけ返した。

【さてと……お義兄様。準備が整えば、いよいよ明日ね】

　気を取り直したエトラが低く呟いた。

　シリュウも気を取り直し、笑みを忍ばせる。

【ああ、明日だ。総領事ディーヴァを陥れ、皇帝オルドネスに後始末をさせてやる。そして明後日あさつてには、お前がセツキガルド州の総領事だ】

　計画はまだ途上。だがひとまずここまでは成った。おおむね順調に進んでいる。

　とはいえ油断はできない。時折ぞくりと背筋が冷える。

　事をうまく運べている。しかしどこかに落とし穴は無いだろうか。元より綱渡りの計画だ。ただ断念するだけならまだ良い。危き惧ぐしているのは、それ以上の事態。

　──途中で計画が暴かれて、復ふく讐しゆうを果たす前に、逆に自分達が裁かれてしまわないだろうか。

　だが、既に賽さいは投げられた。ならばひたすら突き進むしかない。

　願わくは明日、この陰湿な復讐劇の序章が、つつがなく成らんことを──。

　シリュウは一度瞑めい目もくする。

　そして開眼し、踵きびすを返した。

「それでは、罠わなを仕掛けに行くとしようか」

　低い声で呟つぶやくと、シリュウは暗い廊下へと続く扉を開けた。






第三章◆そして企ては暴かれる。やがて陰謀は裁かれる。









　時折背筋が震えるほどに、暗く冷たい朝だった。

　リドゥン基地の機能は既に動き出しつつある。輸送の予定が組まれているからだ。血液の欠乏したエトラは、療養の為ためにウィンダムと共に領事館に戻ることになっている。

　そんな軍団長代行の部屋を、シリュウは昨夜同様に人払いをして訪れていた。

「例のトレーラーやコンテナに関する異変も、何者かに気付かれた様子は無い」

　みしりとベッドに腰掛ける。そのベッドでは、小奇麗に身なりを整えたエトラが上体を起こしている。

「ここまでは順調だ。兵装の管理データの改かい竄ざんを気取られた様子も無い。スパイ達にあのコンテナや監視衛星の飛行時刻などの情報をリークしたが、そのことも勘付かれてはいない。格納庫の当直や各人のＲ＆Ｒ休養と回復のスケジュールも把握済みだ」

　そう、とスーツ姿の第五十七皇女が頷うなずく。

「それは何よりだわ。では、あとはトレーラーに載せるコンテナを積み替えるだけね」

「ああ。共和国軍にもまだ降伏してもらっては困る。俺達が総領事の地位を簒さん奪だつするまでは、生き延びてもらわなければな」

　歪いびつに吊つり上がる口の端。二人は後ろ暗く笑い合った。

　これからエトラが領事館へと戻る。ディーヴァの実弟のベルトランも着任する。

　そして正午過ぎには、皇帝オルドネスが領事館を訪れる。

　今日はそういう、特別な一日だった。

「それにしても、本当にベルトランは輅ロ機キを剝はく奪だつされたのだな。まさかセツキガルド州にあの双子が揃そろい踏ぶみになるとは」

　以前から聞いてはいたが、改めて考えるととんでもないことだ。有能か無能かの違いこそあるが、あの双子は似たような性質を持っている。実際ベルトランは、前の赴任地では十指では数えられないほどの女を身み籠ごもらせてきたそうだ。

　そんな連中のもとに……エトラは戻るのか。

　この頼りない体で、たった一人で。

「……体調が優れないのだろう？　領事館では気を付けるがいい。奴やつ等らは貞淑な女を犯すことを生き甲が斐いとしているのだからな」

「あら──？　そう、そうなの。くす」

　思わぬところでエトラが微笑ほほえんだ。……どうしたのだ突然。

「おかしなことを言うのね。あの双子のその悪癖こそが、今の私達には一いち縷るの希望だというのに。けれど忠告は受け取っておくわ、お義に兄い様さま」

　小さく揺れる華きや奢しやな肩。義理の妹が愉快げに口を横に広げる。

「私達にとっては良い傾向かもしれないわ。いずれ私達は本当に、あの紅の戦姫を凌りよう駕がするほどの魔力を得られるかもしれないわね」

　ん……？　いよいよ眉まゆをひそめて首を傾かしげる。

　訳が分からない。一体どうしたのだこの少女は。

「ともかく私のことなら平気よ。こういう事態に備えて、お義兄様に私の様々な初めてを奪わせたのだもの」

「……その、すまなかった。いくら見せつけられたとはいえ、目を離さなかったのは俺の意思によるものだ」

「ええ、経緯が何であれ責任は常に男が負うものよ？　そして犬のしたことくらい、許してやるのが私の務めね」

「お優しいことだ。しかし犬になって久しいが、まさか女め狐ぎつねに躾しつけられようとは」

「安心なさい。たとえ中身は狐でも、上うわ辺べだけなら聖女だもの」

　エトラが臆おく面めんも無く凛りんと微笑む。

「なるほど。飼っていただけて光栄だ」

　既にエトラも腹はくくっているらしい。ならば少し分からなかったこともあるが、今更とやかく言うこともないだろう。

　あとは二人、同じ未来を掴つかみ取るべく、それぞれの務めを果たすばかりだ。

「もうすぐ時間ね」

　そろそろ出発するらしい。エトラがベッドから下りて身支度を整える。

　そして最後に、冷たい笑みをそっと浮かべた。

「──それでは始めましょう、お義に兄い様さま」





　　　　●






　靄もやが薄暗く立ち込める朝。格納庫の見張りの任務に当たっている兵卒は、他ほかの見張りとともにあくびを噛かみ殺す。

　そんな第一格納庫に、人影が近づいてきた。

「！　おはようございます、殿下！」

　兵卒達は機敏に敬礼する。人影の正体は、第五十七皇女にして軍団長代行のエトラだ。

「おはようございます皆さん。楽にして下さって結構ですよ」

　エトラがゆっくりと返礼して、柔和に微笑ほほえんできた。領事館での療養が必要になるだけのことはあるらしく、その顔色は優れない。

「ありがたき幸せ。ところで殿下、こちらに何かご用がおありでしょうか」

「はい。こちらに置いてあるウィンダムを、輸送機に積み込みに来たのです」

「御身が自らですか？　しかし想そう調ちようすれば、更にその血を消耗させてしまうのでは……？」

「ハンガーまで移動するだけですから、血液の消費も無いに等しいですよ。それに私も魔皇国の姫。せめて輅ロ機キのことくらいは、自分で為なさなければなりません」

　澄んでいながら芯しんの通った声。白銀の聖女が、凛りん然ぜんとした中に親しみやすさも滲にじませる。

　ディーヴァと違って畏い怖ふの対象ではない。高貴にして柔和だ。だがこの柔和な姫君は、間違いなく昨日、最も多くのフィガロ人を救った英傑だ。

　ああ。やっぱり、エトラ様の方が……。兵卒は思わずそう考えてしまった。

　昨日までは、どれほど問題があろうとディーヴァほど総領事に相応ふさわしい者はいないと思っていた。だが昨日のエトラの活躍を目の当たりにして、考えを改めつつある。

　血液量の問題こそあるが、エトラも強者であることには変わりないらしい。ならば家柄の繋つながりがある貴族達は別だろうが、ただの平民の自分達からすれば、ディーヴァよりもエトラに総領事になってもらった方が──。

「……ところで、少しお願いがあるのですが」

　そんなことを思っていたところへ、不意にエトラが僅わずかに顔を伏せた。

　そして、こう命じてくる。

「これより私はウィンダムと想調します。ですがただ、昨日のことがあるので、無防備になる想そう調ちようの前後は一人きりでいたいのです。……ですので、私が中から開けるまでは扉を閉め切って、絶対に誰も中に入れないようにして下さい」

「え──？　あ、ぎょ、御意にございます殿下」

　一瞬面めん喰くらいつつ、我に返って敬礼した。

　はて、体調が厳しいせいだろうか。一瞬エトラの声色に違和感を覚えた。

　何やら冷たくて暗いものを思わせる、そんな違和感を。

「それでは殿下、どうぞ」

　密ひそかに訝いぶかりつつも、兵卒は格納庫の扉を開けた。

「はい。それでは、よろしくお願いします」

　エトラが扉をくぐる。その顔は僅わずかに伏せられていて、よく確認できない。

　ただ心なしか、口くち許もとを歪いびつに緩めているようにも見えた。

　……いや、気のせいだな。

　ここには輅ロ機キ以外にも、武器弾薬を積み込んだコンテナや、コンテナ運搬用のトレーラーなども収められている。それらがもし敵に奪われでもしたらとんでもないことだ。

　だが心配は要らないだろう。現在トレーラーには空のコンテナしか搭載されていない。武器を奪うにはコンテナを積み替えなければならないが、それには輅機か専用のリフトが必要だ。肝心のそのリフトは、不意の盗難を防止するべく別の場所に置かれている。

　輅機に至っては言わずもがな。あの白銀の聖女に限って、そんな真ま似ねをする訳がない。

　まったくどうかしていたな。あのお方を、たとえ一瞬でも疑ってしまうなんて。

　そう自戒しつつ、兵卒はエトラの命じたとおり、中に誰も入れないようにしっかりと扉を閉めた。







「……さて。急がなければならないわね」

　第一格納庫に入ったエトラは、足早に輅機のもとへと向かった。

　スパイがここの装備を奪うことは容易ではない。奪い取るにはまず、コンテナを積み替えなければならないからだ。

　積み替えようにも、さすがに専用のリフトはここには置かれていない。トレーラーは奪えても装備までは奪えない。……でも。

　一人きりで潜り込んだエトラは、密やかに冷笑する。

　リフトはここには無い。──だが、輅機なら。




　数分後。エトラはウィンダムと想調したまま、ハンガーの輸送機に乗り込んだ。

　そして去り際にシリュウを軍団長代行に任官すると、リドゥンの地から飛び立った。
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　エトラを乗せた輸送機が、都市へと向かって高度を下げていく。セツキガルド共和国の元首都で、現在はフィガロ魔皇国領セツキガルド州の州都である、ノール市だ。

　領事館に隣接する軍事基地に降り立ったエトラは、戦線離脱に関する事務手続きを基地内で処理していく。そうした雑務を済ませて領事館の別館に戻った頃ころには、時計の針は既に十一時を回っていた。

　別館内の輅ロ機キ用の格納庫に到着したエトラは、ウィンダムとの想そう調ちようを解き、自らの足で床を踏みしめる。

　と、その足がふらついた。

「……参ったわね。最後まで耐え続けられるのかしら、この虚弱な体は」

　さっさとベッドで横になりたい。だが自室での療養に入るのはまだ少し先だ。

　渡り廊下を通り、閑散とした別館から慌ただしい本館へと入る。正午過ぎに到着予定の皇帝オルドネスの歓待に向けて、各人が準備に追われている。

　どうにかそんな臣民達に楚そ々そとした笑顔で挨あい拶さつを交わすと、帰還の報告をするべく、総領事のディーヴァの居室をノックした。

「入るが良い」

　声に促されて中に入る。するとそこには、燃え盛る焔ほのおのように朱あかい髪の男女がいた。

　第五皇女のディーヴァと、その双子の弟のベルトランだ。予定どおり、ベルトランもセツキガルド州に着任したらしい。

「ディーヴァ様、不肖ながらただ今戻らせていただきました。ベルトラン様も息災のようで何よりです」

「よく戻ったのう。傷は負うてはおらぬか？　汝なんじの玉の肌、妾わらわが調べてやっても良いぞ」

「勿もつ体たいないお言葉です。幸い貧血のみで、戦による傷は一つもございません。皆がよく戦ってくれました」

「くふふ。そうか。初陣、大儀じゃ」

　ディーヴァがちろりと舌を出し、好色そうな笑みを覗のぞかせた。

　その隣に立つベルトランが、飛び出し気味の瞳ひとみで舐なめ回すような視線を寄越してくる。

「ぐふふふ。久しぶりだなエトラ。ますます美しく育っているようでなによりだ」

「……まあ、お戯れを。あまりからかわないで下さい」

　恥じらいの表情を浮かべながら、心中で唾だ棄きした。

　さて、と席に着くディーヴァが笑う。

「大儀じゃったのうエトラ。制圧を前に帰還したことは残念じゃが、先の戦での活躍は聞いておる。しばらく体を休めるが良い。なれど、皇帝陛下の出迎えには顔を出すのじゃぞ」

　余裕を滲にじませるディーヴァに、御意、とうやうやしく頭こうべを垂れる。

　ディーヴァにとって、武とは尊く、自身の血潮も尊いものだ。ひとたび戦場に立てば、その血をもって状況を一方的に支配できるだけの力を有している。だがゆえにこそディーヴァは、敵を安易に敵とは認めず、戦場を軽々しく戦場とは認めない。

　三日前のリドゥン侵攻でも圧勝した上に、昨日は自軍が最後の罠わなをも打ち破ったのだ。だからこそ高たかをくくっているのだろう。もはやろくに武器も無い敵からは、大した抵抗を受けないはずだと。

　そんな総領事に、エトラは密ひそかにほくそ笑む。

　──私達の計画がうまくいくとすれば、自ら出陣しなかったあなたのその油断が命取りになったということよ。

　顔を上げながら、エトラは楚そ々そとした微笑を満面にたたえる。

　そして報告としばしの歓談を済ませると、自室に戻るべく辞去した。
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　同じく、午前十一時過ぎ。シリュウはリドゥン基地のハンガーにいた。

　リドゥン基地に駐屯する魔皇国軍は、一二〇〇時十二時から出陣に向けた準備に取り掛かり、一三三〇時十三時半にはここを発たつ予定になっている。慌ただしくなる時間を控え、今は兵達が交代で食事を摂とるなどしており、基地も比較的に静かだ。

「……この時間に視察なさっても、大して意味は無いかと存じます。出撃の準備を始めている戦闘機なんて、まだ殆ほとんど無いんですから」

　整備中隊の曹長が疎ましげに口を開いた。迷惑だと言外に非難してきている。

　無論、相手がシリュウでなければこうした態度にはならないだろう。

「分かっている。だが今は僕の体が空いているからね。意味合いが薄いとしても、兵へい站たん部顧問としてできる限りのことをしなければ」

　だから今しばらく付き合ってもらおう。適当な理由をつけて、ハンガーの中を巡る。

　ブリーフィングは朝に済ませた。決戦を控えた基地は静けさに包まれている。戦いの準備が始まれば、あとは勝利の瞬間まで、騒然とした殺気が飛び交い続けることだろう。

　……そう。もしもこのまま、不測の事態が何も起きなければ。

　シリュウは時計の針を確認して、密やかに口の一端を吊つり上げる。

　と、まさにその瞬間だった。




　警報────!!




「えっ!?」「な、何だ突然!?」

　突如として警報が鳴り響く。一転してリドゥン基地が騒然とする。

　一体何事なのか。警戒を強める基地内に、通信士による放送が響き渡る。

『第一格納庫にて異常事態発生！　潜伏していた敵軍スパイが守衛や整備兵を殺害し、格納庫内のトレーラーを強奪！　トレーラーは東門を突破してイスティノ方面へと逃走した模様！　なお、該当トレーラーは我が軍の装備を収めた大型コンテナを積載している可能性あり！　敵軍に合流される前に、速やかに撃破せよ──！』

　逼ひつ迫ぱくした声が基地に響く。途端に基地全体が目を覚まし、僚軍の兵達が事態の収拾と戦闘への警戒に向けて動き出す。

「スパイだと!?　昨日の殿下襲撃といい、どうなってるんだ！」

「敵の手に渡る兵器次第では、陛下の来訪中に完全制圧するという総領事殿下の意向に添えなくなるかもしれん……！」

「そもそも装備が盗まれたかもってどういうことだ!?　トレーラーには空のコンテナしか積んでないはずだろ！」

「そのはずだし、コンテナ搬送用のリフトも第一格納庫には置いてないはずだ！　まさかよそから持ってきたのか!?」

「それなら事前に騒ぎが起きてるはずだろ！　けどそんなモンは無かったぞ！」

「じゃあどうやって積み替えたんだよ!?　それ以外には考えられないだろ！」

「ああ、あれだけのデカブツを積み替えるには、他ほかに方法は──！　……あ……っ」

　と、その時整備兵の一人がハッとして、呟つぶやく。

「いや、リフトを持ってこなくても……同じ格納庫の中にあった輅ロ機キなら……」

『──っ!?』

　ハンガーに戦せん慄りつが走る。整備兵達が思わず口をつぐむ。

　まさかあのお方が？　動機は何だ？　そんなことをしてあのお方にどんなメリットが？

　混乱に拍車がかかる。他の可能性を探る。だが既に悟りつつあるのだろう。

　エトラだ。エトラが事前にウィンダムでコンテナを積み替えていた場合以外に、この状況はもはや説明できないと。

「──推察は後だ」

　刹せつ那な、シリュウの鋭い声が戦慄を打ち破った。

「……シ、シリュウ、様？」

　曹長が呆ほうけた声を漏らす。疑心に苛さいなまれて混乱している。

　シリュウも決して冷静ではない。この事態に至って血がざわめいている。

　だがとにかく今は、表の顔を演じきらなければ。

「推察は後だ。この時刻では監視衛星も上空を飛んでいない。逃走するトレーラーを見失う前に、確実に追いつかなければならない」

　曹長を鋭く見やる。

「一刻を争う事態だ。航空戦力の機動力がものを言うことになる。曹長、直ちに出撃できる機体は？」

「え……？　あ、はい！　軍団長代行殿下！」

　曹長が我に返って直立不動。

「爆撃機およびＧＦ‐８はまだどれも。ですが予備機のＤＦ‐３なら。あれは緊急出撃仕様の機体ですので。但し現在、機銃の他ほかにはフレアしか換装されていません」

「そうか。戦闘機が一機か」

　この二戦、敵は航空戦力を出さなかった。おそらく既に尽きているのだろう。ならば。

「トレーラーが相手なら充分だ。だが廃棄寸前の前世代機か。操縦できる者は？」

「一人いますが、Ｒ＆Ｒ休養と回復中なので時間が掛かるかと。あとは予備役の退役軍人なら数名。ですがやはり、ハンガーに到着するまでに数分から十分近く掛かると予想されます。なお現行機のＧＦ‐８ですが、出撃までの所要時間は七分ほどです」

　そうか。一つ頷うなずき、思考を巡らせる。

　敵に兵器を盗ませることは、エトラと共に講じた企てだ。その際のコンテナ積み替えの件だが、既に魔皇国軍にも真相を気取られていると思って良いだろう。このままではエトラの立場が危うい。

　だがそのことは後回しだ。下手に庇かばっている場合ではない。復ふく讐しゆうの第一歩を無事に踏み出す為ために、表の顔と裏の顔のそれぞれで役割を全まつとうしなければならない。

　その為にも、まずは表の行動だ。

「直ちにＤＦ‐３を出そう。ただ、トレーラーを迎え入れるべく敵がイスティノから出撃してきているかもしれない。航空戦力は既に無さそうだが、陸上戦力への備えは必要だ」

　瞑めい目もくし、決断する。

「急襲用装甲車が必要だな。司令室と陸戦部隊に連絡。98Ｋを二台、ＤＦ‐３の援護に回すように手配してくれ」

「了解。ですが殿下、ＤＦ‐３には一体誰だれが？　直ちに操縦可能な者がおりませんが」

「僕だ。実戦経験は無いが、大方の戦闘機は充分に調練をつけてもらった。僕なら操縦できる」

　自分は平時には方面軍の各部隊を盥たらい回しにされ、訓練という名目で腹いせ混じりの扱しごきを受けている。苛か烈れつな負荷の掛かる戦闘機の操縦訓練もその一環だ。

　そもそもひと通りの航空機の操縦はゼウルのもとで十全に仕込まれている。その腕前についても、「将来の第二皇子はお前だ」とゼウルを唸うならせたほどだ。

　実戦経験は無い。だが腕は錆さびつかせてなどいない。

　一度得た技能をやすやすと手放すようでは、自分は生き延びることなどできなかった。

「え？　殿下が、ですか？」

「曹長、何か問題があるか？　否定するなら代案を出せ」

「えっ？　い、いえ、失礼しました！　殿下のご出陣、鋭意補佐させていただきます！」

「ああ」

　言うが早いか、シリュウは佩はいていた剣を一いつ旦たん外し、そばに脱ぎ捨てられていた耐Ｇスーツとヘッドセットを手にとった。

　軍団長代行である自分が為なすべきこと。それは逃走するトレーラーを、敵のもとに辿たどり着く前になんとしても撃破すること。

　その為ためにこの状況で採るべき最善策は、自ら出陣することだ。

　事態が動き出した。舞台はこの地とエトラのいる領事館だ。巡り始めた激動の渦の中心で、シリュウは耐Ｇスーツとヘッドセットを装着して、颯さつ爽そうと指示を飛ばす。

「曹長、復唱せよ。全軍に通達。これより僕が帰還するまで、当軍の指揮権はガリンシャ少佐に委譲するものとする」

「了解！　全軍に通達！　これより殿下がご帰還なさるまで、当軍の指揮権はガリンシャ少佐に委譲されます！」

　曹長があろうことか敬礼をもって答えた。相手が誰だれなのかを忘れたのか？

　まあいい。指揮権の譲渡も済ませた。シリュウは一人、宝飾代わりに佩かされている剣を再び手に取り、ＤＦ‐３に歩み寄っていく。

　さあ出陣だ。表の役目を完遂しなければ。

　……だが、な。その歩みの中、密ひそかにほくそ笑む。

　これは表の役目の為の出陣だ。だがそれだけで終わるつもりなど毛頭ない。

　せっかくの事態だ。この機に俺の計画を進めさせてもらおうか……！

「そうだ曹長。念のため、一つ確認しておいてもらいたいことがあるのだが────」

　自然を装って、たった今思いついたかのように、曹長にもう一つ指示を出しておく。

　そしてそれを済ませると、燃料を積み終えたＤＦ‐３に乗り込んだ。

　決戦の戦端はまだ開かれていない。だが自分とエトラの戦いは既に始まっている。

　細工は流々、後は仕上げをご覧ろうじろ。ここから先は結末まで一直線だ。

　コックピットの中、シリュウは大きく息を吸い込んで、放つ。

「シリュウ＝スィグア、ＤＦ‐３。──出撃でる！」

　基地に響き渡る甲高い轟ごう音おん。ＤＦ‐３が滑走して、大空へと飛び立っていく。
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　州都ノール市の領事館。踵きびすを返して総領事の居室から去っていくエトラを、ディーヴァは無言でそっと見つめる。

　銀に艶つやめく長い髪。華きや奢しやで楚そ々そとした佇たたずまい。丸みを帯びる柳腰に、すらりと均整美を匂におわせて伸びる四肢。

　優雅な歩みと同期して、時折うなじや横顔が覗のぞく。その素肌の透き通るような白さは、あたかも少女自身の清せい楚そさや可か憐れんさを体現しているようで、思わず息を呑のんでしまう。

　神こう々ごうしさすら覚える造形美。そんな後ろ姿を眺めながら、ディーヴァは妹を見送った。

「惜しいのう。あれが妹でなければ、とうの昔に手を付けておるというのに」

「ぐふふ、相変わらずだな姉貴は。だが分かるぜ。ガキの頃ころからやけに整った顔をしてるとは思ってたが、想像以上の代物に育ってきやがったなあ」

　ベルトランが好色そうに目を薄くする。

「だが姉貴、あんたはそういうつまんねえことに縛られるタマじゃねえ。あれを食ってねえのは、血が繋つながってるからじゃねえだろ？」

「くふふ……そうじゃのう」

　エトラの去った扉を見つめて、す、と双そう眸ぼうを薄くする。

「……まして、あれは妾わらわにとって最上の捧ほう貢ぐとなる乙女。武の高みに至ることを思えば、世俗の倫理など些さ事じに過ぎぬ」

　端整な顔が無残に歪ゆがみ、鈴を転がすような声で醜い悲鳴を上げる。白銀の聖女のそうした姿を夢想して、紅の戦姫はくつくつと笑う。

　だが、それは現実にはならない、ただの夢。

「なれど、あれも皇位継承権を有する皇女の端くれ。迂う闊かつに手を出せば陛下の定めた禁を破ることになる。あの雛ひな菊ぎくがただの女であれば、とうの昔に手折っておるのじゃがのう」

　ああ、いかにしてあの娘を手に入れようか。あれを手にした時、自分は紅の戦姫として、更なる高みに上り詰めることになろう。

　それこそ、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖の、あの男に匹敵するほどの。

　……くふ。思わず笑みがこぼれた。

　聖女の純潔を奪う。武人としての頂に並ぶ。その夢の、なんと甘美なものか。

　と、そこへ電子音が鳴り響く。ディーヴァのＰＣＤに着信があったらしい。

「あん？　誰だれだよおい。第五皇女殿下と直接連絡を取ろうとするなんざ太ふてえ野郎だな」

「相変わらずじゃな汝なんじは。構わぬじゃろう」

　権威を無む闇やみに振りかざそうとする弟をたしなめ、液晶画面を確認する。

　──!?　その途端、背筋に冷や水を浴びせられたように顔色を変えた。

　父だ。フィガロ魔皇国の皇帝、オルドネスだ。

　一体何事なのか。とにもかくにも着信に応じ、うやうやしく挨あい拶さつの口上を述べる。

　そして、その低く荘厳な声による通達を受けると、そっと通信を切った。

「まったく」

　緊張から解放されると、ディーヴァは机の上にＰＣＤを放り出した。

「……お、おい姉貴、今のって陛下からだよな？　いきなり何だったんだ……？」

「案ずるでない、単なる連絡事項の通達じゃったわ」

「あん？　連絡？　……陛下から直接にか？」

「大したことではないのじゃが、実はのう──」

　オルドネスから伝えられた内容を、ディーヴァはベルトランにも伝える。

　と、そこへ再びＰＣＤの着信音が響いた。

　まったく、息をつく暇も無い。そう嘆きながらＰＣＤを掴つかんで発信元を確認する。

「む？　リドゥン基地の司令室からじゃと？」

　前線基地からの着信に、ディーヴァは片かた眉まゆを上げて応じる。

「何事じゃ」

『失礼します殿下。急報につき、直に申し上げさせていただきます』

　焦燥を孕はらんだ聞き覚えの無い声。おそらく司令室に詰めている尉官あたりだろう。

『基地内で不測の事態が発生。軍内に敵国のスパイが紛れていたらしく、我が軍のトレーラーを強奪して先程基地から逃亡しました。現在追撃中です』

　悪い報しらせは更に続く。

『なお、申し訳ありません。兵器の盗難対策としてトレーラーにはあらかじめ空のコンテナを積んでいたのですが、現場にも空のコンテナが一つ残されておりました。何者かが積み替えた疑いが強いです。強奪されたトレーラーはおそらく、空のコンテナに替えて我が軍の兵器が搭載されたコンテナを積んでいる模様』

「なんじゃと？　またしても隙すきを見せたのか汝なんじ等らは」

　何をしているのだ。この状況でセツキガルドに出し抜かれるとは。

　もはや相手は死に損ない。敵ではなくただの獲物だ。獲物ごとき早々に狩り尽くし、陛下の来訪中に完全制圧を果たすはずだったというのに。

「とんだ失態じゃな。なれど戦局を左右するほどのことでもないじゃろう。そのような下らぬ報告を何ゆえに妾わらわに申した。今、汝等を率いておるのはシリュウじゃろう」

『いいえ。はばかりながら……その、直接殿下のお耳にと存じ上げる議がございます』

　低い声で宣告したが、尉官が引き下がろうとはしない。

　その尉官が言い辛づらそうに、こうと思いがけないことを告げてくる。

『兵器盗難の疑いは強いのですが、件くだんの格納庫にコンテナ搬送用のリフトが無断で近づいた痕こん跡せきはありませんでした。しかしながら、ただ。……その、エトラ殿下が輅ロ機キを移動させたいとおっしゃられて、お一人で件くだんの格納庫内にいた時間があったのです』

「む？　……エトラが？」

　ぴくり、とディーヴァの眉まゆが動く。

『はい、エトラ殿下が。……ですので、滅多なことは申し上げられませんが、その。状況を鑑みますと、万が一ということも……』

　言い淀よどむ尉官の報告に、さすがに口をつぐんだ。

　合点がいった。そういうことか。だからこそまずは直接自分の耳に入れたのか。

　状況から推察するに、結論は一つだ。スパイによる兵器強奪を幇ほう助じよするべく、エトラが輅ロ機キでコンテナを積み替えたと見て間違いない。

　……ああ、由々しきことだ。これは実に、由々しき売国行為だ。

　仮に皇位継承権者同士で無用に争えば、輅機と皇位継承権を剝はく奪だつされることになる。それはつまり、フィガロの系譜フイガロエルヴエとしての地位の絶対性を失ってしまうということだ。

　だがこれはそれどころの話ではない。敵国に兵器をわざと奪わせたとあっては、いかに皇族といえど厳罰は免れない。間違いなく皇室から放逐されて、平民以下の罪人に落ちることになる。

　あの清せい楚そで可か憐れんな白銀の聖女が、罪人に落ちる。

　無論のこと、皇位継承権者としての立場をも失う。

　──くふ。

　そうと知った腹違いの姉は、その唇を三日月形にして、嗤わらった。

「そうじゃったか。良い良い、しかと聞き届けたぞ。報告、大儀じゃった」

　声も悠然と労ねぎらうと、リドゥン基地との通信を切った。

　エトラは何を考えているのやら。陛下の来訪中の制圧を阻んで、総領事の自分の足でも引っ張るつもりなのか。それとも敵に情でも湧わかせたか？　思い返せばあれも、敗戦国の女の胎はらより出いでた娘だったか。

　だがそうとなれば急がねば。今日は皇帝が来訪する。オルドネスが到着すれば、エトラの身柄はオルドネスに引き渡さなければならなくなるだろう。

　ならば、今しかない。

「ベルトラン。先程の報告、汝なんじも聞いておったな？」

「ぐふふ……！　ああ、しっかりと聞こえてたぜ……！」

　言葉にせずとも伝わっている。自分とこれとは嗜し好こうを同じくする同志だ。そして弟には連れて行くだけの価値がある。女の自分にはできない行為がある。

　だから弟よ。かつてシリュウが拒み続けた役目を、汝には果たしてもらおう。

「参るぞベルトラン。罪にまみれた聖女の捧ほう貢ぐ、しかと妾わらわが頂ちよう戴だいしてやらねばのう」

　ＰＣＤをポケットに収めて、ディーヴァは悠然と立ち上がった。
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　重くのしかかるＧ。縮尺模型のように見える街。くすんだ青磁色の稜りよう線せんと、吸い込まれてしまいそうなほど青い空。

　ＤＦ‐３で大空へと飛び立ったシリュウは、リドゥン上空のイスティノ寄りの方角を低空飛行で哨しよう戒かいする。

『対象は基地を東門から脱出しました。行き先はイスティノ以外にありえないでしょう。方位１２０度東南東あたりを重点的に探査して下さい』

　了解、とＡＷＡＣＳ早期警戒管制機の通信士に返事をした。共和国軍がリドゥン基地から撤退する際に管制塔を破壊したので、基地に駐留させたＡＷＡＣＳがその代わりを務めているのだ。

　ＤＦ‐３が空を征ゆく。一線を退きかけている旧型機が、思うがままに宙を舞う。

　馴な染じむな。だが当然か。芸を忘れるようでは、犬は餌えさが貰もらえず死に果てるしかない。

　操そう縦じゆう桿かんの吸いつくような感触に笑みを漏らす。ＤＦ‐３のコックピットに関しては七年ぶりだ。かつての経験が今、自分をここに座らせている。

　──お前も魔皇国の皇族だ。輅ロ機キを駆れねえ以上、別の戦闘技能を持っておくに越したことはねえ。

　自分に生き延びる術すべを与えたのは、現第三皇子ゼウルのそんな言葉だった。

　そんなことを思い出しながらＤＦ‐３を操る。すると間もなく、基地から東南東の辺りをイスティノ方面へと逃走するトレーラーを発見した。

　間違いない。エトラがコンテナを交換して兵器を搭載させた、例のトレーラーだ。

「こちらＤＦ‐３。該当車両を発見。引き続き任務に当たる」

　あれを沈めればエトラは終わりだ。装甲車で駆けつけるはずの僚軍の兵士の検分により、エトラの売国行為が証明されるだろう。

　だがそれは承知の上。こうなることを分かりながら、この状況を作り上げたのだ。

　それではトレーラーを沈めなければ。機体を傾けて街を見下ろし、乾いた唇を舐なめる。

　──と。だがその時、視界の片隅に何かを感じた。

　一体何だ？　即座にレーダーを確認する。目視でも周囲を警戒する。

　その刹せつ那な、東南東で何かが微かすかに煌きらめいた。そちらには白雲が。その光か？

　────いや！　反射光だと!?

『警報！　方位１２０度に国籍不明機ボギーの反応あり！』

　察した途端にＡＷＡＣＳの通信士から報告が。自機のレーダーにも反応が現れる。目視でも見る間に迫ってくる。

「敵機ボギーだと!?　ＧＦ‐８がまだ残っていたのか！」

　双方の国で主力となっている戦闘機だ。灰色の機影がイスティノ方面から飛来する。

　迂う闊かつだったか……！　操そう縦じゆう桿かんを握りしめて歯は噛がみする。ここ二戦は敵が航空戦力を出さなかった。だから敵の戦闘機は尽きたのだと油断していた。

　見通しが甘かった。自機の装備は機銃とフレアのみ。ミサイルの類たぐいは積んでいない。戦闘機が相手では分が悪い。

　だが後悔している暇は無い。互いにアフターバーナーに火を入れて、交戦エンゲージ！

「──ちぃっ！」

　ッッッッッッッッ！　機銃を掃射。だが距離があって照準が合わない。

　敵機が旋回。ＩＲ誘導ミサイルを発射。見る間にミサイルが迫りくる。く！　こちらも旋回。体を押し潰つぶさんばかりのＧ。だがミサイルは赤外線追尾でなおも迫りくる。

　かわさなければ！　再旋回と同時にフレアを放出。囮おとりのフレアが白煙と炎を撒まき散らす。それをミサイルが追い、爆発！

　この──！　爆煙を突き破る。視界が開ける。機首の向く先に敵機の尻しりが。こちらにミサイルは無い。機銃で仕留めるべく追う。

　バーナー全開。空を突き破る。追う。追う。マッハ２のドッグファイト。

　だが追いつけない。敵機の方が速い。距離を離され旋回反転。互いの機首が向かい合う。

　──ッ！　──ッ！　途端にけたたましく鳴るアラーム。ロックオンされた。

「レーダー誘導弾か！」

　敵機がミサイルを発射。発射した母機の電波によってミサイルが自律誘導される。ＳＡＲＨだ。赤外線追尾ではない。フレアでは防げない。

　逃げなければ！　急降下で加速する。追われる。追われる。高精度の追尾。

　更に降下。街の屋根に迫る。そのすれすれを疾走。ッッッ！　街のガラス窓が吹っ飛ぶ。構わず逃げる。だがミサイルの方が速い。背後に迫られる。逃げなければ。加速加速加速。

　だがその進路の先には──高層ビルが！

「やら──せるか！」

　加速と旋回！　ビルに絡みつくように急上昇！　ミサイルが更に迫り──着弾！

　ッッッッッ……!!　爆発。大破して崩落。だが自分は無傷。ミサイルはＤＦ‐３との間に割り込む形になったビルに命中していた。

　だが安あん堵ども束つかの間ま。急上昇する先に敵機が待ち構えており、敵の機銃が火を噴く。

「く──っ！」

　急旋回！　凄せい絶ぜつなＧ。機体が軋きしんで悲鳴を上げる。空中分解がその先に待つ。

　しかし機銃はかわした。極限のＧも空中分解の寸前でどうにか引き返し、そのまま敵機とすれ違いながら上昇する。

　生き延びた。被弾を防いだ。自分も機体もＧに耐えきった。

　だが、まだ勝負は続いている。

　やってくれるな……！　態勢を整えながら唇を舐なめる。

　敵機はＧＦ‐８だ。性能が違いすぎる。アビオニクスはもちろん、機動性もこちらのＤＦ‐３より数段上回っている。その上こちらはハードキルの兵装が機銃のみだ。

　常識的に望みは薄い。もはやチャンスなどそうは無さそうだ。

「だが……上等だ」

　旋回して反転しながら、口の一端を吊つり上げる。

　チャンスがそうは無い。無意識にそう察した。つまりゼロではないということだ。ならば上等だ。この十年間、自分にはチャンスなど全く無かったのだから。

　それでも生き延びた。そしてこれからも生き延びる。必ず宿願を遂げてみせる。

　十二時方向に反射光。互いに再び近づきつつある。通信士も叫び続けて警戒を促す。

　鳴りやまぬ警報。その甲高い音をＢＧＭに、シリュウ＝スィグアが刮かつ目もくする。

「ゼロサムゲームなんぞぬるいんだよ。──ゼロゼロゲームを潜くぐり抜けてきた俺にはなあっ！」

　再び交戦エンゲージ。戦闘再開。互いのバーナーが炎を噴く。

　ッッッッッッ！　またも機銃で先制攻撃。だが照準は外れるばかり。

　動じない敵機。こちらに照準を合わせて二度目のＳＡＲＨミサイルを発射。ミサイルが火を噴き瞬く間に迫りくる。

　くそっ！　堪たまらず急降下で加速。回避して再び地表へ。

　彼我の兵装の差が大きい。超低高度の逃亡と追跡。再び同じ展開だ。

　逃げなければ。振り切らなければ。歯を食いしばってバーナー全開。

　すると進路に塔が見える。天に突き出す高層ビルだ。

　刹せつ那な、口の一端を吊り上げる。

　……あれだ。あれを使おう。

　あれにミサイルをぶつけるべく、前回同様にビルに沿って急上昇しよう。

　──そうこちらが動くのを待っているんだろう！

「ならばっ！」

　操そう縦じゆう桿かんを倒して急上昇。ビルとはまだ距離がある。それでも斜めに上昇する。

　迫りくるミサイル。このままでは危険だ。だがこれでいい。

　一足早い上昇。その進路の遥はるか先には──まだ機首を下げていない敵機が！

「がら空きだぞ！　どてっ腹がな！」

　フルバーストで全速上昇！　迫る。迫る。敵機に迫る。

　敵機が慌てて急旋回。さすがの高機動。だが振り切られるものか。

　旋回の先を読んで最短距離で迫り────一瞬照準が合う！

　ッッッッッッ！　機銃を掃射。命中。神速の連弾が敵のＧＦ‐８を撃破する。

　敵機がひしゃげて空中分解を起こす。その直前にパイロットが離脱する。

　それを尻しり目めに再び急旋回。迫っていたミサイルを回避する。母機を失ったＳＡＲＨミサイルは攻撃目標を見失い、そのまま上昇を続けた末に自爆した。

　終わった。逆境を打ち破り、死線を潜くぐり抜けた。

　アフターバーナーの火を落とし、シリュウは状況を報告する。

「ＤＦ‐３よりＡＷＡＣＳへ。敵機ボギーの撃破に成功。敵は敵機ボギーよりベイルアウト。ＡＷＡＣＳは引き続き周辺の警戒を頼む。当機はこれよりトレーラーへの攻撃を開始する」

　途端に無線にＡＷＡＣＳ内のどよめきが乗った。通信士も呆ぼう然ぜんと称賛してくる。

　勝利を得た。性能の差を打ち破り、見事に軍功を上げた。

　だが、まだだ。今の戦闘はイレギュラー。本来の役割がまだ残っている。

　……これからの役目こそが、俺が出撃した本当の理由だ。

　ＤＦ‐３を旋回させ、離れてしまった街に引き返して地表の目標を探す。

　そして見つけた。目標としていたトレーラーだ。

　仕上げだ。トレーラーを目掛けて降下して、運転席だけを狙ねらって掃射する。

　ッッッッッ！　トレーラーが穿うがたれる。集中的に砲火を浴びた運転席が粉こな微み塵じんと化す。

　本来の目的は、実にあっけなく果たされた。

「ＤＦ‐３よりＡＷＡＣＳへ。Ｄ９地区にて逃走中のトレーラーを発見し、撃破に成功した。しばらく周辺を哨しよう戒かいした後、基地へ帰還する」

『了解。帰還を許可します。……その、お疲れさまでした』

　やはり隷属民に手柄を立てられるのは複雑な心境らしい。戦闘時の熱から冷めた通信士が、どこか居心地が悪そうに答えた。

　相も変わらず腐った国だ。だがそんなことはどうでもいい。

　仕事を成し遂げたシリュウは、企てがうまくいくことを想像してほくそ笑む。

　その折、自機の遥はるか下を二台の98Ｋが通りすぎていった。トレーラーを追っていた急襲用装甲車だ。

　撃破されたトレーラーへと装甲車が走っていく。あれに乗る兵士達はきっと、こちらの思惑どおりにコンテナの中身を暴いてくれることだろう。

　……ああ、完かん璧ぺきだ。何もかもが順調だ。

　エトラに掛かる疑いも、自分の急な出撃も。それら全すべてが筋書きどおりだ──！

　舞台は整った。あとはフィナーレを迎えるばかり。総領事の地位を簒さん奪だつしてやる。

　獲物は餌えさに食いつくだろう。それが罠わなとも知らないで。

「魔皇国に虐げられてきた俺達が、奴やつ等らを滅ぼす為ための足掛かりを得るのだ……！」

　腹の底から湧わき上がる愉悦。堪たまらず大いに高笑いする。

　高笑いしながら、前髪を掻かき上げる。

「────」

　途端、笑みが失うせた。

　特に大したことではない。ただその存在を思い出しただけ。

　額にあったかさぶたが、誰だれかの治療の甲か斐いもあって、今日にも消えようとしていた。
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　セツキガルド州の州都に構えられた領事館。その別館の一階にある自室で、重度の貧血のエトラは一人、ベッドで横になっていた。

「少し、本館が騒がしくなってきたようね」

　耳を澄ませていたエトラは、その微かすかな変化を察知した。

　何やら動きがあったらしい。自分のしたことが暴かれたのだろうか。

　……もしかして、作戦が失敗したのだろうか。

　ふとそんな不安に駆られた、その時だった。

「《鉛打鎚プロン・マルト》！」

　破砕音が轟とどろき粉ふん塵じんが舞う。突如として魔法が発動され、樫かしのドアが粉砕された。

　堪たまらず身を起こしてドアの辺りを見やる。するとそこには一組の男女の姿が。

　燃え盛る炎のようなその髪色。第五皇女ディーヴァと、その弟のベルトランだ。

「エトラよ、随分とつまらぬことをしたものじゃのう？　妾わらわと同じ陛下の娘といえど、隷属民の胎はらから出いでた女は、かくも浅ましきものか」

　双子の姉弟きようだいが我が物顔で部屋に侵入してくる。

　そんな二人の襲撃に際して、戸惑いの表情を浮かべるエトラは。

　遂ついに、来たのね……！

　凛りん然ぜんと腹をくくり、ポケットに入れておいた機器を密ひそかに操作した。







　光を弾はじく銀の髪。すらりと伸びる華きや奢しやな四肢。新雪のごとく透き通る白い肌に、灰かい瞳どうを秘めた端整な小顔。

　ある種の芸術とすら見み紛まがう造形美。清せい楚そな雛ひな菊ぎくのごとき容よう貌ぼうの裏で、密かに兵器を敵に供与していた妹が、獅し子しの前に迷い出た野の兎うさぎのようにディーヴァの前で身を震わせている。

「つ、つまらぬこと？　あの、何の話でしょうか……？」

「くふ……白しらを切るとは浅ましいのう。なれど今はその浅ましさも愛いとしゅうて堪らぬわ」

　ディーヴァはベッドのエトラに近づき、強引にその細い両腕を掴つかむ。

「妾わらわはのう、汝なんじが妾のもとに寄越された時よりずっと、汝を犯しとうて犯しとうて狂おしかった。しかし汝も陛下の娘。おいそれと手て籠ごめにすることはできなんだ」

　互いの息が掛かるほど顔を迫らせ、鋭く宣告する。

「──なれどそれもこれまで。汝は大罪を犯した。こたびの売国行為により汝は皇室から放逐され、平民よりも卑しき罪人に身を落とすことになる。当然、輅ロ機キも取り上げられよう。地位も失うせ、武力も失せ、汝を守るものは何一つ残らぬ」

「ん……!?」

　エトラが手を振り払おうとする。だが無駄だ。実にか弱い。

　そのか弱い腕を握りしめ、ディーヴァは笑う。

「手をつける前に、正式な勅を待ちたいところではあったがのう。なれどそれでは機を失うやもしれぬ。今日は陛下が来訪なさる。汝の身柄は陛下に引き渡しとなろう。今この時しかないのじゃ。確実に、汝の高潔な身を穢けがす機会は」

「な……っ!?」

　堪たまらずエトラが色を失う。

「おやめ下さいディーヴァお姉様……！　売国行為など、何かの間違いです……！」

「白々しいのう。なれど良い、たやすく手折れてしまってはつまらぬ。頑かたくなに拒む汝の身を穢し、絶望の淵ふちに突き落としてくれよう。その為ために弟も連れてきたのじゃからのう」

　エトラの耳を甘あま噛がみして、宣告する。

「妾では汝の腹に望まぬ子を宿すことなどできぬ。ならば、弟に子種を注がせるまでよ」

「え……？　そ、そんなっ！　いやっ！　おやめ下さいっ！」

　エトラの抵抗が激しさを増す。華きや奢しやな体が恐怖に震える。

「いやっ！　いやですっ！　売国行為など濡ぬれ衣ぎぬです！　やめて、離してっ！」

「あくまでも白しらを切りとおすつもりか？　無む垢くを装いながらなんと腹の黒い娘じゃ。ならばその罪をも制裁せねばならぬのう。──ベルトラン？」

「おうよ姉貴！　おらっ、おとなしくしやがれ！」

「んっ!?　や、痛、痛いっ！」

　ベルトランがエトラの左腕を掴み、無理やり腕うで枷かせを嵌はめる。フィガロの系譜フイガロエルヴエの魔法を封じる為に左腕を覆う拘束具だ。

「くふ……さてベルトラン、おこぼれは後でくれてやる。しばらくそこで控えておれ。矜きよう持じも恐怖も柔肌も、こやつの純潔は全すべて、妾のものじゃ」

「ああんっ？　ちっ、しょうがねえな。奪うもん奪ったらさっさと替わってくれよ！」

「いやっ！　いやっ！　やめて……っ！」

　エトラが更に暴れる。髪を振り乱して抵抗する。

　しかし力では敵かなわない。エトラを押さえつけるディーヴァは、妹のスーツに手をかけてボタンごと引きちぎり、前をくつろげさせる。

「ひぅ……!?」

　エトラの美び貌ぼうが恐怖に歪ゆがむ。鈴を転がすような声が甲高くなる。

　くふふ。良いぞエトラ……。

　胸が高鳴る。血が湧わき立つ。ブラウスもボタンごと引きちぎり、タイトスカートをめくり上げる。

「ひぃ……っ。いや！　脱がさないでっ！　いやっ、だめっ、触らないで……っ！」

　灰色の瞳ひとみに涙が滲にじむ。十五の娘が必死に抵抗してくる。

　だがか弱い。血が少なく体が弱い。ろくに鍛えることもできない。そんな少女が貧血を患っているのだ。その抵抗は、ただただ嗜し虐ぎやく心をそそるばかりだ。

　ああ……これだ、これなのだ。この娘をこうして穢けがしてやりたいと、自分はまるで乙女のように、切に恋焦がれていたのだ──！

「いやあっ！　なんで、こんな、いやっ、いやあ……っ！」

「くふふ。実に良いぞエトラ……！　清らなる身も醜き心も、妾わらわの手にかかって穢れゆくが良い……！」

　露あらわになった内うち腿ももをまさぐる。白い胸元に唇を這はわせる。

　騒ぐが良い。泣き叫ぶが良い。穢れを恐れて震えるが良い。













　罪人風情ふぜいが助けを呼ぶか？　なれど誰だれにも手出しはできぬぞ？

　第五皇女にして総領事の妾わらわを、一体誰が咎とがめられると申す────。




　電子音が鳴り響く。




　その時だった。ディーヴァのＰＣＤが、無粋にも着信音を奏で始めた。

「んあっ!?　どこのどいつだコラ！　こんな時に連絡なんか寄越しやがって！」

　ぬう、まったくだ。これからという時に不興な真ま似ねを。

　こればかりは見過ごせない。どこの匹ひつ夫ぷかは分からぬが、後で厳しく罰してやらねば。

　ディーヴァは乱暴にＰＣＤを取り出し、相手の名前を恨めしげに確認してやる。

（な──）

　だがその途端、絶句した。

　……何な故ぜだ？　どういうことだ？　一体どうして、こんな時に？

　血の気が引く。背筋が凍る。目を見開いて硬直する。

　いや、いけない。早く出なければ。無視したなどと思われてはならない。

　音声のみの設定で、ディーヴァは通信回線を開く。

『──余だ』

　こちらが何も言わぬうちに、端的な言葉が。

　低く重々しいその声に、思わず息を呑のむ。

　────皇帝、オルドネス。

　連絡を寄越してきた者は、軍事国家フィガロ魔皇国を統べる、天使に直接触れた過去を持つ絶対王者。

『何をしておるディーヴァ。皇位継承権者間で無む闇やみに騒乱を起こした場合、加害側の輅ロ機キと皇位継承権を剝はく奪だつすることは、己うぬも知っておるはずだが』

　思わず呼吸が止まりかける。ここの様子を把握しているかのような言葉。

　どういうことだ？　咎められている？　まさか、どこかから見ているのか!?

「皇帝陛下……？　何故、それを？」

『一部始終を見た。映像付きでＰＣＤに連絡を受けたのでな。もっとも本体が何かに包まれているのか、音声はくぐもっていてあまり聞こえなかったが』

「映像？　そんな、一体誰が？」

『告発を目的とした連絡だ。被害者に決まっておるだろう』

「なっ？　エトラが!?」

　鋭くエトラを睨にらみつける。この小娘め、小こ賢ざかしい真似を……！

　しかしそれだと分からない。肝心のカメラはどこにある？

「いいえ、何かの間違いでございます陛下。それに映像とおっしゃられても、ＣＣＤカメラなどどこにも……！」

　眼光鋭く辺りを見回す。無い。無い。やはりカメラなどどこにも無い。

『ヌハハハハ……！　愚図め。どこを探しておるのだ』

　しかし返事は否定の言葉。焦るディーヴァとは裏腹に、オルドネスが荘厳と答える。

『己うぬ等らの部屋からの映像ではない。こちらに寄越された映像は、その部屋の窓越しにある別棟からのものだ』

「別棟……!?」

　窓の外を見やる。緑の芝生が植わっている。

　その狭い芝生を挟んだ先には、本館の隅に位置した一室の窓が。

（シリュウの部屋──！）

　ようやく察する。シリュウの部屋にＣＣＤカメラを仕掛けられていたのか。

　しかしどういうことだ？　事前に設置していたというのか？　何な故ぜシリュウの部屋に？

　いや、そんな疑問は後回しだ。

「お聞き下さい陛下！　これは皇位継承権者間での争いには当たりませぬ！　妾わらわはただ、売ばい国こく奴どに制裁を加えていたまでのこと！」

『ほう。申せ』

「御意！」

　オルドネスが許可を出した。ならばもはや案ずることは無い。

　口を三日月形にして、呼吸を整えて告げる。

「先程、前線基地より連絡を受けました。軍内に潜伏していた敵国のスパイに兵器を強奪されたとのことでした。そしてそれは、エトラが手を貸すことで初めて達成される所業だったのです。エトラは売国奴にございます。もはや皇族ですらありませぬ。陛下が到着され次第、この罪人の身柄は陛下に引き渡す所存にございます」

「そんな……っ？　陛下、事実無根です！　私はそのような真ま似ねなどしておりません！」

「黙るが良い、痴しれ者め！」

　騒ぎ立てたエトラの頬ほおを打つ。その白い肌に赤みが差す。

「ですが、私は本当に何もしておりません……！　ディーヴァ様は事実無根の推論で私を咎とがめているのです！」

「見苦しい！　黙れと申しておるじゃろう！」

「うっ……!?」

　再びエトラの頬を打つ。さすがにエトラがうなだれて肩を震わせる。

　事実無根だと？　そんなことなどあるものか。それではこちらが裁かれるではないか。

　状況証拠は揃そろっている。非は確実に、エトラにあるのだ。

「売ばい国こく奴どめが、戯たわ言ごとを……！　なれど見苦しい抗弁もこれまでじゃ！　汝なんじが手を貸したトレーラーはとうに追撃を受けておる！　撃墜されてコンテナの中身が暴かれれば、もはや言い逃れなどできぬぞ！」

　そうだとも。そうに決まっている。

　そのコンテナの中身が暴かれた時が、エトラの最後なのだ……！

　──と、その時更に着信音が鳴った。

　ディーヴァのものではない。今度はベルトランのものだ。

「あん？　だ、誰だれだこんな時に……！　お？」

　気け圧おされていたベルトランが、発信者を確認してほくそ笑む。

「ぐふふ、シリュウの野郎からだ！　確か奴やつが軍団長代行なんだよな？　大方コンテナの中身が確認できたから、その件で連絡してきたんだろうよ……！」

「シリュウじゃと？　朗報じゃ。早はよう出るが良い」

　口の一端を吊つり上げる。どうやら待望の報告が届くらしい。

　ベルトランが着信に応じて、シリュウの声も漏れてくる。

「おうシリュウ、どうした。何か急用か？」

『はい。ディーヴァ殿下のＰＣＤが通話中のご様子でしたので、ベルトラン殿下に連絡させていただきました。用件が用件でしたので、失礼ながら直接報告させていただきます』

「構わねえよ。とっとと言え」

『御意。既にそちらにも一報が届いているかもしれませんが、リドゥン基地にてコンテナを積んだトレーラーが強奪されました。その際に都合により、僕が航空戦闘機にて追撃に当たりました。追撃は成功。上空からはコンテナの中身を確認できませんでしたが、98Ｋで向かわせた別働隊の四名が中身を確認。先程その件について報告を受けたので、お二人にも報告致します』

「ごちゃごちゃうるせえよ！　結論だけさっさと言え！」

『御意』

　ベルトランが苛いら立だっている。自分の気も急せいている。

　早く吉報を届けぬか。危うく陛下にあらぬ疑いをかけられるところだったではないか。

　そう逸はやる二人に、シリュウが粛々と、結論を告げた。

『奪われたトレーラーに積まれていたコンテナですが、中身は空でした』

　目を見開いて絶句する。二人揃って耳を疑う。

　……何だと？　空だっただと？　それは一体、どういうことなのだ……っ!?

『スパイはトレーラーで兵器を奪った訳ではなく、単純に逃亡のみを図った模様。兵器の管理データとも改めて照合させたのですが、やはりデータどおりで減ってはいなかったようです。兵器の奪取が懸念されていましたが、その疑いは晴れました』

　静かに告げてくるシリュウが、最後にこうと言葉を続ける。

『ですので殿下。過去に当基地より御身にどのような報告が為なされていたかまでは把握しておりませんが──エトラ様への嫌疑は、既に晴れております』

「な──っ!?」

　堪たまらず声を裏返す。背筋に冷たいものが伝う。

　……馬ば鹿かな。エトラが無実？　嫌疑が既に晴れている？

　嘘うそだ。そんなものは嘘でなければならない。

　そうでなければ、自分達が────！

『ディーヴァ』

　その時、声が割り込んできた。

　凍いてつくほどに威圧的な、低く重い男の声。

『罪を犯したのは己うぬ等らの方だな。到着次第、己うぬ等らの身柄は余が確保する。神妙にしておれ』

　実の父でもある皇帝が、自分と弟に荘厳と宣告した。

「……っ!?　……な……！」

　喉のどの奥から声が漏れる。視界が前後に大きく揺れる。

　何だ？　一体何が起こっている？

　これは一体、どういうことだ!?

「陛下！　違うのです！　これは何かの間違いで──陛下!?」

　とにかく必死に呼び掛ける。しかし返事の声は無い。

　無機質に続く機械音。オルドネスとの通信は、既に途絶えていた。

「何じゃと……？　何な故ぜじゃ!?　一体どういうことなのじゃ……!?」

　終わった。破滅だ。もう時は戻せない。

　この世は自分の為ためにあった。望むがままに生きてきた。しかしそれもここまでだ。

　輅ロ機キが剝はく奪だつされる。皇位継承権も剝奪される。フィガロの系譜フイガロエルヴエの絶対性を失い、名ばかりの皇族に成り下がる。

　……戯たわけ。いけない。そんなことなど許されてなるものか。

　それではまるで、あの卑しき犬と──シリュウ＝スィグアと同じではないかっ！

「な、なんでだよ!?　なんで俺達がこんな目に……!?」

　ベルトランが頭を抱える。醜い悲鳴を声高に上げる。

　本当に訳が分からない。どうしてこんなことになったのだ？

　堪らず自分も頭を抱える。姉弟きようだい揃そろって慟どう哭こくする。

　そんな、絶望の淵ふちに立たされた二人に挟まれて。

　…………くす。

　心なしか、うなだれる白銀の聖女が、うっすらと笑みを浮かべたような気がした。







　ＣＣＤカメラをシリュウの部屋に置いたままにしておいたのは、自室に置いておくと襲われる前に破壊されるかもしれないからだった。

　そのカメラのレンズには今、このベッドに乗る三人の姿が映っていることだろう。

　急転直下の失脚に、腹違いの姉と兄が戦せん慄りつしている。

　そんな二人に挟まれて、うなだれて顔を隠すエトラは、肩を震わせて人知れず歓喜する。

　────成った。

　総領事の地位を簒さん奪だつする策は、全すべてこちらの筋書きどおり、完全に成し遂げられた。




　エトラとシリュウ。復ふく讐しゆうを企たくらむ二人が昨日から為なしてきたこととは、こうだ。

　昨日の戦闘中、混乱のどさくさに紛れて出陣したシリュウが、空のコンテナを載せたトレーラーでリドゥンの街をイスティノ方面へと走った。そしてしばらくしてからトレーラーを乗り捨ててカモフラージュを施し、その足で基地に戻った。スパイによる不意の襲撃からエトラを庇かばったのは、その直後のことだ。

　その後シリュウが立場を利用して、基地に搬入されていた兵器の管理データを改かい竄ざんする。後に盗ませる分を、この戦闘で消耗したかのように偽装したのだ。

　そしてその夜、エトラはシリュウと想そう調ちようして部屋を出て、スパイに匿名で情報をリークした。その内容とは、兵器を積んだコンテナがトレーラーに載せられることや、監視衛星の飛行時刻などだ。

　一夜明けて、今朝。格納庫に一人で入ったエトラは、トレーラーに載せるコンテナを輅ロ機キで積み替えてから、そのまま輸送機に乗ってこのノール市に戻ってきた。

　そして十一時を過ぎた頃ころ、こちらの思惑どおり、情報を得たスパイの一人が行動に出る。監視衛星が上空を飛んでいないタイミングを見計らって、兵器を積んだトレーラーを強奪して逃走したのだ。これに際して、Ｒ＆Ｒ休養と回復のスケジュールや、緊急発進可能な機体を操縦できる人物が限られていることなどの条件が重なり、偶然を装ってハンガーに詰めていたシリュウが戦闘機で緊急出動する。

　同じ頃、エトラが疑わしいという報告が総領事のディーヴァの耳に届けられた。かねてからエトラの純潔を欲していたディーヴァは、オルドネスが到着する前に手に入れようと逸はやり、思惑どおりにエトラを襲いに来た。

　一方シリュウは、逃走するトレーラーに追いつくものの敢あえて見逃し、昨日乗り捨てておいたトレーラーを攻撃する。空のコンテナを積んでおいた、あのトレーラーだ。シリュウは運転席を特に念入りに攻撃して、スパイの骸むくろが消し炭になったかのように偽装する。その上で、98Ｋで駆けつけた別働隊に、コンテナが空であることを確認させたのだ。

　それと並行してエトラは、ディーヴァとベルトランが自分を襲う様子を、皇帝オルドネスに目撃させて──。

　そして、今に至っていた。




　ありがとう、ディーヴァお姉様。あなたの地位は私が受け継がせてもらうわ。

　密ひそやかに笑みを浮かべながら、エトラは左腕を覆う枷かせを外した。

　ディーヴァはもはやこれまでだ。輅ロ機キも皇位継承権も失い、フィガロの系譜フイガロエルヴエとしての地位の絶対性を失った。一方自分は後ろ盾こそ無いが、セツキガルド州の政務には多少携わっていた上に、昨日は軍務でも実績を残している。

　ならば決まりだ。次のセツキガルド州総領事の座には、自分が収まることになるだろう。

　何の基盤も持たなかった自分が、十五年の時を経てようやく、魔皇国内で成り上がる為ための足掛かりを得るのだ。

　飛行音──。

　その時、彼方かなたの空から航空機の音が近付き、領事館の隣に広がる基地の辺りに着陸した。

　そろそろオルドネスが到着する予定の正午だ。今しがた到着したのが、おそらくオルドネスとその輅機を護送してきた輸送機だろう。

　となれば、今にもディーヴァとベルトランは逃げ出すことだろう。座して待っていては、即座にオルドネスに身柄を拘束されてしまうのだから。

　良いタイミングね。もちろん、そうなるように仕向けたのだけれど。

　忍び笑いつつ、開はだけさせられていた服を着込み直そうとする。貞操の危機に瀕ひんしたが、予定どおりこれで身の安全は確保されたはずだ。

「んむっ!?」

「……何をしておるエトラ。妾わらわ達の睦むつみ合いは、これからじゃろう？」

　だがそう思っていた矢先、突然ディーヴァが再び押し倒してきた。

「な……っ？　痛！　くう……っ！」

　乱暴に身を締め付けられる。思わず高く悲鳴を上げる。

　この期に及んで何な故ぜ？　慌てて抗あらがう。だが敵かなうことなく腕枷も再び嵌はめられる。

「実に美しいのう。汝なんじの真白き肌は穢けがれを知らぬ。ゆえにこそ、その白雪のごとき清らな肉体は、これより妾に捧ささげられるのじゃ」

　眼前にはディーヴァの美び貌ぼう。妖あやしくも下卑た笑みが視界を埋め尽くす。

「に、逃げないのですか、ディーヴァお姉様……っ」

「逃げるじゃと？　妾を誰だれと心得る。尊血フィガロの武の誉れ、紅の戦姫ディーヴァじゃぞ。陛下が、いやオルドネスが妾に仇あだなすならば、いっそ奴やつを返り討ちにして覇を唱えるまでじゃわ……！」

　ディーヴァが目を見開き、顎あごを強引に掴つかんで凄すごんでくる。

「腹は決まったわ。先程は汝なんじを虐げてくれようとも欲しておった。なれど今はただ汝の純潔をもって、戦姫として更なる高みに登ることのみを求めよう。──白銀の聖女エトラ。これより汝の身より、捧ほう貢ぐを頂ちよう戴だいしてくれる」

「……捧貢？　私の……身から？」

「くふ。エトラ、汝は神代の詩エク・セ・レスタを手にしたか？　汝の捧貢はいかなるものじゃ？」

　肉迫する、第五皇女の鋭い紅こう瞳どう。

「──妾わらわの捧貢はのう。うら若き乙女の、破は瓜かの血なのじゃわ」

　戦姫の声が妖あやしげに響く。

「生娘の泣きすすりこそ妾の悦よろこびよ。なれど、日々の営みはただ嗜し虐ぎやく欲を満たすだけが目的ではない。妾は捧貢を集め、自らを戦という華に相応ふさわしき勇士へと高まらせておったのじゃ。……じゃがのう、民草の娘は、犯せど犯せど得られる捧貢は微々たるものじゃった」

　艶つやめく唇が言葉を紡ぐ。

「なれどエトラ。汝はフィガロの系譜フイガロエルヴエぞ。汝に流れる尊血は、妾をあのフィガロの始祖、皇帝オルドネスに匹敵する武人へと昇華させるじゃろう……！」

「な……？」

　震える声が喉のどから漏れる。ディーヴァの真の狙ねらいを理解する。

　ただの嗜虐欲だけではない。紅の戦姫が乙女を凌りよう辱じよくするのは、栄えある戦場の覇者とならんがため。

「な、何を悠長なことを……っ。私にかまけていれば、それこそ皇帝陛下がご到着なさいますわよ……っ？　先程の航空機の着陸音を聞いていなかったのですか……!?」

　逃走する為ためにディーヴァは直ちにアンセムと想そう調ちようしなければならない。いかに捧貢の為とはいえ、もはや自分をどうこうする余裕が無いことくらい理解しているはずなのに。

「着陸音？　くふ！　くふふふふふふふ！　なるほどのう、そうであったのう、汝はまだ知らぬのであったのう！」

　しかしディーヴァが嘲あざ笑わらう。そしてその細い指先で、唇を妖しく撫なでてきた。

「先程のう、総領事の妾には直々に連絡があったのじゃ。オルドネスの乗る輸送機の離陸が、天候不順で遅れてのう。……当然ながら、到着も一時間ほど遅れるとのことじゃ」

　ぞくり、と背筋が凍った。

　オルドネスが来ない？　奴やつを利用してこの局面を打開する予定だったというのに？

　それでは一体どうなる？　ディーヴァ達を陥れる為の餌えさになった自分を、一体何が彼女等から守るのだ……？

「で、ですがもうあなた達の狼ろう藉ぜきを見過ごす者はおりません！　陛下のご到着がまだでも、既に勅は下されているはず！　あなた達を拘束するべく、今にも兵士が来るはずです！」

「兵士？　……くふ」

　ディーヴァが口を三日月形にする。

「来るじゃろうのう。先程の航空機も軍人が乗ってきたのやも知れぬ。……なれど」

『エトラ殿下ー！』

　と、そこへ廊下から複数の大声と軍靴の音が。音が猛然と迫って突入してくる。

　ディーヴァの元親衛隊員達だ。オルドネスの命を受けたらしき精兵達が、登場するなり精密射撃でディーヴァとベルトランのみに向けて発砲する──が、

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

『っ……』

　瞬く間の出来事。ベルトランの《鉛防壁プロン・エズイド》が銃弾を防ぎ、ディーヴァの《鉛斜矢プロン・デクラ》が鉛の壁を避けるように弧を描き、精兵達を穿うがち尽くした。

　一いつ刹せつ那なの、一方的な決着。

　そんな戦果を上げたディーヴァが、自ら浅く割いた左手の甲の傷を舐なめて、嗤わらう。

「兵士は来る。なれど果たしてその兵士達には、フィガロの血は流れておるのかのう？」

「く……っ！」

　歯は噛がみして自らを抱きしめる。

　魔法は銃弾などとは違い、単純なものであれば任意の軌道を描くことができる。そういった魔法の自在性も、フィガロの系譜フイガロエルヴエの地位を盤石にしている要因の一つだ。

　改めて思い知らされた。フィガロの系譜フイガロエルヴエの優位性というものを。こういった力があるからこそ、フィガロの系譜フイガロエルヴエが絶対的な存在として君臨していることを。

　対抗手段が無い。オルドネスとその輅ロ機キが到着するまでは、誰だれもこの双子を阻めない。

　ならばどうなる？　この身は一体、どうなるのだ？

　……決まっている。

「ぐふふ！　さあ姉貴、さっさとやっちまいな！」

「んっ!?」

　控える兄がはやし立てる。姉に乱暴に押し倒される。

「な……っ、離しなさい……！」

　必死に抗あらがう。だがびくともしない。か弱い細腕はただただ無力。

「……くふ」

「ひ……!?」

　そんな自分の胸を握り潰つぶすように、細い五指が下着越しに爪つめを立ててくる。

　間近に顔を迫らせるディーヴァが、薄めた双そう眸ぼうで妖あやしく嗤う。

「──穢けがれよ、白銀の聖女」

（んん……っ!?）

　耳をディーヴァの舌が這はう。時折唇で食はんでくる。

　身を這う舌が徐々に下りる。頬ほおを、顎あごを、首筋をねぶり、鎖骨を甘く吸い上げる。

　そしてディーヴァが、艶なまめかしくこちらを見上げて。

　自らの利き手の中指を咥くわえ、唾だ液えきで丹念に濡ぬれそぼらせて。

「さて──それでは汝なんじの純潔を、妾わらわへの捧ほう貢ぐとしてくれよう」

　そう告げて、濡れた中指をこちらの下腹部へと迫らせていく。

（!?　や、やめ──）

　悲鳴は言葉にならない。喉のどの奥でか細く消えるだけ。

　奪われてしまう。穢けがされる。こんな女に純潔を散らされ、利用されてしまう。

　こんな女に。こんな姉に。

　こんな────望みもしない相手に。

（……覚悟はしていた。でも、けれど……っ）

　不意に脳裏をよぎる、誰だれかの姿。

（ほんの少しだけだけれど、あなたは私を、信じさせたのに……！）

　気き障ざな言葉を紡ぐ声と、自分を庇かばった広い背中。

（フィガロの全すべてを亡き滅ぼすなら……！）

　ディーヴァの指が近付いてきて。下着との隙すき間まから滑り込んできて────。

（──この身もあなたが簒さん奪だつなさい！　お義に兄い様さま────!!）




　ッッッッッッ──────!!




　けたたましい破砕音。何かが外から窓を突き破る。

　飛び散るガラス片。宙を舞う無数の煌きらめき。

　その煌めきすら突き破り、乱入してきたそれが瞬時にこちらに肉迫して──白刃二に閃せん！

『なっ!?』

　咄とつ嗟さに双子が飛び退すさる。剣閃を無様にかわし、エトラのベッドから飛び降りる。

　そんな二人から庇うように、自分の目の前に今、乱入者が敢然と立ちはだかる。

　少年だ。

　ガラスの破片で切ったのか、顔や手に無数の浅い傷を負う、黒髪の少年。

　その背中を見上げて、言葉を失った。

　知っている。この光景を知っている。

　それは、昨日と同じ光景────

「お待たせして申し訳ありません、エトラ殿下。そしてどうかご安心を。これより御身は、僕が守ります」













　銀に煌きらめく剣を握り、ちらりとこちらに振り返って。

　自分がいつか好きだと評したその声で、同じ罪を背負う共謀者が、密ひそやかに口の一端を吊つり上げて宣言する。

「──このシリュウ＝スィグアの、命に代えても」







　軍服や髪に残るガラスの破片を乱暴に払い落とすと、シリュウは敵に向き直った。

「シリュウ？　……ほう、この恩知らずめが」

　ディーヴァが不敵に笑い、ベルトランが忌いま々いましげに歯は噛がみする。

「犬が主あるじを忘れたか？　シリュウ＝スィグア、汝なんじの主君は妾わらわぞ」

「承知しております。殿下より賜ったご恩は忘れられるはずがありません。ならばこそ、今はエトラ殿下をお守りするのが僕の役目。主君が道を違たがえる時には、正してみせるのが真の忠義にございます」

「ほう」

　その紅こう瞳どうを薄くして、ディーヴァが冷たく睥へい睨げいする。

「汝の詭き弁べんにもとうに飽いた。最後に一つ問うてやろう。下げ賤せんの輩やからが、フィガロの系譜フイガロエルヴエに敵かなうとでも思うたか！」

　フィガロの系譜フイガロエルヴエに敵うかだと？　まったく、愚問だな。

「それが殿下の為ためならば、刺し違えてでも」

　敵うかどうかの問題ではない。それこそが自分の宿願だ。

　いいだろう。憎むがいい。そして大いに悔いるがいい。

　力も知識も経験も、俺を形成する全すべてのものは、貴様等を頂く国を滅ぼす為に得てきたものなのだ──！

「ならばその詭弁に殉ずるが良い！」

　ディーヴァがこちらに左手をかざし、

「《鉛プロン──ぬうっ!?」

　一閃ヒユン！　魔法の発動よりも先に剣が舞う。堪たまらず寸前でディーヴァが腕を引く。

「なっ、てめえ！　……ぐっ」

　白刃でディーヴァを牽けん制せいしたまま、す、と目を薄めてベルトランを射い竦すくめる。

　この間合いだ。隙すきなど与えない。攻撃に移ろうものならば、それよりも早く仕留めてみせる。

　戦闘機や重火器の研けん鑽さんを真っ当に積めたのはゼウルのもとでだけだ。他ほかの皇族のもとでは、方面軍の各部隊で訓練こそ受けたものの、結局は腹いせ半分の扱しごきだった。

　だが剣術は違う。自室でも行える剣術の鍛錬は、我流でありながらこの十年間、休むことなく続けてきたのだ。

　剣の届く間合いならば、フィガロの系譜フイガロエルヴエにも負けるつもりはない。

「負け犬風情ふぜいが、忌いま々いましい……！」

　形勢不利を感じ取ったのか、あろうことかディーヴァが廊下へと後ずさる。

　しまった。予想外だ。まさかあの紅の戦姫が、負け犬を相手に逃げるつもりなのか？

「くふ……ならば良い。いっそのこと汝なんじの身を完膚なきまでに亡き滅ぼし、その上でエトラより捧ほう貢ぐを頂いてくれる……！」

　ディーヴァが更に後ずさる。

「時を稼げベルトラン。妾わらわがアンセムと想そう調ちようするまで、その負け犬を押さえておるが良い」

「な!?　あ、姉貴っ、自分だけ逃げるつもりかよ!?」

「いかにも。今ひとたびは逃げようぞ。なれどその先にあるものこそ覇道──！　シリュウを討ち、エトラより捧貢を得て、皇帝オルドネスをも討ち果たしてくれる！　妾の覇道の礎いしずえとなるが良い、弟よ！」

　そうと声高に宣言して、ディーヴァが駆け去った。

　く！　さすがに追おうとする。だが歯は噛がみして見逃す。

　ディーヴァに輅ロ機キを使わせてはまずい。紅の戦姫の異名は伊だ達てではない。だがベルトランもフィガロの系譜フイガロエルヴエだ。油断して捨て置けば、さすがに背後から討たれてしまうだろう。

　そしてその後は凌りよう辱じよく劇の続きだ。血の欠乏したエトラは抵抗もできず、この男に穢けがされてしまうのだ。

　あのエトラがだ。自分の共謀者となった少女が──こんな小男風情に。

　────ありえない。

　乱暴に舌打ちして、エトラの姿を背中に隠す。

　阿あ呆ほう、認めてなるものか。やはり捨て置く訳にはいかない。

　だが──。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの男を前にして、す、と双そう眸ぼうを薄める。

　油断はできない。だが油断さえしなければ、造作も無い。

「あ、姉貴っ!?　……くそ！　どいつもこいつも、俺を舐なめやがって……！」

　ベルトランが唇を噛かんで睨にらみつけてくる。

「てめえもだよシリュウ……！　隷属民のくせしやがって、偉そうに俺の前に立ちはだかってるんじゃねえよ！」

　炎のように朱あかい髪。血走る瞳ひとみとわななく拳こぶし。逆上した皇子が大喝して、

「──立場を弁わきまえて平ひれ伏ふしやがれ！　この負け犬がぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ベルトランが猛然と左手をかざす。

　だが、同時にシリュウはほくそ笑み、

「負け犬？　そのとおりだ。確かに俺は紛まがうことなき負け犬だ。──だが」




「がは……っ」




　白刃、一いつ閃せん。

　刹せつ那なに踏み込んだシリュウの剣が、ベルトランのこめかみを強したたかに打ち据えて。

「だが、憶おぼえておけ。負け犬の顎あぎ門とにも、牙きばがあることをな」

　その言葉が届くことはなかっただろう。皇位継承権者の末席からも転落した愚者は、既に意識を失って伏していた。

　床に兵士達の亡なき骸がらが転がっている。ベルトランも物を言わずに転がっている。

　この場で意識を保っている者は、予定外にここに戻ってきた自分と、予定以上にその柔肌を曝さらけ出された少女だけ。

　自分はＤＦ‐３でトレーラーを沈めた後で、リドゥン市の基地に戻る予定だった。だがそのままノール市に急行し、基地に着陸するなり耐Ｇスーツを脱いで、隣接する領事館へと自動二輪を飛ばして。

　そしてエトラの私室の窓を突き破り、今、ここにいた。

　剣を腰に佩はき直し、エトラに歩み寄って左腕の腕うで枷かせを外してやる。その腕枷でベルトランの左腕を覆い、ベッドシーツで全身を縛って拘束する。

「……あ」

　か細い声が、少女の唇から漏れた。

　だがやがて、我に返ったようにそっと頭かぶりを振り、呆あきれ顔で見上げてくる。

「……策を練ろうと、さすがに想定外のことは起きるものね。軍団長代行のあなたが、どうしてここに？」

「虫の報しらせというやつだな。ＤＦ‐３で文字どおり飛んできてやったぞ」

「そう。職務放棄も甚だしいわね。代行者にあなたを任命した私の立場が無いわ」

「そいつは面目ない。だが来て良かった。こうしてお前を無事に守れたのだから」

「え……？」

　一瞬、エトラが普通の少女に戻った。

　エトラのそうした反応が、時々自分をひどく落ち着かなくさせる。

　何を言っていいのか分からない。どう振る舞えば正解なのか分からない。自分の先程の言葉が失言だったように思えてくる。

　ただ、それ以上に今は、目の前にいる普通の少女の姿が弱々しく思えて。

　シリュウは軍服の上着を脱ぎ去ると、それを無造作に、半裸のエトラの肩に掛けた。

「あ……」

　エトラが再び、普通の少女のようにか細い声を漏らした。

　そして少女は、抱き寄せるように、その上着の下襟ラペルをぎゅっと握る。

「…………ありがとう、お義に兄い様さま」

　うつむき加減の細面。華きや奢しやな背中と小さな肩。

　白雪のようなその頬ほおに、微かすかにそっと赤みが差した。

「すまなかった。来るのが遅くなって」

　その体一つくらい守ってやる──そういう約束だったというのに。

「……ええ、本当だわ」

　赤い顔を伏せたまま、エトラが囁ささやくように答えた。

「すぐにはそこの基地に着陸する許可が下りなかった。使用する旨を事前に伝えていなかったので、少し手間取った」

「いいえ、今日のことなら早く駆けつけてくれたわ。けれど今、お義兄様が来てくれたから、つい思い出してしまったの──」

　鈴を転がすような澄んだ声で、エトラが顔を上げる。

「私、復ふく讐しゆうを誓ってから五年もあなたのことを待っていたわ。白銀の聖女を演じながら、五年も」

　瞳ひとみにうっすらと涙が浮かんでいる。だが十五歳の少女は、晴れやかに微笑ほほえんでいた。

「ああ……そうだな」

　五年前、己を取り巻く世界の姿を知った普通の少女は、たった一人で復讐者になった。

　いつかの義ぎ兄けいの瞳に自分と同じものを見つけ、それを支えに一人で戦ってきた。

「俺は十年間、誰だれも探していなかった。お前に至っては、二度と会わない方が良いとすらどこかで思っていた」

　会えば扱いに迷うから。フィガロの系譜フイガロエルヴエを憎みながら、あの少女だけは特別だったから。

「──だが」

　エトラのその白い右手を、そっと握る。

　誰も探していなかった。味方などいる訳がないと諦あきらめていた。

　だが七年前に親友と出会い、そして今、こうして手を取り合える人がいる。

「待たせてすまない。だが、また会えて良かった」

　何を言えばいいのか分からない。だから思ったままにそう告げる。

　握った白い掌てのひらは、扱いに迷うほど、あたたかく柔らかい。

「バカな人ね。もう謝る必要は無いわ」

　そっと、エトラが手を握り返してきた。

　そして左手の人差し指を立てて、こちらの眉み間けんに触れながら、柔和に微笑む。

「王子様がお姫様を迎えに来たのだもの。だからこの物語はきっと、ハッピーエンドよ」

　背中まで届く銀の髪。新雪のように白い肌。灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。

　あの日の少女が今、あの日と同じ表情で、微笑ほほえんでいた。

　これを曇らせてはならない。決して手放してはならない。自分の宿願はもう、自分一人のものではなくなっている。

　だがその宿願を果たすには今──大きな障害が立ちはだかっていた。

　微笑んでいたエトラがうつむき、一つ息を吐き出す。

　そして、凛りんと美しく、顔を上げた。

「オルドネスの到着が遅れるそうよ」

「そのようだな。ならばディーヴァのアンセムの相手は、俺達が務めなければな」

「ええ。私とあなたの、たった二人で」

　二人で頷うなずき合い、繋つないでいた手を一度離した。

　紅の戦姫は強大な相手だ。ひとたび愛機を駆れば無双の絶対兵機と化す。

　そのディーヴァに対抗する術すべなど、自分達には、一つしかない。

「お義に兄い様さま」

「ああ」

　短く言葉を交わしあう。至近距離で互いに見つめ合う。

　そしてどちらからともなく、互いの背中に腕を回して抱き合う。

　華きや奢しやで柔らかな少女の感触。頼りないほど軽い肢体。折れてしまいそうで心臓が跳ねる。

　先日までは独りだった。成り上がれずに苦悩していた。

　だが今は違う。この少女と共謀し、時には傷を癒いやされて。

　そうやって、自分達はここまで来たのだ。

「愛しているぞエトラ、世界中の誰だれよりもな」

「え──っ？」

　途端にエトラが熟れた林りん檎ごのように赤くなった。

　だがすぐに唇を尖とがらせ、瞳ひとみを薄くして睨にらんでくる。

「……バカ。もう初めてではないのだから、無理に口説く必要はないと言ったでしょう」

「……そうだったな」

　我に返って首をひねる。無意識のうちに例の口説き文句が出ていたらしい。きっとエトラの言うとおり、かつてのやりとりを憶おぼえていたせいだろう。

「もう、バカ」

　頬ほおを紅潮させたまま、エトラがそっと瞳を閉じた。

　銀に流れる艶つややかな髪。眼前に迫る桜色の唇。

　その唇に唇を寄せて──約やく慕ぼする。













「ん……」

　少女の吐息が微かすかに漏れる。少し湿った柔らかな唇。

　エトラを抱く腕が不思議と強こわ張ばる。

　初めてだったあの夜よりも、伝わりそうなほどに鼓動がうるさい。

　だがそれも数秒足らずのこと。やがてエトラの姿が消えて、二人は想そう調ちようを果たした。

【え？　魔力が……】

　エトラが驚いたような声を上げて、左の掌てのひらをまじまじと眺める。

【どうした？　何か問題か？】

【……え？】

　我に返ったのか、エトラが呆ほうけたような声を漏らす。

　だがやがて、くすりと笑った。

【いいえ、何でもないわ。ディーヴァに勝ちましょう？　私とあなたの二人でね】

【ああ】

　そうと力強く答え、シリュウはベッドから下りた。

　と、その折に本館から壁を粉砕する音が轟とどろいた。輅ロ機キの格納庫の辺りからだ。

　更に連続して重低音が響く。同期して床から震動が伝わる。輅機の足音だ。

　その足音が近づいてきて、窓から射さし込む陽光をそれが閉ざす。

「くふ……エトラを隠したのかシリュウ？　末まつ期ごの睦むつ言ごとは済ませたかのう？」

　全長九メートルほどの、あたかも血塗られたかのごとき深紅の魔導兵機。

　紅の戦姫の専用機、アンセムだ。

【やはり、腹をくくるしかなさそうね】

　エトラが念話で囁ささやいた。それと同時に敵が動く。

　窓越しのアンセムが剣を構える。右手を後方に引き絞り、鋭い剣先をこちらに向ける。

　刺突の構えだ。輅機の攻撃が秒読みに入った。

　そんなアンセムを凛りん然ぜんと見上げ、エトラがくすりと笑う。

【覚悟は済ませたわねお義に兄い様さま。こうなった以上、前向きに考えましょう？　家臣に、諸外国に、そして皇帝オルドネスに見せつけてやるのよ】

　鈴を転がすような澄んだ声。同じ体を共有しながら、少女の声が苛か烈れつに爆はぜる。

【これよりセツキガルドを統べる者が────あの紅の戦姫よりも巧みに輅機を駆ることをねっ！】

「さあ、朽ち果てるが良いっ！」

　ッ──！　剣けん閃せん一条。部屋が穿うがたれる。割れ残っていた窓ガラスが窓まど縁べりごと砕け散る。

　だが直前にシリュウは駆け出していた。廊下に逃げ込みアンセムの死角へ。

　戦闘が始まった。最後の正念場だ。目指す先はただ一つ。

　──輅ロ機キに抗あらがうには、輅機を駆るまで！

　全力疾走。風を切る。磨き上げた肉体で廊下を駆け抜ける。

　背後で撒まき上がる粉ふん塵じんと轟ごう音おん。アンセムが別館を破壊しながら自分達を探す。

　余裕が無い。急がなければ。駆けて、駆けて、駆けて駆けて駆けて。

　そして格納庫に辿たどり着く。そこには銀に煌きらめく巨人の姿が。

　白銀の聖女の専用機、ウィンダムだ。

【魔法は私が！　他ほかの挙動はあなたに任せるわ！】

【ああ、俺達二人の想そう調ちようと同じだ！　左腕はお前に任せる！】

　念話一往復で担当を決める。共謀者達の共同作業。

　既に左手には傷口が。準備は全すべて整った。

　エトラとの想調を果たしているシリュウは、ウィンダムの約やく慕ぼ端末に唇を寄せて。

　そして、二重の想調を果たす────。





　　　　●






　不意に視点が切り替わる。全ての物が小さく見える。いや、自分が大きくなったのか。

　光を弾はじく白銀の体。流線型の長身痩そう躯く。重く無骨な大剣が、腰のパイロンで輝きを放つ。

　なるほど、これか。

　これが、人類最強の有人兵機にして世界唯一の魔導兵機──輅機か。

　そう理解して、シリュウはウィンダムと同化した体を立ち上がらせた。

　なおも響く重低音。アンセムが自分達を探して別館の外壁を斬きりつけているようだ。

【参るわね。今日からこの領事館は私のものなのだけれど】

【そうだったな。俺も次はせめて施錠できる部屋が欲しいものだ】

【では私を生き延びさせることね。南なん京きん錠じようでもつっかい棒でも褒美は思いのままよ？】

【ありがたき幸せだ。何にしてもここは障害物が多すぎるな。基地に移るぞ。滑走路の辺りならこちらも派手に戦える】

【そう】

　エトラがくすりと笑い、悠然と告げる。

【では、良きに計らいなさい】

【しからば──仰せのままに！】

　答えるや否いなや外に飛び出す。基地へと向けて全速力。

　庭にはディーヴァのアンセムが。こちらに気付いた。

「ぬう？　血の足りぬその体で輅機を？　そうかエトラ。尊血の矜きよう持じを捨て、犬にその唇を捧ささげてウィンダムとの想調を果たしたか……！」

　二重想そう調ちようを戦姫が悟る。アイセンサーが鋭く光り、こちらを目掛けて猛追を始める。

「ならば捧ほう貢ぐは妾わらわに捧げるが良い……！　その穢けがれた身と魂を清めてくれるわ、エトラ！」

　巨人二機による全速駆動。大地が震えて芝生が捲めくれ上がる。

　走る。走る。庭を駆け抜けて外周の壁を飛び越し、基地との間に設けられた防音林へ。

「さあ、妾の手に掛かるが良い！《火焔弩フラム・デクラ》！」

【ちぃっ！】

　神速の炎。身をひるがえしてかわす。防音林が一筋抉えぐれ、その周囲に炎が燃え広がる。

【周囲への被害などお構いなしか！　困った先代だな、領事館や基地に詰めている連中はお前の手先になるというのに！】

【だからこそではないかしら？　いいえ、そうでなくても無視したでしょうね……！　退避命令を出すわ！】

　念話を交わしてなおも疾走。攻撃をかわし続け、防音林を抜けて基地の構内へ。

「第五十七皇女エトラより総員へ！　これより当基地は輅ロ機キ戦の戦場と化します！　この戦闘における皆さんの最優先事項は自衛です！　速やかに火器を収容して退避を！」

　追走劇と鋭い命令。足下の兵士達に動揺が走る。だが既にディーヴァ失脚の報を受けていたらしく、輅機戦に備えて兵器や弾薬の収容はあらかた済んでいるらしかった。

　暴風のごとき巨きよ躯くの疾走。金属音が打ち響く。地を蹴けるごとに火花を散らす。

　駆けて、駆けて、駆け抜いて。

　全力で逃げ抜いた末に、遂ついに目的の滑走路に到達する。

　見通しの良い平原。障害物など無い。ここなら暴れ回っても被害を抑えられそうだ。

【ならばっ！】

　急反転！　慣性で後方へ巨躯が滑る。姿勢を低くして急制動。

　そんなウィンダムにアンセムが全速力で向かってきていて、

【喰くらええええっ!!】

「ぬうっ!?」

　──金切り音ギインッ！　腰の剣を握ってすれ違いざまに一いつ閃せん。

　だがすんでのところで相手の剣に阻まれる。低い姿勢からばねのように瞬発しての一撃は、不意をついたものの慣性で踏み込みが浅くならざるを得なかった。

　距離を取ったディーヴァのアンセムが、嘲あざけるように顎あごをしゃくり上げる。

「逃げの一手かと思うたが、存外に味な真ま似ねをするものじゃのう？　なれど好都合。妾も鬼ごっこは好かぬ」

「そうでしょうね。真似るまでもなくディーヴァお姉様は鬼畜ですもの」

「くふふ、刃も舌も存外に回るではないか。なれど所しよ詮せんは深窓の姫君の児戯。その程度では、この紅の戦姫に傷を付けることなどできぬ」

　アンセムがくつくつと肩を揺らす。

「輅ロ機キを駆れば妾わらわに敵かなうとでも思うたか？　確かに魔力のみならば妾にも匹敵しておる。犬と交わり血も得たことじゃろう。なれど、序列五位と最下位の差は覆しようもあるまい」

　余裕の中に凄すご味みを孕はらむ、前総領事の低い声。

「何より経験の差は歴然。妾と汝なんじとでは、潜くぐり抜けてきた死線の数が違う」

「ええ。存じ上げております、重々」

　苦笑混じりにエトラが呟つぶやいた。

　実際そのとおりだ。片や単機で武名を馳はせた歴戦の戦姫。片や政務が取り柄の虚弱な聖女。武を競い合えば、完膚なきまでに駆逐されるだろう。

　ディーヴァは武だけを頼りに第五皇女となった。アンセムを駆り、向かう先々で生ける絶対兵器として君臨し、敵を蹂じゆう躙りんして魔皇国軍に勝利をもたらしてきた。

　類たぐいまれなる魔力と、それに裏打ちされた高威力の魔法。そして何より、神代の詩エク・セ・レスタ。単独兵器として世界屈指の戦功を上げてきた実力は、畏い怖ふするに相応ふさわしい。

　だからこそ自分達も、ディーヴァとの武力衝突は避けることを前提に策を練った。ディーヴァに武力制裁を加える役目は、皇帝オルドネスに押し付けることにした。

　しかしその策も最後に当てが外れ、こうしてディーヴァと矛を交える事態に陥っている。

【……だが】

　それでも薄笑い、右手の剣を握りしめる。

「存じ上げておりますわ。……でも、ね」

　ぐ、とエトラも左の拳こぶしを固める。

　自分には魔力など無い。実質的な権力も無い。

　エトラには血液が足りない。強きよう靭じんな体と戦功も無い。

　ともに単独では、フィガロ魔皇国になど敵うはずもない。

　──だが、ゆえにこそ、自分達は手を結んだのだ。

【エトラ、俺に構わず魔法を放て。奴やつの高雅なフィガロの血潮を、俺の下げ賤せんなる血で討つがいい】

【承知しているわお義に兄い様さま。けれどあなたの役目は他ほかにもあるの。私の魔法があれに届くよう、エスコートなさい】

　正義も大義も糞くそ喰くらえ。自分達は宿願を果たすのみ。

　フィガロ魔皇国の滅亡────遠く遥けきその復ふく讐しゆうの前には、たかが戦姫など路傍の石に等しい！

「でもねお姉様、だからこそあなたに勝たせてもらうわ！　大願の踏み台となりなさい、ディーヴァ！」

「くふふ、吠ほえおったのう！　ならば吠え面づらを掻かくが良いわ！」

　互いに大喝。滑走路を奔はしる大だい音おん声じよう。

　紅のアンセムと銀のウィンダム。互いの輅ロ機キが左手をかざし合い──発動。

「《火焔弩フラム・デクラ》！」

　アンセムの左手から神速の炎。滑走路の表面を溶かしつつウィンダムに迫る──が、

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　眼前に障壁を展開。炎の弩いしゆみに半ばまで穿うがたれる。しかしそこで防ぎきる。

　左腕が微かすかに痺しびれる。魔法に血液を奪われる。だがこの程度の魔法ならまだまだいける。

「小こ賢ざかしい真ま似ねを……っ！《火焔弩フラム・デクラ》！《火焔弩フラム・デクラ》！」

　アンセムの連撃。障壁を迂う回かいして矢が迫る。だが、

「《鉛防壁プロン・エズイド》！《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「むうっ!?　《炎防壁フラム・エズイド》っ！」

　エトラが炎の矢を障壁で防いで反撃。迫る鉛の矢をアンセムが炎の壁で融解させる。

　だがそのアンセムにウィンダムが迫っていて、

【くたばれえええ！】

「くうう──っ!?」

　白刃一いつ閃せん！　剣で防がれる。しかし連撃。薙なぐ、払う、斬きり上げ斬り下ろし突く。

「ぬう、小癪な……！」

　流れるシリュウの剣けん戟げき。左腕からはエトラの魔法。ディーヴァが歯ぎしりして受ける。

　押している。通用するのだ。あのディーヴァに自分達二人の攻撃が届く。

　ならば仕留める。逃がすものか。勝機を見つけて一気呵か成せいに連撃を浴びせていく。

【っ!?　な──】

　だがアンセムが突然、間かん隙げきをついて左手をこちらにかざし、

「《炎爆槌プロズ・マルト》ォ！」

「くっ!?　《鉛防壁プロン・エズイド》……っ！」

　──爆発!!　至近距離からの爆火の槌つち。咄とつ嗟さにエトラが障壁を出すが防ぎきれず、機体が爆風に吹き飛ばされる。

　慌てて立ち上がり身構える。迂う闊かつだった。勝機に逸はやった。歯は噛がみしながら敵を睨にらむ。

　対する敵は、歓喜の声を漏らす。

「ほう……!?　《鉛斜矢プロン・デクラ》っ！」

　──くっ！　アンセムの矢が弧を描いて襲来。だが矢は軌道を変えて地面を穿つ。半身をずらして剣で弾はじいたのだ。

　魔法を防がれたディーヴァが、高らかに声を弾ませる。

「くふ。良いぞ、僥ぎよう倖こうじゃわ……！　敵が、戦が、尊血を賭とす価値が！　妾わらわの追い求めておったものが今、妾に刃を向けておる……っ！」

　深紅のその身は優美にして高雅。戦姫が凛りん然ぜんと言い放つ。

「幾多の前線に出張れども、そこには獲物しかおらなんだ！　なれど否いな！　汝なんじ等らは野の兎うさぎではなく獅し子し！　ああ、これはいかなる僥ぎよう倖こうじゃ……！　血潮の卑しき汝等が、尊血の妾わらわと伍ごしておる──！」

　とんだ僥倖もあったものだ。歯は噛がみしつつも、薄く苦笑する。

　ディーヴァとエトラの争いならばこうはいかない。魔力は互角でも血が足りない。だがエトラは自分との想そう調ちようにより、魔法を幾らか続けられる体を得た。今や魔法では伍していて、自分が担う剣と体たい捌さばきに至っては優位にすら立っている。

　だが、とはいえこちらも、ディーヴァを仕留めるには至っていない。

【……あの紅の戦姫が相手だからな。善戦と言ってもいいのかもしれんが】

【ええ。これが採点競技なら、それなりの判定も得られたかもしれないわね】

【ままならないものだな】

　ウィンダムの中で、冗談めかした笑みを漏らした。

　だが分かっている。実際は余裕など無い。敵はまだ全すべてを出しきっていない。こちらを敵と認めながら、ディーヴァはまだ全てを出しきっていない。

　だから早く。今のうちだ。

【奴やつが全力を尽くす前に──仕留めねばなあ！】

　一喝して疾駆。無軌道の前進。吶とつ喊かん吶喊、地面の舗装をめくり上げて前へ。

　閃ひらめく白刃。防がれる。だがまだだ。もっと、もっと、奴に届くまでもっと。

　ッ、ッ、ッッッ！　舞い乱れる剣けん戟げき。刹せつ那なの攻防。小さな火花が飛散する。

「《炎爆雹プロズ・グレル》！」

　ディーヴァが魔法を発動。無数の雹ひようが降り注いで爆散。っっっっっっっ……！　爆風が煽あおる。爆音が轟とどろく。地表が抉えぐられ黒煙が立ち込める。

【哈はっ！】

「《風斜矢ヴアン・デクラ》！」

　爆撃を潜くぐり抜けて一ひと太た刀ち。同時にエトラの不可視の鏃やじり。だが届かない。防がれる。かわされ弾はじかれ反撃が迫る。

　く！　反撃をかわして歯噛みする。やはり強い。戦姫の二つ名は伊だ達てではない。

　魔法は互角。剣では勝っている。だがその攻撃の組み合わせにあちらは隙すきが無い。

【くそっ、急がねばならんというのに！　今の状態で互角ということは、いずれは……！】

【ええ、今のうちに仕留めなければ。でなければ……！】

　未いまだに敵は全力ではない。あくまでも先を見据えている。この後のオルドネスとの戦いに備えて余力を残している。

　だから今のうちだ。全力を出される前に。怒ど涛とうのごとく攻め立てる。

　ディーヴァの首に届きかける。しかし仕留めるには至らない。

　追いすがって、追い詰めて。だがすんでのところで、最後の一手が届かずにいて──。

「……………………くふ」

　そして、遂ついに。

　深紅の巨人が、それを詠うたう。

「〈御使いフィグはかく語りき。燃ゆる紅、天あめ焦こぎの〉」

【…………っ!?】

　来た。遂に戦姫が血液の温存をやめて、全力を尽くすことを決めた。

　捧ほう貢ぐの見つかっていないエトラはまだ習得していない、大量の血液を代償として放たれる、フィガロの系譜フイガロエルヴエの真髄。

　────神代の詩エク・セ・レスタ。

「〈重ねし力の責を負い、詠うは焔ほむらを纏まといし魔弾〉」

【──このおおおおおおっ！】

　距離を取りながらの詠唱。追いつけない。エトラが魔法を発動。だが仕留められない。

　美しき声も高らかに。貴き調べは、ディーヴァ固有の最強の魔法。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！」

　術式が整った。破滅の足音が背後に迫る。

　発動させてなるものか。大地を蹴けって追いすがる。

　銀の機体がアンセムに迫る。だがアンセムを捉とらえるまであと数歩というところで。

　戦姫の左手が天を衝つき、今その声が──天を貫く！




「《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》!!」




【ぐぅぅうぅぅ──!?】

　圧──!!　ウィンダムの全身が地面に激突。アンセムの周囲に過重力が発生している。

　全身を押し潰つぶす絶大なＧ。立ち上がれない。地面と機体を引き剝はがせない。ひび割れる滑走路に機体がみしみしとめり込む。

　神代の詩エク・セ・レスタの発動が続く。アンセムの左手から、燃え盛る無数の鉛のつぶてが舞い上がる。

　あれが降り注げば、一巻の終わりだ。

【防が……ないとっ！】

　エトラが左腕を上げようとする。障壁を展開するべく過重力に抗あらがう。

　だが動かない。身動きが取れない。その隙すきに燃え盛る鉛のつぶてが舞い上がり──停止。

　────来る！

【エトラ！　障壁をっ！】

　シリュウが左腕の制御を一瞬だけ担当。渾こん身しんの力を振り絞り、過重力をこじ開けて左腕を上げて────鉛のつぶてが辺り一帯に降り注ぐ！

「《鉛防壁プロン・エズイド》ォォォっ!!」

　神速のつぶてが飛来。空を赤黒く埋め尽くし、直後に大地を穿うがち尽くす。アンセムの周囲数百メートルで鉛の豪雨が猛威を振るう。

　だが直前でウィンダムが闇やみに覆われた。障壁だ。エトラが発動した《鉛防壁プロン・エズイド》だ。

　しかし豪雨はその障壁すらも穿ち抜き、

【──ぐうううぅぅぅううぅぅぅぅぅっ！】

　抉えぐれる、めり込む、貫かれる。全身を襲う猛烈な激痛。霊金アンジュライト製の機体が、至るところの痛みを想そう調ちよう者しや達にフィードバックする──。

　……そしてやがて、そんな災厄のごとき神代の詩エク・セ・レスタが、数秒を経て収束を迎えて。

　展開していた障壁が消滅する。滑走路に残り火が燻くすぶる。過重力でひび割れたアスファルトが、無数の鉛に穿たれて粉ふん塵じんと化している。

　そんな荒野と見み紛まがう世界で一機、深紅の巨人が、肩で息をしながら佇たたずんでいる。

　アンセムだ。神代の詩エク・セ・レスタによる失血が応こたえているのか、さすがに平然とはしていない。

　そのアンセムと想調するディーヴァが、ふらつきそうになるのを耐えて、呟つぶやいた。

「……ほう。一度では、仕留めきれなんだか」

　ウィンダムが伏している。端々が抉れ落ち、あちこちを穿たれている。

　だが、どうにかまだ、駆動不能の一歩手前で踏みとどまっていた。

【……よく《鉛防壁プロン・エズイド》を間に合わせてくれた。攻撃の全すべてを阻むことはできなかったが、決して無駄ではなかった】

【……こちらこそ助かったわ。よくあの重力のもとで左腕を持ち上げたわね】

【多少は体の使い方というものを知っているのでな。……とはいえ、まだ助かってはいないだろう】

【……そうね】

　ディーヴァのアンセムに消耗が見える。魔法を連発した上での神代の詩エク・セ・レスタは、さすがに応えているのだろう。

　だが分かっている。追い詰められているのはこちらだ。次を喰くらえば終わりだ。その次など自分達には無い。

　機体が酷ひどく損傷している。左腕もさすがに失血で痺しびれてきた。人機ともに限界が近い。

　だが、それでも……っ。

　歯を食いしばり、潰つぶれかけのウィンダムの身を無理やり起こす。

　限界が近い。だがそれがどうした。最後に笑うのは自分達だ。

　朽ちかけた機体に活を入れ、ウィンダムが剣を握って強引に立ち上がる──！




「〈御使いフィグはかく語りき。燃ゆる紅、天あめ焦こぎの〉」




　だがそれと同時だった。ディーヴァがとどめを刺しに来た。

　終しゆう焉えんの歌は厳かに。──アンセム最終楽章、《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》。

【な……っ!?　このおおおおおおおおおっ！】

　全速力の疾駆。逃げるアンセムを追う。駆ける、駆ける、距離を詰める。

　させない。逃がすものか。撃たせるものか。

　──撃たれたら終わりだ！

「〈重ねし力の責を負い、詠うたうは焔ほむらを纏まといし魔弾〉」

　なおも追う。エトラが魔法を繰り出す。だが届かない。かわされ斬きり払われ逃げられる。

　舞い上がる粉ふん塵じん。吹き荒れる戦火。軋きしむ装甲を奮い立たせて前へ前へ前へ。

　全力駆動。速度は僅わずかに勝っている。一歩駆るごとに距離が詰まる。

　更なる魔法。血を失う。意識が朦もう朧ろうとしてくる。だが知ったことか。

　追う。迫る。距離が詰まる。あと八歩、あと七歩、六歩、五歩、四歩三歩二歩────！

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉！」

【──っ!?】

　だが届かない。またしてもあと数歩及ばない。術式が整った。

　炎の燻くすぶる荒野の果てで、深紅の巨人が今──その左手で中天を衝つく！




「────《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》!!」




【ぐおおおおおおおおっ!?】

　伸のし掛かる過重力。ずたぼろの機体が倒れ伏す。

　アンセムの左手から鉛玉が発現。炎を纏まとって天へと昇る。

　うつ伏せになるウィンダム。左腕は胴の下敷きに。くそ！　動け！　だが動かない。

　その隙すきに鉛玉が天頂で停止。あとは大地へと降り注ぐだけ。

　くそ！　終わりか？　ここまでか？

　自分達の復ふく讐しゆうは、自分とエトラは、ここで潰ついえる運命さだめなのか……!?

　────否いな！

【ようやく、得られたのだ……！】

　願いを共有し、罪と温ぬくもりを分かち合える相手を。

【やっと、手に入れたの……！】

　自分と同じ怨えん嗟さの瞳ひとみと、そんな自分を庇かばう背中を。

　十年前に邂かい逅こうし、同じ未来を胸に描き、それぞれの道を歩み続けて。

　独りでは何もできなかった二人が、ようやく再び巡り逢あったのだから────！

【こんなところで……っ、終われないのよっ！】

　エトラが歯を食いしばり──発動！

「《風爆槌ヴアン・マルト》ォォォォォォ!!」

　ッッッ!!　胴と地面の間で大気が爆はぜる。機体が煽あおられ過重力に抗あらがう。

　放物状の跳躍。爆風で自らを前方に無理やり吹き飛ばす。降り注ぐ鉛を掻かい潜くぐる。

　紅の戦姫が創つくる過重力を凌りよう駕がした、白銀の巨人の魔法。

　その跳躍の先には────アンセムが！

「な──っ!?」

　絶句するディーヴァ。その愛機のアイセンサーと視線がぶつかる。

　もらった。奴やつは無防備だ。爆はぜ飛びながら口の一端を吊つり上げる。

　感謝しよう相棒……！　ならば最後は俺の仕事だ！

　過重力すらも刃に載せて、白銀の剣を縦に一いつ閃せん────！

【俺の刃やいばで、亡き滅べええええええええええええええ────っ!!】




　ッ斬────!!




　確かな手て応ごたえ。そして一いち目もく瞭りよう然ぜんの戦果。

　荒野に仁王立ちする深紅の巨人。しかしその巨人が、つむじから股また下したまで両断されて、断面を爆ぜさせて倒れ伏す。

　過重力の檻おりが失うせる。無数の鉛玉も消滅する。それらが意味するものは一つ。

　斃たおしたのだ。アンセムを。セツキガルド州の絶対者を。

「ぬううっ!?」

　ディーヴァが想そう調ちよう者しやを失う。強制的に想調を解かれて荒野に尻しりもちをつく。

　そこをすかさずエトラがウィンダムの左手で掴つかみ、拘束した。

　ディーヴァがもがく。だが暴れたところで拘束は解けない。魔法を駆使したところで、輅ロ機キの装甲に傷をつけるより先に我が身が吹き飛んでしまうだけ。

「……そうか。妾わらわは敗れたか。…………く。くふふ！　くふふふふふふふ────！」

　大勢、決す。

　ディーヴァが抵抗を諦あきらめて、敗者らしからぬ哄こう笑しようを上げた。

【……終わったか】

　かつての主君を見下ろし、強こわ張ばっていた肩の力を抜く。

　死線を潜り抜けた。復ふく讐しゆう劇が一つ、幕を閉じる。

　粉ふん塵じんの舞う荒野には、今もなお、赤黒い戦火が燻くすぶっていた。

【ひとまずは──ね】

　頭の中から、鈴を転がすような澄んだ声が。

　今は亡き小国、アメアの王家の血を引く少女、エトラだ。

　多くのものが省略された言葉。その意味を理解できるのは、おそらくこの世に一人だけ。

【ああ。そして、これからだ】

　かつてのこの地の覇者を握る、銀の巨人の大きな左手。

　同じ輅ロ機キに融とけ合いながら、亡国の王子と姫は、同じ未来を見据えていた。





　　　　◯　　◯　　◯　　◯　　◯






　日が傾く少し前に、それは到着した。

　隣の者の声すら掻かき消す轟ごう音おんと、吹き飛ばされそうなまでの暴風を巻き上げて、大型輸送ヘリが基地の中央に着陸する。シリュウは暴風に顔をしかめながら、セツキガルド州の他ほかの重鎮達とともに、顔を伏せて来賓の登場を待つ。

　正午頃ごろに発生した輅機戦により、滑走路は使用できなくなった。そのため輸送機でやってくるはずだったその人物は、途中で別の基地に降り立ち、こうして輸送ヘリに乗り換えたそうだ。

　轟音と暴風が徐々に収まり、やがて輸送ヘリのプロペラが止まる。それから少しして、漆黒の巨人が下りてきた。輅機『ドミナス』だ。

　ドミナスが両りよう膝ひざを地面につき、姿勢を安定させる。

　そして一人、ドミナスとの想そう調ちようを解いたその男が、シリュウと同じ地に立った。

「構わん。面おもてを上げろ」

　威圧的に重く低い、荘厳な声。その言葉を受けて、シリュウは一同とともに顔を上げる。

　老いを感じさせない若々しい髪。猛もう禽きん類を思わせるぎらついた瞳ひとみ。齢よわい五十四にしてなお衰えを知らぬ、岩盤の山岳を思わせる屈強な巨きよ躯く。

　ドミナスから降り立ったその男こそが、フィガロ魔皇国の初代皇帝、オルドネスだ。

　十年ぶりの邂かい逅こう。遠目に見ることはあった。だが長らくこの距離では目にしていない。

　しかし、忘れるはずもない。

　この顔だ。この声だ。

　この男が両親を殺し、祖国を滅ぼしたのだ……！

　血が猛たける。肌が粟あわ立だつ。今にも飛びかからんばかりに全身が震える。しかしそれを強引に押し留とどめて、どうにか粛々とその場に控え続ける。

　奴やつは必ず葬らなければならない。だからこそ今は耐えなければ。

　機を逸することなど、絶対に許されないのだ。

「さて。本来は査察としてこの地を訪れるはずであったが、予定を見直さねばならんな」

　顎あごの強そうな角ばった顔を歪ゆがめ、オルドネスが目を剝むいて笑う。

「ヌフフ……！　エトラよ、よくぞ逆賊を制圧した。更には初陣にて多大なる活躍を遂げたとも聞いておる。ならば憂いはあるまい。総領事の後任には己うぬが就け。あれも紅の戦姫と謳うたわれたほどの輅ロ機キの使い手。それを輅機戦にて降くだす武勲、大いに誇るが良い……！」

「御意。謹んで、拝命致します」

　その瞳ひとみに憎悪の光を宿しつつも、エトラが粛々と頭こうべを垂れた。

「エトラよ。この混乱ではイスティノへの侵攻も難しかろう。侵攻の一時中断については、余も是と答えよう」

　低く轟とどろく、皇帝の声。

「だが、忘れるでないぞ。世界全土の平定こそ魔皇国の務め。セツキガルドの完全併合の報しらせ、早々に余の耳に届けてみせよ」

「御意」

　再びエトラが答えると、オルドネスが荘厳と頷うなずいた。

　そして。

「さて──シリュウ＝スィグア」

　ぎろりと光る皇帝の瞳。獲物を狙ねらう猛もう禽きん類のごときその視線がこちらに刺さる。

「……はっ」

　返事を寄越し、威圧的な眼まな差ざしを真正面から受け止める。

　対するオルドネスが、ず、と足を踏み出す。

　一歩、また一歩。魔皇国を統べる皇帝がゆっくりと歩み寄り、眼前に立つ。

　──手の届く位置に、仇きゆう敵てきの足がある。

「シリュウ＝スィグアよ。己うぬは前総領事ディーヴァの補佐の任に就いておったな。ディーヴァを諌いさめられず、このような不ふ埒らちな事態に及ばせたこと。その責は、己うぬにこそあろう」

「弁解の言葉もございません。自らの不明を恥じるばかりです」

　低く重々しい弾劾の言葉。しかし揺るがず毅き然ぜんと答える。

　……そう来たか。所しよ詮せん隷属民は隷属民ということか。

　ならば好きに裁くがいい。だがその時は、たとえ刺し違えてでもその命を奪ってやる。

　今は武器を持っていない。無論魔法など使えない。だがそれがどうした。

　得物が何も無いならば、この手で貴様の首を捻ひねり潰つぶすまでだ……！

「──お言葉ながら、陛下」

　と、不意に横から言葉が挟まれた。エトラだ。

「失礼ながら申し上げます。シリュウ殿下のこのたびの働きは、称たたえられこそすれ咎とがめられるものではございません。下手人に拘束されていた私を救ったのはシリュウ殿下です。私が下手人を捕らえることができたのも、シリュウ殿下の献身的な働きがあってこそです」

「むう……？　ほう……！」

　オルドネスが目を剝むき、ゆっくりと破顔する。

「ヌフフ……！　そうか、それは大儀であった。ならば責を問うどころか、褒美を与えねばなるまい……！」

　威圧的な笑い声が響く。荘厳さは相変わらずだが、意外にも上機嫌のようだ。

　そんなオルドネスの様子に、いくらか冷静になった。

　……どうやらまた、救われたか。そう気付き、ちらりと隣の少女を盗み見る。

　皇帝を仰ぎ見る少女の瞳ひとみには、静かなる怨えん嗟さの光が、今も密ひそやかに宿されていた。

「ヌフフ……！　ディーヴァの反逆でセツキガルド州もどうなることかと憂えたが、杞き憂ゆうのようだな。紅の戦姫をも凌しのぐ新たなる総領事には、魔皇国の忠臣が付き従っておったわ」

　オルドネスが笑い飛ばし、厳然と踵きびすを返した。

　そして漆黒の巨人へと歩を進め、勅を下す。

「おおかた今宵こよいは余を歓待する宴席でも設けておるのだろう？　それまで余は休ませてもらう。己うぬ等らは己うぬ等らの務めに戻れ」

　御意、と一同がうやうやしく頭こうべを垂れる。

　そんな麾き下かを一顧だにせず、皇帝オルドネスがドミナスと想そう調ちようした。

　そして。

「シリュウ＝スィグア。魔皇国の忠実なる僕しもべよ。総領事は替わるが、今後も総領事補佐官として励め。そして約束どおり、己うぬには褒美をくれてやろう」

　低く重々しいくぐもった声。いずれ滅ぼすべき仇きゆう敵てきが、去り際に一言、命じてきた。

「宴席の後で、余の前に姿を現せ」





　　　　●






　──異様に大きくて逞たくましい男だ。

　物心つく頃ころから何度か顔を合わせていたその男への印象は、まずそうしたものだった。

　父の国と同盟を結ぶ、魔の名を冠する国。それを統べている者こそ、その男だった。

　そんな男が突然、祖国と両親に対して牙きばを剝いて──。

　あの侵略から、十年もの歳月が流れた。




　料理も酒も、味などろくに分からなかった。そんなものに興じている余裕など無い。

　宴席も既に終わった夜更け。シリュウは一人、領事館の貴賓室の前室を訪れていた。

　この奥が今こ宵よいの、オルドネスの居室だ。

　武器は前室の外の衛兵に渡した。いざという時に頼りになるものは、生身の体一つだけ。

　鬼が出るか蛇が出るか。シリュウは厳かに扉を叩たたき、名乗る。

「入れ」

　相変わらずの低く重い声。その声に促されて、扉を開ける。

　──途端に一瞬息を呑のんだ。

　銃口だ。オルドネスがこちらに拳けん銃じゆうを構えている。既にセーフティの外された銃を。

　どういうことだ。いきなりこれか。どうする。まずは射線から動かなければ。だがその後は？　迫って殺す？　逃げる？　いや逃げたところで同じだ。皇帝に命を狙ねらわれるということは、魔皇国民全すべてに命を狙われることに等しい。

　ならば分は悪いが、本性を現して奴やつを屠ほふりにかかるか……!?

　────否いなっ！

「ああ、名工の作でしょうか陛下。なんと美しく素晴らしい銃でしょう」

　羨せん望ぼう混じりに微笑ほほえみ、一言。これこそが、シリュウが採った行動だった。

　それに対して、皇帝オルドネスは。

「……ほう？　……フ。ヌフフ、ヌハハハハハ！　そうか、己うぬには分かるか……！」

　奇妙なほど満足げに、威圧的な笑い声を上げた。

「己うぬの申したとおりだシリュウ。なかなかの逸品だぞこれは。だが余の手に馴な染じませるには、いささか小さい」

　大柄の図ずう体たいを揺さぶって、オルドネスが無造作に歩み寄ってくる。

　そして、シリュウの傍らの花瓶台の上に、ゴトリと銃を置いた。

「褒美をやると言ったな。一つはそれだ。取っておけ」

「御意。過分なご恩おん寵ちようを賜り、恐悦至極にございます」

「ヌハハ……！　気に入ったならば何よりだ」

　オルドネスが目を剝むき、尊大に笑った。

　……下らん茶番だ。反へ吐どが出る。

「さてシリュウ、呼びつけたのは他ほかでもない。己うぬを労ねぎらってやる為ためだ。今回のみならず、己うぬはこれまでも実によく働いてくれたと聞いておる。ゆえにもう一つ、褒美をやろうと思うのだがな。しかし……まだ、その内容を決めておらんのだ」

　ずしり。オルドネスがこちらの肩に手を置き、笑う。

「思い返せば、己うぬとこうして顔を突き合わせるのも十年ぶりか。実にすまぬなシリュウ。余は己うぬの、父だというのに」

　────っ!?

　呼吸を忘れた。堪たまらず目を剝いた。その無神経極まりない戯たわ言ごとに。

　……おい。おい、ふざけるな。誰だれが父だ。

　貴様は父ではなく、俺の父上を殺した屑くずだろう……っ！

「シリュウよ、余は己うぬの父だ。父親でありながら、己うぬの忠義にすら報いずにいた」

　笑みを浮かべるオルドネスが、無造作に踵きびすを返して三歩離れた。

　そして背中を向けたまま、なおも言う。

「余は己うぬを見捨てておったとも言える。ゆえに、詫わびも兼ねて褒美を授けよう。さて……シリュウ＝スィグア。一体何であれば、己への最たる褒美になるであろうなあ？」

　一語一語を強調した、やけに芝居がかった言葉。

　……おい、今更何を言いやがる。誰が貴様なんぞに父親面づらをしろと言った……っ。

　最たる褒美だと？　そんなものは決まっている。貴様の醜い首級こそがそれだ。

　父を殺し、母を死に追いやり、家臣を屠ほふって民を虐げる。そんな貴様を亡き者にすることこそ、祖国スィグア王国への何よりの供養だ──！

（……ならばオルドネス、その命を俺に寄越すがいい……っ！）

　仇きゆう敵てきの背後で嘲あざ笑わらう。奴やつは無防備だ。隙すきだらけだ。こちらを見てすらいない。

　そして自分の手元には今、奴が授けた銃がある。

　弾丸は装そう填てん済み。セーフティも外されている。もはやものの一秒も不要だ。

　今だ。迷う必要は無い。十年目にしてまたと無い好機を得た。

　────今ならば殺せるのだ！

（俺を呪のろって亡き滅べええっ、オルドネスゥゥゥゥゥゥ!!）

　シリュウはすかさず銃に手を伸ばし────！




　っ────。




　だが。銃に触れる寸前、硬直した。

　奴がこちらに気付いた訳ではない。自分を止めたのは、右手の指に覚えた違和感。

　一本、銀色の長い髪が──指に絡まっていた。

　な……何を浅はかな真ま似ねをするつもりだったのだ、俺は……っ!?

　服に付着していた髪が離れ落ち、指に絡まったのだろうか。何にしても、すんでのところで我に返り、気付いた。

　もしここで発砲すれば、オルドネスを殺せてもいずれ自分も何者かに殺されるだろう。

　自分が死ぬことは構わない。とうの昔に覚悟していたことだ。だが死ぬにしても、先に確実に果たしておかなければならないことがある。

　────フィガロ魔皇国を、滅亡させること。

　オルドネスだけでは足りない。それでは第一皇子が現在の方針を引き継ぐだけ。だからそれだけではダメなのだ。

　それでは父上と母上の民が……っ、今もなお虐げられ続けているスィグアの民が、救われない──！

　ぎり……っ！　仇きゆう敵てきの背後で、奥歯を潰つぶさんばかりに激しく歯は噛がみする。

　そして、やがて。

　シリュウは人知れず、銃に伸ばしかけていた手を、引いた。

「…………フ。ヌフフ。ヌハハハハハハハハ！」

　その時だ。背を向けるオルドネスが唐突に哄こう笑しようした。

　どういうことだ？　まさか、襲撃を察したのか……っ？

　そう危き惧ぐするシリュウに、オルドネスが突然振り返る。

「シリュウよ、己うぬに一つ問おう。支配地域の民に最も慕われている、他ほかの皇族とは一線を画す強く優しき皇子と聞けば──己うぬは、誰を思い描く？」

　な……っ？　……何を、唐突に。

　訳が分からない。いきなりどういうつもりだ。だが眉まゆをひそめつつ考える。

　いや、考えるまでもないことだ。

　……そんな皇子、あいつしかいない。

　そう思う。だが口をつぐんだまま、オルドネスを見つめ返すに留とどめる。

　ここであいつの名前を挙げることは、他の皇族への不信に当たってしまう。

「ほう、答えぬか。まあ構わん」

　オルドネスが呟つぶやき、目を剝むいて笑った。

　仇敵がこちらに歩み寄る。銃を手に取り、こちらの手に無理やり握らせる。

　そして、告げた。

「スィグア州の総領事を、第三皇子のゼウルにしてやろう。褒美は以上だ。下がれ」

　思わず心臓が跳ねる。銃を見つめて一瞬硬直する。

　だが即座に無理やり冷静になる。

　主を前にした忠実なる負け犬には、疑問も反論もあり得ないはずだ。

「……ありがたき、幸せ」

　その言葉を残して、粛々と皇帝の御前から辞した。

　渡された銃を懐に入れる。前室からも出て、衛兵から預けていた剣を受け取る。

　そして独り、領事館の片隅の自室へと向かう。

　胴や背筋がやけに冷える。気付けばいつの間にか、おびただしい量の汗を掻かいていた。

　──どこまで、悟られていたのだろうか。

　何も気付かれていないのかもしれない。だがもしかすると、奴やつの掌てのひらの上で踊らされていたのかもしれない。

　悟られていたのだとすれば、何な故ぜ自分は生かされている？　理由が分からない。合理的でない。ということは、やはり何も気取られていないということなのか。

　何かと判然としない。だがとりあえず、今回の件で自分が成果を上げることができたのは確かだ。

　ひとまず生き延びた。共謀者の少女を成り上がらせることもできた。

　自分が成り上がる為ための足掛かりを、ようやく得た。

　静かに一人、銀の髪の絡まる右手で、軍服の胸元をぐっと握る。

　ここに至るまで十年を要した。しかしまだ、最初の一歩を踏み出せただけ。

　父上。母上。今は耐え忍びます。

　ですがいずれ、復ふく讐しゆうの成った暁には。

　────どうか共に、安らかな眠りを。







　粛々と頭を下げて、シリュウが辞去していった。

　貴賓室の扉が閉ざされる。一人残されたオルドネスは、しばらく立ち尽くす。

　だがやがて、胸を躍らせて、笑った。

「背中を晒さらしていたというのに撃たなかったか。命拾いしたな、小僧……！」

　体の震えが止まらない。抗あらがいきれない至上の歓喜。

　愉快だ……っ。ああ、実に愉快だ……っ。十年前のあの時、敢あえて生かしておいたあの小僧が、こちらの思惑以上の男に育っているではないか……！

　小僧よ。あそこで余を撃っていれば、余は確実に死したであろう。だが小僧、さすれば己うぬは余を殺した直後に、絶望と共に余に殺されていたのだ。

　よくぞ堪えた。よくぞ耐え忍んだ。甘美な衝動に身を委ゆだねる誘惑をよくぞ撥はねつけた。

　小僧よ、これが己うぬへの真の褒美。

　己うぬは復讐という名の希望を、なおも抱き続ける資格を得たのだ……！

「フ！　ヌフフ！　ヌハハハハハハハハ……っ!!」

　愉快だ！　滑こつ稽けいだ！　これぞこの上なき至高の幸福──！

　さあ小僧、成り上がれ。己うぬの望む未来に向けて成り上がれ。

　強くなり、強くなり、なおも強くなり余のもとまで辿たどり着いて。




　──そして次こそは、余と首を獲とり合おうではないか。






　　　　終章









　一夜が明けた。今日はエトラの総領事就任の式典が催される。

　そんな一日の始まりに、シリュウのＰＣＤにメールが届いた。

【俺はまだ皇帝じゃねえ。だがひとまず、スィグアの民は俺に任せろ】

　新たにスィグア州の総領事も兼任することとなった、親友からの電信。

【よろしく頼む】

　ぐ、と力を込めて送信ボタンを押すと、シリュウは独り、自室を後にした。




　皇族や総領事補佐官といった従来の肩書に、今日より新たに総領事親衛隊長というものまで加わった。しかし面倒事を押しつけられる点は未いまだに変わらないらしい。

　新総領事就任の式典の直前。雑務を片づけたシリュウが控室に入ったのは、エトラがじきに壇上に呼ばれようかという頃ころだった。

「遅かったではないの。いいご身分ね」

　控室の席に着いていたエトラが微笑ほほえんだ。

「身分はいいさ。仮にも皇族なのでな」

「あら素敵。実は王子様だったなんて。きっと女性からも引く手あまたなのでしょうね」

「そうでもないさ。王子に相応ふさわしい女など、おそらくどこぞの姫君くらいだ」

「え──っ？」

　途端に顔を赤くしたエトラだったが、額を押さえてうなだれる。

「……いいえ、待って。それは口説き文句なの？　それともまた口をついて出ただけのことなのかしら」

「ん？　いや、後者だな。特に他意は無かった。すまない」

「なっ？　……謝らないでほしいわ」

「……そういうものか」

「そういうものよ。相変わらず気き障ざで無神経な男ね」

　頬ほおを染めたままのエトラが、上目遣いでじとりと睨にらんできた。

　ではどうすれば良かったのやら。こういうことにはいつまでも慣れそうにないな。

「参ったな、やはり女の扱いというものは難しい。一国を滅ぼすのと同等だ」

「奇遇ね。私もお義に兄い様さまのことはよく分からないわ」

　共謀者達はそう言って、自虐的に笑い合った。

　エトラも昨日よりはいくらか血液の量が戻ったらしい。色白なのは相変わらずだが、その口ぶりは確かなものだ。

　そのエトラが、総領事の顔になる。

「セツキガルド人に対しては冷遇しない政策を採るわよ。旧バイワー人と同等にするつもりまではないけれど、旧エスノワ人とは形式上、同等の立場にするわ」

「そいつはユニークだな。いや、ゼウルのところもそうなっているか」

　ふむ、とシリュウは顎あごに手を当てる。

「お前とて味方は少ないというのに思いきるものだな。ディーヴァから引き継いだ家臣を筆頭に、フィガロ人がうるさくなりそうだ」

「けれど短期間で効果を上げるには有効でしょう？　降くだした国の民をまともに遇していれば、他国も他ほかの皇族ではなく私に降伏したいと思うでしょうから。もちろんこれは暫定の方針であって、その後のことは臨機応変に対処していくつもりよ」

「そこは任せる。政治的な感覚はお前の方がよほど優れているだろう」

「悲しいことにね。敵ばかりに囲まれてきたお義に兄い様さまよりも、味方ではない者ばかりに囲まれてきた私の方が」

「違いない」

　嘆息混じりに呟つぶやき、互いに自虐的に笑った。

「何はともあれ、うまく地盤を得られそうよ。先に何かと成果を上げておいたおかげね」

　エトラの声が少し弾む。

「縁が無い者達が家臣になるので、まだ懐疑的な目で見られてはいるわね。けれど覚悟していたよりは状況がいいわ。以前の主君が横暴だった分、歓迎されているのかしらね」

「御しやすそうだと舐なめられているのではないか？」

「それも当然あるでしょうね」

　エトラが愉快げに微笑ほほえみ、妖あやしく瞳ひとみを細める。

「だからこれから思い知らせてあげるわ。自分達の主あるじが、果たして舐めてかかるべき相手なのかどうかを」

　銀に艶つやめく長い髪。新雪のように白い肌。松葉にも似た睫まつ毛げが隠す、灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。

「それは実に、楽しみだ」

　生え際の黒髪を掻かき上げて、シリュウは口の一端を吊つり上げた。

　と、そこへノックの音が。

「殿下、間もなく式典が開始されます。演壇の袖そでへとお向かい下さい」

　扉の向こうから声がした。どうやら時間になったらしい。

　就任式の幕が上がる。宿願成就へのプレリュード。

　目指すは遥けき暗い未来。シリュウ王子とエトラ姫は、その麗しい顔を見合わせて、密ひそかにくすりと微笑み合う。

「さあお義に兄い様さま、共に末短き未来を歩んでいきましょう」

「ああ。俺達の復ふく讐しゆうに、幸いと災いのあらんことを」

　シリュウが静かに手を差し伸べる。

　それを白い手でそっと握り、エトラも雅みやびやかに立ち上がった。







　盛大な拍手に促されて、シリュウはエトラに続いて式典の壇上に登った。

　エトラに対しては観衆も好意的だ。ディーヴァという主あるじを失った貴族達が、新たな主として担ごうとしている面もあるのだろう。

　一方、自分には侮ぶ蔑べつの視線ばかりだ。若干薄らいでいるような気がしなくもないが、やはり質は変わっていない。所しよ詮せんはこれが、スィグア人を前にしたフィガロ人の姿だ。

　まったく実に救い難い。忠実なる負け犬を装いながら、心中で白眼視する。

　スィグア州はゼウルが総領事になることで変わっていくことだろう。だがそれでは、再び配置転換があった時に逆戻りになってしまう。

　この侮蔑の眼まな差ざしを覆すには、やはりこの国を根本から覆すしかない。

　ゼウルが皇帝になればおそらく変わるだろう。だがそうならなければ、やはりこの手で滅ぼすしかない。













　しかしいずれにしても、今の自分の力では叶かなえられそうにないことだ。

　だから──な。主君の華きや奢しやな背中を見つめ、独り密ひそやかにほくそ笑む。

　白銀の聖女、エトラ。まずは志を同じくするこの少女とともに、もっと成り上がってみせなければ────。




　鋭く突き刺さる無数の視線。その痛みを噛かみしめて、改めて胸に誓う。

　かつては怯おびえることしかできなかった。

　だが母を失い、これ以上失うものが何も無くなったあの日、自分は復ふく讐しゆうを胸に誓った。

　どんな恥辱も受け容いれてやる。

　どんな嗜し虐ぎやくも甘んじてやる。

　だが必ず、這はい上がってみせる。

　さあ、俺から全すべてを奪い去り、そして今なお俺をその腹の内に捕囚するこの国よ。







　────俺を贄にえとして亡き滅べ。





《完》








　　【あとがき】






　懐かしのビ◯ーズブートキャンプをやってミスって筋肉を傷めて眠れずにのたうち回っていた深夜、ふと思いました。

　そうだ、復ふく讐しゆうものを書こう────

　そんな訳でデビュー作、『穢けがれ聖者のエク・セ・レスタ』です。




　皆様初めまして、新にい見み聖ひじりです。

　二〇一三年は本当に色々なことがありましたが、私個人にも事件のあった年でした。

　今年の事件第三位は、愛する広島カープが十六年ぶりにＡクラス入りしたことです。「辛つらいです……カープが好きだから」と長年苦しみ続けてきましたが、ようやく一区切りついて幸せです。特に今年は私の一番好きな廣ひろ瀬せ選手が連続出塁の日本記録を打ち立てるなどして、シーズン序盤のボロボロだったチームを支えてくれました。長年ファンだった前まえ田だ智とも徳のり選手などの引退は残念ですが、なおのことカープの来年以降の活躍に期待します。

　今年の事件第二位はもちろんこれ、こうして作家デビューを果たしたことです。少し作品について解説しますと、基本シリアスなマジカルロボットバトルのコンゲーム要素つきです。分かりやすいですね。一人きりでは『願い』を叶かなえる力を持たない少年と少女が、『長年胸に秘め続けてきた想おもい』を打ち明けて、お互いに手と手を取り合って『青春』するという感じのアレです。分かりやすいですね。嘘うそは言っていない。嘘は言っていない。

　この作品の見どころは、なんといってもminoa先生の素晴らしいイラストです。キャラクターと輅ロ機キのデザインを見た時、「これは何としても世に送り出さなければ……！」と使命感に燃えました。

　挿絵を描かいてくださったminoa先生。ガタガタ言う作者にお付き合いくださった担当両氏。編集部の皆様や、審査員特別賞を下さったさがら総そう先生をはじめとする審査員の先生方。イメージソングやＰＶを作ってくださった方々に、共に高め合った応募仲間達や今より未熟だった私を指導してくださった方。他ほかにも家族や友人など、皆々様に支えていただき、このたびのデビューとなりました。皆様、本当にありがとうございます。今後とも宜よろしくお願い致します。

　最後になりましたが、今年の事件第一位は真冬に風ふ呂ろに入りながら一時間ほど歌っていたら熱中症で倒れたことです。皆様も真冬の風呂で一時間ほど熱唱する際には覚悟してください。

　それでは皆様、今後ともお付き合いくださいますよう、何なに卒とぞお願い申し上げます。





二〇一三年　一一月　　新にい見み聖ひじり　
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　新見聖（にいみ・ひじり）

　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞を受賞。

　　サッカー松井大輔選手と野球広島カープをこよなく愛する滋賀県民。

　　黒字経営なのに借金生活、こんな赤ヘルに誰がした。




　イラスト

　minoa（ミノア）

　　ＰＣゲームメーカー・ニトロプラス所属のグラフィッカー。

　　甘いものが大好き。休みの日は美味しいお店を探して出歩いている。

　　最近は、クリーム系より果物系が好き。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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